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1331年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾙﾅﾃ･ｽﾙﾀﾝ｢Panji Malamo｣(~1332年)
1331年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ大公｢ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ公ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｳﾞｧｼﾘｴｳﾞｨﾁ｣
1331年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ大公｢ﾓｽｸﾜ公ｲﾜﾝ1世ﾀﾞﾆﾛｳﾞｨﾁ｣(~13400331死去)
1331年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾛｽﾄﾌ･ｳｽﾚﾁﾝｽｷｰ公｢ｱﾝﾄﾞﾚｲ･ﾌｮｰﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(~1360年)
1331年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<復位>ﾌﾟｽｺﾌ公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨﾁ｣(~1337年)
1331年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾏﾙｺ･ｸﾞﾗﾃﾞﾆｰｺﾞ｣(~1332年)
1331年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾆｻﾞﾐｭﾃﾞｨﾝ･ｱｰﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1348年)
1331年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢ﾃｵﾄﾞﾗｽ｣ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽの封臣(~1362年)
1331年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ﾖﾊﾝ4世｣(~1356年)
1331年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｹﾞﾒﾙﾄの半分がｽﾍﾙﾄｰﾍﾝﾎﾞｽに渡される
1331年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第2代ｹﾝﾄ伯｢ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ｣(~13311005死去)
1331年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾌｨｯﾂｱﾗﾝ｣(~13760124死去)
1331年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾏﾘｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ｱﾙﾊｻﾝ･ｱﾘｰ｣(~1348年)
1331年1月9日-09:00|日本|福井県|元徳2年12月|幕府､聖護院尊珍法親王を越前へ配流
1331年2月4日-09:00|日本|  ||元徳2年12月27日|<任命>六波羅探題北方･山城･山城･播磨国守護｢北条仲時(極楽
  寺流普恩寺氏)｣(~元弘3(1333)年5月9日)
1331年2月8日-09:00|日本|  ||元徳3年|<刊行>吉田兼好「徒然草」
1331年2月8日-09:00|日本|  ||元弘1;元徳3年|<任命>甲斐国守護｢武田政義｣(~康永2(1343)年戦死､以後､信武､
  信成､信春､信満､信元､信重､信守､信昌､信縄､信虎､晴信(信玄)と続く~元亀4(1573)年4月12日死去)
1331年2月8日-09:00|日本|  ||元弘1;元徳3年|<任命>淡路国守護｢長沼秀行｣(~1333年)
1331年2月8日-09:00|日本|  ||元弘1;元徳3年|<任命>備前国守護｢佐々木(加地)氏｣(~1333年)
1331年2月8日-09:00|日本|京都府京都市東山区|元徳3年|この年､八坂神社祇園絵図(隆円)できる
1331年2月8日-08:00|中国|  ||元･至順2年|<即位>天山ｳｲｸﾞﾙ王国ｲﾃﾞｨｸﾄ｢ﾀｲﾋﾟﾝﾄﾞｩ(太平奴)｣ｾﾝｷﾞの弟(~1335年)
1331年2月8日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元の至順1年|中国でﾍﾟｽﾄが流行
1331年2月8日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至順2年1月|元､雲南の反乱が鎮圧される
1331年2月10日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<復位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾙﾏｲﾀ･ﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞｰ･ﾇﾏｲ･ｱｻﾄﾞ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ｣(~1343年)
1331年3月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ｲﾜﾝ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞﾙ｣(~13710217死去)
1331年3月2日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ･ﾄﾙｺ軍がﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝからﾆｹｰｱを奪取
1331年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｳｸﾞｯﾁｮﾛ･ﾀﾞ･ｳﾞｧﾙﾄﾞﾗｺﾞﾝ｣
1331年4月16日-09:00|日本|  ||元徳3年3月9日|<死去>狛朝葛(85歳)雅楽家
1331年4月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>6代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾄﾞ･ｳﾞｨｱｰ｣
1331年4月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>7代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞ･ｳﾞｨｱｰ｣先代の甥(~13600124死去)
1331年6月2日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王｢ｱﾙｽﾀｰ伯ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞ･ﾊﾞｰｸﾞ｣(~11月)
1331年6月3日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ｱﾝｿﾆｰ･ﾃﾞ･ﾚｲｼｰ｣(~13321203)
1331年6月10日-09:00|日本|  ||元徳3年5月5日|六波羅､後醍醐天皇(43)の倒幕計画を探知､長崎高貞らを派遣し
  ､日野俊基､文観(53)らを捕らえ､鎌倉に送る/元弘の変
1331年8月 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Guillaume de Cheney卿｣(~同年)⇒
  ｢Thomas Wake｣(~1333年)
1331年8月22日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<死去>第8代ｾﾙﾋﾞｱ王｢ｽﾃﾌｧﾝ･ｳﾛｼｭ3世ﾃﾞﾁｬﾝｽｷ｣
1331年8月22日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>第9代ｾﾙﾋﾞｱ王｢ｽﾃﾌｧﾝ･ｳﾛｼｭ4世ﾄﾞｩｼｬﾝ｣ｽﾃﾌｧﾝ･ｳﾛｼｭ3世ﾃﾞﾁｬﾝｽｷの子(1331
  0908戴冠式⇒13460416､ｾﾙﾋﾞｱ帝国皇帝~13551220､死去)
1331年9月7日-09:00|日本|  ||元徳3年8月6日|北条高時(28)､内管領長崎高資討伐を謀り露見､長崎高頼の罪と
  して陸奥国に配流
1331年9月11日-09:00|日本|  ||元徳3;元弘1年8月9日|南朝が｢元弘｣に改元
1331年9月20日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<就任>ﾓﾅｺ領主｢ｶﾙﾛ･ｸﾞﾘﾏﾙﾃﾞｨ(=ｶﾙﾛｽ1世)｣ｼﾞｪﾉﾊﾞから取り戻し統治(~13570815
  死去)､｢ｱﾝﾄﾆｵ(=ｱﾝﾄﾜｰﾇ)｣(~13570527死去)
1331年9月26日-09:00|日本|奈良県|元徳3;元弘1年8月24日|鎌倉より京へ軍勢が差し向けられ､後醍醐天皇(43)､
  神器をもって奈良へ逃れる
1331年9月27日-09:00|日本|  ||元徳3;元弘1年8月25日|六波羅､万里小路宣房(73)らを捕らえる
1331年9月29日-09:00|日本|  ||元徳3;元弘1年8月27日|後醍醐天皇(43)､大和笠置寺に行幸/六波羅の兵が比叡
  山を攻撃､尊雲(23)･尊澄法親王は笠置山に逃れる
1331年10月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>第2代ｹﾝﾄ伯｢ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ｣
1331年10月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第3代ｹﾝﾄ伯｢ｼﾞｮﾝ｣(~13521226死去)
1331年10月7日-09:00|日本|  ||元徳3;元弘1年9月5日|<死去>上総国守護｢足利貞氏｣(以後足利氏~1333年)
1331年10月13日-09:00|日本|大阪府南河内郡千早赤阪村|元徳3;元弘1年9月11日|楠木正成(37)ら河内･赤坂城で
  挙兵
1331年10月16日-09:00|日本|広島県福山市|元徳3;元弘1年9月14日|桜山茲俊が楠木正成に呼応して備後一宮で
  兵を挙げる
1331年10月22日-09:00|日本|  ||元徳3;元弘1年9月20日|<践祚>皇太子量仁親王､後伏見上皇院政(⇒元弘2年3月
  22日北朝1代光厳天皇として即位~13330517)
1331年10月27日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾊﾏｰ)第7代ｱﾐｰﾙ｢ｱﾙ=ﾑｱｲﾔﾄﾞ･ｱﾌﾞﾙ=ﾌｨﾀﾞｰｳ｣
1331年10月27日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾊﾏｰ)第8代ｱﾐｰﾙ｢ｱﾙ=ｱﾌﾀﾞﾙ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~1341年死去)
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1331年10月30日-09:00|日本|京都府相楽郡笠置町|元徳3;元弘1年9月28日|幕府軍が笠置山を攻略
1331年10月31日-09:00|日本|京都府相楽郡笠置町|元徳3;元弘1年9月29日|幕府軍の笠置山攻略で脱出した後醍
  醐天皇が捕らえられる
1331年11月1日-09:00|日本|  ||元徳3;元弘1年10月|<任命>常陸国守護職｢佐竹貞義｣
1331年11月6日-09:00|日本|  ||元徳3年10月6日|後醍醐天皇､光厳天皇に神器を授与
1331年11月7日-09:00|日本|京都府京都市|元徳3年10月7日|法成寺無量寿院焼亡
1331年11月21日-09:00|日本|大阪府南河内郡千早赤阪村|元徳3年10月21日|河内･赤坂城が陥落し､楠木正成は脱
  出
1331年12月26日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾗﾃﾝ帝国皇帝｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世｣
1331年12月26日-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<死去>ｱﾙﾊﾞﾆｱ王国領主｢ﾀﾗﾝﾄ公ﾌｨﾘｯﾎﾟ｣
1331年12月26日-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞﾆｱ王国摂政｢ｶﾃﾘｰﾅ(ｶﾃﾘｰﾇ･ﾄﾞ･ｳﾞｧﾛﾜ)｣(~13321217)
1331年12月26日-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<即位>ｱﾙﾊﾞﾆｱ王国領主｢ﾀﾚﾝﾃ公ﾛﾍﾞﾙﾄ｣(~13321217)
1332年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾙﾅﾃ･ｽﾙﾀﾝ｢Shah Alam｣(~1343年)
1332年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ｶｰﾄ朝ﾏﾘｰｸ｢Hafiz ibn Ghiyath-uddin｣殺害される
1332年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶｰﾄ朝ﾏﾘｰｸ｢Mu'izz-uddin Husayn ibn Ghiyath-uddin｣(~1370年)
1332年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ公｢ｺﾝｽﾀﾝﾁﾝ･ｳﾞｧｼﾘｴｳﾞｨﾁ｣(~1341年)
1332年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｸﾙﾄ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾑｲｽﾞｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾌｾｲﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ｷﾞﾔｰｽｯﾃﾞｨｰﾝ｣(~1370年)
1332年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻﾗﾊﾞﾀﾞｰｽ王｢Abd al-Razzaq ibn Fazlullah｣(~1338年)
1332年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｳﾞｨｱｰｺﾞ･ｾﾞｰﾉ｣(~1334年)
1332年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾏﾙｶｰﾄﾞ･ﾌﾞﾗｲﾃﾞ｣(~1335年死去)
1332年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢ｷﾞｮｰﾑ12世｣
1332年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾝﾍﾞﾘｱﾙ伯｢ﾓﾝﾌｫｰｺﾝ家ｱﾝﾘ｣ﾃｨｴﾘ3世の同族の甥孫､ｵﾄﾅﾝの妹ｱﾆｪｽと結婚(~1367年)
1332年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ公｢ｼﾞｬﾝ2世｣ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ6世の長男(~1350年)
1332年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<退任>ｻﾙｯﾂｫ侯｢ﾏﾝﾌﾚｰﾄﾞ5世｣
1332年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾆｭﾙﾝﾍﾞﾙｸﾞがﾄﾞｲﾂ王から関税免除特権を授与
1332年 00:00|ﾏﾘ/ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ王国国王｢ｱﾘ･ｺﾉﾝ｣(~1340年)
1332年1月8日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾄﾚﾋﾞｿﾞﾝﾄﾞ帝国第11代皇帝｢ﾏﾇｴﾙ2世｣(~1332.9)
1332年1月28日-09:00|日本|  ||元徳4年|<任命>下野国守護｢小山秀朝｣(~1333年)
1332年1月28日-09:00|日本|奈良県高市郡高取町|元徳4;元弘2年|越智八郎邦澄が高取城築城
1332年2月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾙﾄﾞﾙﾌ3世｣
1332年2月17日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|元徳4;元弘2年1月21日|桜山慈俊,一族若党20余人とともに,備後
  一宮の社壇に火をかけて滅ぶ
1332年3月21日-09:00|朝鮮|  ||高麗･至順3年2月24日|<退位>高麗王｢忠恵王｣
1332年3月21日-09:00|朝鮮|  ||高麗･至順3年2月24日|<復位>高麗王｢忠粛王｣(~13390503死去)
1332年4月2日-09:00|日本|新潟県佐渡市|元徳4;元弘2年3月7日|幕府､後醍醐天皇を隠岐へ流刑
1332年4月3日-09:00|日本|  ||元徳4;元弘2年3月8日|幕府､恒良親王を但馬に､宗良親王を讃岐に､尊良親王を土
  佐に配流
1332年4月16日-09:00|日本|  ||元徳4;元弘2年3月21日|<死去>京極為兼(79歳)権大納言､歌人
1332年4月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾝｼﾞｭｰ伯｢ｼﾞｬﾝ2世｣ﾌﾗﾝｽ国王､ﾒｰﾇ伯､ﾎﾟﾜﾁｴ伯､ｵｰｳﾞｪﾙﾆｭ伯､ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯､ﾉ
  ﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ公､ｱｷﾃｰﾇ公､ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公(~1350.11)
1332年5月5日-09:00|日本|  ||元徳4;元弘2年4月10日|前関白二条道平(45)を捕らえ､洞院公賢(41)･万里小路宣
  房(74)らの参内を許す
1332年5月8日-09:00|日本|滋賀県大津市|元徳4;元弘2年4月13日|延暦寺が大火となる
1332年5月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾆｭﾙﾝﾍﾞﾙｸ城伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ4世｣
1332年5月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾆｭﾙﾝﾍﾞﾙｸ城伯｢ﾖﾊﾝ2世｣(~13570731死去)
1332年5月23日-09:00|日本|  ||正慶1;元弘2年4月28日|北朝が｢元徳｣を｢正慶｣と改元
1332年5月27日-09:00|日本|京都府京都市|正慶1;元弘2年5月3日|幕府､足助重範(40)を六条河原で殺す
1332年6月3日-09:00|日本|千葉県|正慶1;元弘2年5月10日|鎌倉幕府､花山院師賢を下総国に流罪に処す
1332年6月15日-09:00|日本|神奈川県小田原市|正慶1;元弘2年5月22日|幕府､平成輔(41)捕縛されて護送途中に
  相模早河尻で処刑
1332年6月25日-09:00|日本|新潟県佐渡市|正慶1;元弘2年6月2日|幕府､日野資朝(42)を配流先の佐渡で処刑
1332年6月26日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|正慶1;元弘2年6月3日|鎌倉幕府､日野俊基を鎌倉の葛原岡で処刑
1332年7月12日-09:00|日本|滋賀県米原市|正慶1;元弘2年6月19日|鎌倉幕府､北畠具行を護送途中に近江柏原で
  処刑
1332年7月19日-09:00|日本|  ||正慶1年6月26日|護良親王の令旨を得た竹原八郎らが熊野勢と十津川衆を率い
  て挙兵
1332年7月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾏﾘ伯｢ﾄﾏｽ･ﾗﾝﾄﾞﾙﾌ｣
1332年7月20日 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ王･2代ﾏﾘ伯｢ﾄﾏｽ･ﾗﾝﾄﾞﾙﾌ2世｣先代の息子(~8.11死去)
1332年8月2日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｸﾘｽﾄﾌｧｰ2世ｴﾘｸｾﾝ｣55歳
1332年8月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾏﾘ伯｢ﾄﾏｽ･ﾗﾝﾄﾞﾙﾌ｣
1332年8月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>8代ﾏｰ伯｢ﾄﾞﾑﾅﾙ2世｣
1332年8月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾏﾘ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾗﾝﾄﾞﾙﾌ｣先代の弟(~13461017死去)
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1332年8月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>9代ﾏｰ伯｢ﾄﾏｽ｣(~1377年死去)
1332年8月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾘ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾗﾝﾄﾞﾙﾌ｣先代の弟(~13461017死去)
1332年8月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾍﾞｰﾘｵﾙ｣ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの支援でﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ2世を破り､ｽ
  ｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王となる(~13390707)
1332年8月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞのﾊﾟｰｽを占領(~13390707)
1332年9月-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾄﾚﾋﾞｿﾞﾝﾄﾞ帝国第12代皇帝｢ﾊﾞｼﾚｲｵｽ1世｣(~13400406)
1332年9月2日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至順3年8月12日|<死去>元第10代皇帝｢文宗ﾄｸ･ﾃﾑﾙ｣/年29
1332年9月6日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ､対ﾄﾙｺ戦争のため､ﾋﾞｻﾞﾝﾂ皇帝ｱﾝﾄﾞﾛﾆｺｽとﾛｰﾄﾞｽ島騎士団と同盟
1332年10月23日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至順3年10月4日|<即位>元第11代皇帝｢寧宗ｲﾘﾝｼﾞﾊﾞﾙ｣(~至順3年11月
  26日12月14日)ｺｼﾗの次男
1332年11月7日-01:00|ｽｲｽ|  |||ﾙﾂｪﾙﾝが､最初の都市州としてﾍﾙｳﾞｪﾁｱ連邦に加盟する(｢ﾙﾂｪﾙﾝ同盟｣)
1332年11月17日-09:00|日本|千葉県|正慶1;元弘2年10月29日|<死去>花山院師賢.配流先の下総で病死(32歳)大
  納言､歌人
1332年11月19日-09:00|日本|大阪府南河内郡千早赤阪村|正慶1;元弘2年11月|楠木正成(38)が護良親王に呼応し
  て河内赤坂､千早城で挙兵
1332年11月19日-09:00|日本|奈良県吉野郡吉野町|正慶1;元弘2年11月|護良親王(尊雲法親王)(24)､吉野で挙兵
1332年12月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾀﾞｸﾞﾗｽの弟ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄ･ﾀﾞｸﾞﾗｽは反乱を起こし､ｱﾅﾝでｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ国王ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ
  ･ﾍﾞｲﾘｬﾙを破った/ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾍﾞｲﾘｬﾙは､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに逃走
1332年12月3日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副王代行｢ﾄｰﾏｽ･ﾄﾞ･ﾊﾞｰｸﾞ卿｣(~13330212)
1332年12月14日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至順3年11月26日|<死去>元第11代皇帝｢寧宗ｲﾘﾝｼﾞﾊﾞﾙ｣/年7
1332年12月17日-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<就任>ﾃﾞｭﾗｯﾂｵ公｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ(ｼﾞｬﾝ･ﾄﾞ･ｸﾞﾗｳﾞｨｰﾅ)｣ｱﾙﾊﾞﾆｱ王国の規模が大幅
  に縮小(~13350501死去)
1332年12月19日-09:00|日本|大阪府南河内郡千早赤阪村|正慶1;元弘2年12月|楠木正成(38)､赤坂城を奪回
1332年12月24日-09:00|日本|千葉県|正慶1年12月6日|<死去>九条忠教(85歳/関白､左大臣)
1333年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾝﾀﾞ･ｶﾞﾙｱ王国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Prabu Ajigunawisesa/Sang Mokteng Kiding｣(~1340
  年)
1333年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ﾊﾟｼﾞｬｼﾞｬﾗﾝ王国(ｼﾞｬﾜ島西部のｽﾝﾀﾞ人の王国)ﾗﾄｩ･ﾃﾞﾜﾀ(ﾃﾞﾜﾀ王)が西ｼﾞｬﾜのﾎﾞｺﾞｰﾙ
  を王都に定める
1333年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<設立>ﾗｽﾍﾞﾗ国
1333年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>東ﾁｬｶﾞﾀｲ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾌﾞｻﾞﾝ｣ﾄﾞﾚ･ﾃﾑﾙの子(~1334年)
1333年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｽﾑﾗ朝君主｢Jam Unar｣(~1351年亡命)
1333年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝君主｢Eskandar2世｣(~1359年死去)
1333年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<復位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｳﾀｲﾌｧ･ﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞｰ･ﾇﾏｲ･ｻｲﾌ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ｣共同統治(~1334年8月)
1333年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ﾃｯｻﾘｱ尊厳公｢ｽﾃﾌｧﾉｽ･ｶﾞｳﾞﾘｲﾛﾌﾟﾛｽ｣東ﾛｰﾏ帝国による併合
1333年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｱｶｲｱ公｢ｶﾄﾘｰﾇ･ﾄﾞ･ｳﾞｧﾛﾜ｣(~1346年)
1333年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｶﾗﾏﾆ朝ﾍﾞｲ｢Alaeddin Halil Mirza Bey｣(~1348年)
1333年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｸﾚﾀ島でｳﾞｧﾙﾀﾞｽ･ｶﾚﾙｷﾞｽとﾆｺﾗｵｽ･ﾌﾟﾘｺｼﾘﾃﾞｽの反ｳﾞｪﾈﾂｨｱ蜂起(~1334年)
1333年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｶﾗﾌﾞﾘｱ公(ﾅﾎﾟﾘ王の推定相続人の称号)｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾅ｣ｶﾙﾛの三女.ﾅﾎﾟﾘ女王ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾅ
  1世(~13430120)
1333年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||北ｱﾌﾘｶのﾍﾞﾆﾒﾘﾈ軍がｲﾍﾞﾘｱ半島に上陸し､ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙを占領/ｶｽﾃｨﾘｱ王ｱﾙﾌｫﾝｿ11
  世とﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王ｱﾌｫﾝｿ 4世は､ｻﾗﾀﾞの戦いにおいてｲｽﾗﾑ教徒軍を撃ち破りｲﾍﾞﾘｱ半島を防衛
1333年1月17日-09:00|日本|  ||正慶2･元弘3年|<任命>九州探題｢武田信武｣(~建武3･延元元(1336)年4月)
1333年1月17日-09:00|日本|  ||正慶2･元弘3年|<任命>豊後国守護｢大友貞宗｣(~同年12月3日(13340109)死去)
1333年1月17日-09:00|日本|長野県小県郡青木村|正慶2;元弘3年|この年､長野大法寺三重塔できる
1333年1月31日-09:00|日本|大阪府堺市|正慶2;元弘3年1月15日|幕府･六波羅軍､千早城に向かう/和泉堺にて正
  成軍と対戦し敗れる
1333年2月 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Henri de Ferriers｣+｢Guillaume｣(
  ~1337.5)
1333年2月4日-09:00|日本|大阪府大阪市天王寺区|正慶2;元弘3年1月19日|楠木正成(39)､四天王寺で六波羅軍を
  撃破
1333年2月6日-09:00|日本|兵庫県神戸市北区|正慶2;元弘3年1月21日|赤松則村(56)､播磨･苔縄城に挙兵し､摩耶
  城へ入る
1333年2月13日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ﾀﾞｰｼｰ卿ｼﾞｮﾝ･ﾀﾞｰｼｰ･ﾙ･ｺｼﾝ｣(~13371015)
1333年2月16日 03:00|日本|大阪府南河内郡千早赤阪村|正慶2年2月2日|午の刻(午前12時頃)赤坂城(上赤坂城)
  で矢合わせによって戦いが始まり幕府方の人見光行(人見四郎入道恩阿)と本間資貞､その息子本間資忠が初戦
  で討ち死に/(~13日)幕府は攻撃を仕掛けたが､城を守っていた平野将監らはかなり善戦し､戦いのたびに死傷
  者が5､600人は出る有様だった
1333年3月2日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王｢ｳﾞﾜﾃﾞｨｽﾜﾌ1世ｳｫｷｪﾃｸ｣
1333年3月2日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王｢ｶｼﾞﾐｪｼｭ3世ｳﾞｨｴﾙｷ｣ｳﾞﾜﾃﾞｨｽﾜﾌ1世ｳｫｷｪﾃｸの息子(~13701105
  死去60歳)最も偉大なﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王の一人
1333年3月13日-09:00|日本|大阪府南河内郡千早赤阪村|正慶2;元弘3年2月27日|<赤坂城の陥落>幕府軍が水の手
  を切ったため､城兵らは渇きに苦しみ平野将監以下将兵282人は降伏/この間､楠木正季は千早城に引いている/
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  降伏した城兵らは六波羅に送られたのち､全員が六条河原で処刑され､その首は獄門にかけられた
1333年3月13日-09:00|日本|大阪府南河内郡千早赤阪村|正慶2;元弘3年2月27日|<千早城の戦い(河内国)>赤坂城
  を包囲していた幕府軍は千早城へと出軍し吉野から来た軍勢もまた千早城に駆け付けた/鎌倉幕府軍は一気に
  攻略しようとろくに陣も構えず我先にと攻城.千早城では櫓より大石を投げ落として敵の楯を砕き､逃げ惑う
  兵には矢を降りそそぎ谷底に死体の山がうず高く重なった
1333年3月17日-09:00|日本|奈良県吉野郡吉野町|正慶2年閏2月1日|幕府軍は吉野の吉野城(金峰山城とも)を攻
  めてこれを陥落させた/護良親王は村上義光が身代わりになったこともあって辛くも逃げ延び､千早城へと向
  かった
1333年3月20日-09:00|日本|愛媛県|元弘3･正慶2年閏2月4日|土居･得能氏､反幕府の兵を挙げる
1333年3月27日-09:00|日本|愛媛県|元弘3･正慶2年閏2月11日|長門探題北条時直･伊予守護宇都宮貞宗が伊予を
  襲撃するが､土井通増･忽那重清に敗退
1333年4月9日-09:00|日本|島根県隠岐郡隠岐の島町|元弘3･正慶2年閏2月24日|後醍醐天皇(45)､阿野廉子(32)･
  千種忠顕らとともに隠岐を脱出
1333年4月11日-09:00|日本|兵庫県朝来市|元弘3･正慶2年閏2月26日|城頼連,播磨国高田城を攻め,家人ら討死
1333年4月13日-09:00|日本|鳥取県東伯郡琴浦町|元弘3･正慶2年閏2月28日|伯耆の名和長年､船上山に後醍醐天
  皇(45)を迎え挙兵
1333年4月14日-09:00|日本|鳥取県東伯郡琴浦町|元弘3･正慶2年閏2月29日|<船上山の戦い>幕府軍は攻勢を仕掛
  けたが､指揮官の一人である佐々木昌綱は右目に矢があたり戦死,搦手側の佐々木定宗らが降伏,佐々木清高率
  いる本軍は船上山を攻め上がるも､夕刻の暴風雨に乗じた名和軍の襲撃に混乱し多数の兵が船上山の断崖絶壁
  から落ちるなどの被害が出て､佐々木清高は命からがら小波城へと逃げ帰った
1333年4月18日-09:00|日本|大阪府南河内郡千早赤阪村|元弘3･正慶2年3月4日|<千早城の戦い(河内国)>包囲軍
  の諸将らは相談し､味方の戦線である近くの山より城壁ﾍ橋を掛けて､兵たち5､6千人が城内へ向かって殺到/楠
  木正成はかねてより用意していた松明に火をつけて､薪を積み上げるように投げ､ 水鉄砲の中に油を入れて橋
  に注いだ/城内にたどり着こうとしていた兵は後ろに下がろうとしても後陣が続いており､飛び降りようにも
  谷深く､もたもたしていると谷風に煽られた火により橋が中ほどより折れ､数千人が橋とともに猛火に落ち重
  なって焼死
1333年4月24日-09:00|日本|大阪府箕面市|元弘3･正慶2年3月10日|<瀬川合戦>赤松則村(56)､摂津国瀬河に六波
  羅軍を破る
1333年4月26日-09:00|日本|愛媛県松山市|元弘3･正慶2年3月12日|<星岡の戦い>長門探題北条時直､星岡平井城
  の土居通増を攻撃したが敗れて長門国に退却
1333年4月27日-09:00|日本|福岡県福岡市|元弘3･正慶2年3月13日|鎮西探題赤橋英時が少弐貞経や大友貞宗らと
  共に､後醍醐天皇の綸旨を受けて攻めてきた菊池寂阿(武時,41)･菊池覚勝･菊池頼隆を返り討ちにして敗死さ
  せる
1333年5月12日-09:00|日本|京都府京都市左京区|元弘3年3月28日|延暦寺が護良親王に呼応して六波羅探題と合
  戦.法勝寺で敗退
1333年5月17日-09:00|日本|京都府京都市|元弘3年4月3日|<死去>植月重佐(不明)･鷹取種佐(不明)京都の四条猪
  熊で幕府軍と戦い討死
1333年5月22日-09:00|日本|京都府京都市|元弘3･正慶2年4月8日|千種忠顕､赤松則村(56)､京都の六波羅探題を
  を攻めるが敗退
1333年5月23日-09:00|日本|京都府京都市|元弘3･正慶2年4月9日|六波羅の兵､西山に放火､衣笠寺･松尾寺･二尊
  院など焼亡
1333年6月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ代行｢ﾊﾟﾙ･ﾅｼﾞﾏﾙﾄｰﾆ｣(2回目~7月)
1333年6月-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ﾓﾛｯｺ|  |||ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙはﾏﾘｰﾝ朝のﾓﾛｯｺに復元(~1374年)
1333年6月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱﾙｽﾀｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞﾝ･ﾄﾞ･ﾊﾞﾗ｣
1333年6月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾙｽﾀｰ伯｢ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ･ﾄﾞ･ﾊﾞﾗ｣(~13631210死去)
1333年6月8日 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾏﾝ島はｲｷﾞﾘｽ王が統治(~8.9)
1333年6月10日-09:00|日本|京都府長岡京市|元弘3･正慶2年4月27日|<久我縄手の戦い>六波羅勢(北条勢)の名越
  尾張守高家は7,600余騎の軍勢を久我畷一帯に布陣,足利高氏と共に後醍醐天皇方の軍勢を迎え撃った/名越高
  家の奮戦ぶりは見事なものであったが惜しくも赤松円心一族の佐野左衛門三郎範家の矢に射られ壮絶な最後
  を遂げた
1333年6月12日-09:00|日本|京都府亀岡市|元弘3･正慶2年4月29日|足利高氏(28)､丹波 篠村八幡で挙兵
1333年6月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>下ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ﾊｲﾝﾘﾋ15世｣
1333年6月19日-09:00|日本|京都府京都市|元弘3･正慶2年5月7日|足利高氏(28)･赤松則村(56)･千種忠顕ら京に
  突入し六波羅を攻め､陥落させる/六波羅探題北条仲時(27)ら光厳天皇(19)を奉じ近江国へ敗走/六波羅探題南
  方｢北条時益｣(不明)落ち延びる途中野武士と戦って討死
1333年6月20日-09:00|日本|群馬県太田市|元弘3･正慶2年5月8日|新田義貞(32)､上野国新田庄･生品明神で挙兵､
  武蔵に入る
1333年6月21日-09:00|日本|滋賀県米原市|元弘3･正慶2年5月9日|<死去>隠岐守護｢佐々木清高｣船上山の戦いで
  敗れた後､北条仲時と共に自刃(39歳)
1333年6月21日-09:00|日本|滋賀県米原市|元弘3･正慶2年5月9日|北条仲時､北条時益ら六波羅探題の一族郎党43
  2人は近江国の番場蓮華寺で自刃し､光厳天皇､後伏見上皇､花園上皇は捕らえられた
1333年6月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世｣
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1333年6月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾍﾙﾏﾝ9世｣(~13530413死去)
1333年6月22日-09:00|日本|大阪府南河内郡千早赤阪村|元弘3･正慶2年5月10日|<千早城の戦い(河内国)>早朝､
  幕府軍の諸将は陣を撤収して､10万騎の軍勢は南都(奈良)へと引き上げた/大軍が退却する当たり大混乱が起
  き､岩場に突き当たって止む無く腹を切るもの､谷底に落ちるもの､他人に踏み殺される者､あるいは野伏に襲
  われるものが続出/包囲軍の主だった将は戦死せず､同日夜半に南都に到着/楠木正成の篭城戦が終結
1333年6月22日-09:00|日本|富山県高岡市|元弘3年5月10日|<死去>恒性皇子.名越貞持に暗殺された(29歳)後醍
  醐天皇の皇子
1333年6月23日-09:00|日本|埼玉県所沢市|元弘3･正慶2年5月11日|<小手指原の戦い(武蔵国)>新田義貞は朝に入
  間川を渡って小手指原に達し､桜田貞国を総大将､長崎高重､長崎孫四郎左衛門､加治二郎左衛門を副将とする3
  万の幕府軍と衝突/幕府へ不満を募らせていた河越氏ら武蔵の御家人の援護を得て新田軍は次第に有利となっ
  ていった/日没までに新田軍は300､幕府軍は500ほどの戦死者を出し､両軍共に疲弊し､義貞は入間川まで幕府
  軍は久米川まで一旦撤退
1333年6月24日-09:00|日本|  ||元弘3･正慶2年5月12日|足利千寿王(高氏の嫡男,3)が足利家家臣に連れ出され
  鎌倉を脱出し新田義貞(32)軍に加わる
1333年6月24日-09:00|日本|東京都東村山市|元弘3･正慶2年5月12日|<久米川の戦い(武蔵国)>朝､義貞の軍勢が
  久米川に布陣する幕府軍に奇襲を仕掛けたことで再度戦闘が発生/桜田貞国は奇襲に対する備えを講じており
  ､奇襲は成功しなかった/五万の幕府軍は鶴翼の陣を敷いて義貞を挟みこむ戦法を採ったが､この戦法を義貞は
  看破し､戦法にかかったような芝居を見せ､陣を拡散させたため手薄になった本陣を狙い打ち/長崎､加治軍は
  撃破され､桜田貞国は軍勢を纏め､分倍河原まで退却
1333年6月27日-09:00|日本|東京都府中市|元弘3･正慶2年5月15日|<分倍河原の戦い(武蔵国)>2日間の休息を終
  えた新田軍1万は分倍河原の幕府軍への総攻撃を開始｡だが援軍を得て士気の高まっていた15万の幕府軍に迎
  撃され全滅状態になり､堀兼(狭山市堀兼)まで敗走した｡本陣が崩れかかる程の危機に瀕し､義貞は自ら手勢60
  0騎を率いて幕府軍の横腹を突いて血路を開き辛うじて脱出/この敗走の際､武蔵国分寺(東京都国分寺市)が焼
  失
1333年6月28日-09:00|日本|東京都府中市|元弘3･正慶2年5月16日|<分倍河原の戦い(武蔵国)早朝､三浦氏一族の
  大多和義勝が河村･土肥･渋谷､本間ら相模国の氏族を統率した軍勢8000騎の加勢を得､新田義貞軍は2万の兵力
  で分倍河原に一気に押し寄せ､北条軍に奇襲を仕掛け大勝利し､北条泰家以下は壊滅して敗走
1333年6月28日 03:00|日本|東京都多摩市|元弘3･正慶2年5月16日|<関戸の戦い(武蔵国)>分倍河原から退いた北
  条泰家(鎌倉幕府第14代執権･北条高時の弟)は7万の軍勢で鎌倉幕府の関所である霞ﾉ関一帯で防衛戦を行った
  ｡この戦いは半日足らずで新田軍が幕府軍を壊滅させ､北条泰家は家臣の横溝八郎や安保入道父子の奮戦によ
  って一命を取り止め鎌倉に逃走したが､戦闘中に脱走兵や逃亡する武将が続出したこともあり幕府軍は完全に
  瓦解し､横溝八郎､安保入道父子は関戸で討死
1333年6月29日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ﾄｰﾏｽ･ﾄﾞ･ﾊﾞｰｸﾞ卿｣(~13340118)
1333年6月29日-09:00|日本|富山県射水市|元弘3･正慶2年5月17日|越中守護名越時有､宮方の大軍に包囲され自
  刃/名越時兼は逃れる
1333年6月30日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|元弘3･正慶2年5月18日|<鎌倉の戦い(相模国)>新田勢左翼･巨福呂
  坂方面には堀口貞満､大島守之らを差し向け､右翼･極楽寺坂方面には大館宗氏､江田行義らを差し向け､そして
  中央･化粧坂方面には新田義貞と弟脇屋義助が主力を率いて攻撃,新田勢は兵力が優勢であったものの､天然の
  要塞となっていた鎌倉の切通しの守りは固く､混戦が続いた/巨福呂坂は､北条一門で執権の赤橋守時率いる幕
  府勢が守りを固め,新田方の武将は堀口貞満､大島守之で､守時は巨福呂坂から出撃し､新田勢と激戦を繰り広
  げ､化粧坂攻撃の義貞軍の背後の洲崎まで迫った(洲崎合戦).守時の軍勢は洲崎に到達した時点で兵力の大多
  数を失っており､守時や侍大将南条高直ら九十余名が洲崎で自刃.新田勢は攻撃を続け山ﾉ内まで攻め込むが､
  幕府勢の守りは固く､巨福呂坂の突破はできなかった/極楽寺坂(極楽寺切通し)では幕府方の大仏貞直が陣を
  張り守備､未明に大館宗氏率いる新田勢の一部が稲村ヶ崎の波打ち際を通って鎌倉へ突入した.長崎氏ら幕府
  勢の包囲攻撃にあい､稲瀬川付近で大館宗氏ら十一人が戦死､生き残った兵は退却し､宗氏子息の氏明が指揮を
  執り､南方の霊山に立てこもった
1333年6月30日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|元弘3･正慶2年5月18日|<死去>鎌倉幕府第16代執権｢北条守時｣(39
  歳)新田義貞軍に敗れて自刃
1333年7月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ｳﾞｨﾙﾓｽ･ﾄﾞﾗｸﾞｹﾞｽ･ﾎﾓﾅｲ｣(~1342年8月没)
1333年7月3日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|元弘3･正慶2年5月21日|<稲村ヶ崎の攻防戦>新田義貞は､援軍を率い
  て極楽寺坂に向かった.夜､義貞は引き潮に乗じ鎌倉西方の稲村ヶ崎を突破し､鎌倉市内に攻め入った
1333年7月4日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|元弘3･正慶2年5月22日|北条基時(鎌倉幕府13代執権)(享年48),北条
  高時(鎌倉幕府14代執権)(享年30),金沢貞顕(鎌倉幕府15代執権)(享年55)新田義貞に攻められ一族とともに自
  刃;鎌倉幕府はこれで滅亡
1333年7月7日-09:00|日本|  ||元弘3年5月25日|正慶の元号は廃され年号を元弘に戻す
1333年7月7日-09:00|日本|  ||元弘3年5月25日|北朝の光厳天皇が南朝の後醍醐天皇に譲位し一旦南北朝が合一
1333年7月7日-09:00|日本|福岡県福岡市|元弘3年5月25日|<死去>鎮西探題｢赤橋英時｣少弐貞経や大友貞宗､島津
  貞久らが離反､懸命に防戦したが敗れ,博多にて金沢種時をはじめ一族240名と共に自害
1333年7月8日-09:00|日本|  ||元弘3年5月26日|<解任>長門探題｢北条時直｣(不明)朝廷方の少弐貞経に降伏し罪
  を許されて本領を安堵
1333年7月13日-09:00|日本|  ||元弘3年6月|<任命>日向国守護｢島津貞久｣(~建武2(1335)年)
1333年7月17日-09:00|日本|  ||元弘3年6月5日|<任命>鎮守府将軍｢足利尊氏｣(~不詳)
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1333年7月17日-09:00|日本|京都府京都市|元弘3年6月5日|後醍醐帝京に還幸[建武の中興]
1333年7月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ｹﾈｽ･ﾄﾞ･ﾓﾗｳﾞｨｱ(ｹﾈｽ･ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ)｣
1333年7月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>7代ｷｬﾘｯｸ伯｢ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ･ﾌﾞﾙｰｽ｣
1333年7月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞ･ﾓﾗｳﾞｨｱ(ｳｨﾘｱﾑ･ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ)｣(~1370年死去)
1333年7月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄは､ﾊﾘﾀﾞﾝ･ﾋﾙでｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ3世に敗れ､戦死
1333年7月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞのｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ3世が､ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞからﾏﾝ島を奪う
1333年7月19日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至順4年6月7日|<即位>元第12代皇帝｢恵宗ﾄｺﾞﾝ･ﾃﾑﾙ｣(~至正30年4月28
  日1370年5月23日)ｺｼﾗの長男.ｲﾘﾝｼﾞﾊﾞﾙの兄
1333年7月25日-09:00|日本|京都府京都市|元弘3年6月13日|護良親王が軍勢を率いて入洛/直後､征夷大将軍に任
  じられる(~9月初旬解任)
1333年8月9日 00:00|ﾏﾝ島|  |||<就任>ﾏﾝ王｢ｼﾞｮﾝ･ﾗﾝﾄﾞﾙﾌ｣(2期目~9.29)
1333年8月11日-09:00|日本|  ||元弘3年7月|<任命>遠江国守護｢今川範国｣(~9月)
1333年8月11日-09:00|日本|  ||元弘3年7月|<任命>周防国守護｢大内長弘｣(~正平6･観応2(1351)年死去)
1333年8月11日-09:00|日本|  ||元弘3年7月|<任命>大隅国守護｢島津貞久｣(~貞治2(1363)年4月隠居)
1333年8月11日-09:00|日本|  ||元弘3年7月|<任命>筑後国守護｢宇都宮冬綱｣(~文和4･正平10(1355)年)
1333年8月11日-09:00|日本|  ||元弘3年7月|<任命>筑前国守護｢少弐貞経｣(~建武元(1334)年12月､頼尚に譲る)
1333年8月11日-09:00|日本|  ||元弘3年7月|<任命>長門国守護｢輔大納言｣(不詳)
1333年8月11日-09:00|日本|  ||元弘3年7月|<任命>豊前国守護｢少弐貞経｣(~建武元(1334)年12月､頼尚に譲る)
1333年8月11日-09:00|日本|  ||元弘3年7月|この頃､恩賞方･記録所を設置
1333年8月19日-09:00|日本|  ||元弘3年7月9日|幕府軍の全面降伏で阿蘇治時ら処刑
1333年8月25日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ﾅｽﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ4世｣
1333年8月25日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ﾅｽﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾕｰｽﾌ1世｣(~13541019死去)
1333年8月29日-09:00|日本|  ||元弘3年7月19日|<任命>飛騨国守護｢岩松経家｣(~建武2年7月22日(13350811)戦
  死)
1333年8月29日-09:00|日本|  ||元弘3年7月19日|恩賞方が設置される
1333年9月2日-09:00|日本|  ||元弘3年7月23日|敵対者の範囲を北条氏一族に限定し当知行安堵を国司の所管と
  した諸国平均安堵法を発布
1333年9月2日-09:00|日本|  ||元弘3年7月23日|北条時行､鎌倉を攻撃/足利直義､護良親王を殺害､成良親王､足
  利義詮と共に三河国に逃れる
1333年9月14日-09:00|日本|  ||元弘3年8月5日|足利高氏(28)は尊氏と改名
1333年9月18日-09:00|日本|  ||元弘3年8月9日|足利尊氏(28)､早馬･使者と称し東海道諸駅で狼藉することを禁
  じる
1333年9月24日-09:00|日本|  ||元弘3年8月15日|北朝の光明天皇が即位｡再び南北朝分離へ
1333年9月25日-09:00|日本|  ||元弘3年8月16日|<死去>守邦親王(鎌倉幕府9代将軍)[1301年生～](享年32)
1333年9月29日 00:00|ﾏﾝ島|  |||<就任>ﾏﾝ王｢William1世 de Montacute｣(~13440130死去)
1333年10月10日-09:00|日本|  ||元弘3年9月|記録所･窪所･武者所が設置される
1333年10月12日-09:00|日本|愛知県一宮市|元弘3年9月3日|重兼､尾張国聖徳寺の聖徳太子立像を造立
1333年10月19日-09:00|日本|  ||元弘3年9月10日|雑訴決断所を設置
1333年10月30日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾎﾞﾍﾐｱ摂政｢ｶﾚﾙ｣(1回目⇒13340101､ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯~13350730)
1333年11月15日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･元統1年10月8日|元の順帝(恵宗)ﾄｺﾞﾝ･ﾃﾑﾙが元統(~1335年)と改元
1333年11月19日-09:00|日本|  ||元弘3年10月12日|<死去>西園寺禧子(後京極院)(31歳)後醍醐天皇の中宮
1333年11月27日-09:00|日本|  ||元弘3年10月20日|北畠顕家が義良親王を奉じて､奥州将軍府に着任するため出
  発
1334年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾗﾝﾅｰ王国ﾏﾝﾗｰｲ朝国王｢ｶﾑﾌｰ｣(~1336年)
1334年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾏｰﾊﾞﾙ地方のｼﾞｬﾗｰﾙがﾄｩｸﾞﾗﾙ朝から独立し､ﾏﾄﾞｩﾗｲ朝を創始
1334年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>西ﾁｬｶﾞﾀｲ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾊﾘﾙ｣ﾌﾞｶ･ﾃﾑﾙの孫ﾔｻｳﾙの子(~1343年)
1334年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>東ﾁｬｶﾞﾀｲ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｼﾞﾝｸｼ｣ﾄﾞｩｱの子ｴﾌﾞｹﾞﾝの子(~1338年)
1334年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Sharaf al-Muluk｣
1334年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Hasan2世｣(~1349年死去)
1334年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ｾﾞｰﾉ｣(~1336年)
1334年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｱｲﾄﾞｩﾝ侯国ﾍﾞｲ｢Umur･ﾍﾞｲ｣(~1348年)
1334年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島副管守護者｢Gautier de Weston｣(~1337年)
1334年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<剥奪>ｽﾄﾗｻｰﾝ伯｢ﾏﾘｰｽﾞ5世｣
1334年1月1日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ｶﾚﾙ｣ﾎﾞﾍﾐｱ王ﾔﾝの息子(⇒13460711､ﾛｰﾏ王ｶｰﾙ4世~13491226
  退任)
1334年1月9日-09:00|日本|大分県|元弘3年12月3日|<死去>豊後国守護｢大友貞宗｣子の氏泰が継ぐ(~貞和4･正平3
  (1348)年隠居)
1334年1月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｬﾝ｣
1334年1月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｬﾝ3世｣ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公(~13410430死去)
1334年1月17日-09:00|日本|青森県平川市|元弘3年12月11日|大光寺合戦/朝廷側の曽我光高等の兵で大光寺城を
  攻撃したが失敗
1334年1月20日-09:00|日本|  ||元弘3年12月14日|足利直義が､成義親王を奉じて､鎌倉へむかい､鎌倉将軍府を
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  設立/結果､2つの将軍府が存在することになり､天皇と足利の間にﾐｿﾞができる
1334年2月5日-09:00|日本|  ||元弘4年･建武元年|<任命>安房国守護｢斯波家長｣(~延元2年12月25日(13380116)
  自刃)
1334年2月5日-09:00|日本|  ||元弘4年･建武元年|<任命>下野国守護｢小山秀朝｣(~建武2(1335)年7月13日死去)
1334年2月5日-09:00|日本|  ||元弘4年･建武元年|<任命>肥前国守護｢大友氏泰｣(~興国3･暦応5(1342)年)
1334年2月5日-09:00|日本|京都府京都市下京区|元弘4年･建武元年|この年､真宗絵系図(京都長性院)できる
1334年2月5日-09:00|日本|福岡県北九州市|元弘4･建武元年1月|探題英時の猶子北条高政(規矩)は豊前帆柱城に
  拠り､高政の舎弟(北条政顕の子)北条貞義は筑後掘口城に兵をあげた/規矩高政に呼応して､長野政通が門司城
  で蜂起
1334年2月5日-09:00|日本|青森県平川市|元弘4年1月1日|大光寺合戦/曽我光高等再度大光寺城を攻撃し落城さ
  せた
1334年2月16日-09:00|日本|  ||元弘4年1月12日|新政にあたり日本最初の紙幣が発行される
1334年2月24日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|元弘4年1月20日|足利直義が成義親王を奉じて鎌倉将軍府を設立
1334年3月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ､ﾏﾝﾄｳﾞｧとの通商協定
1334年3月5日-09:00|日本|  ||建武1年1月29日|｢建武｣と改元し､天皇親政のための新人事が始る
1334年4月13日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建武1年3月9日|北条氏残党の本間･渋谷氏が鎌倉へ攻め入ったが､
  渋川義季に撃退された
1334年5月2日-09:00|日本|  ||建武1年3月28日|乾坤通宝を鋳造し紙幣と併用
1334年5月7日-09:00|日本|千葉県富津市|建武1年4月4日|宰相阿日郷安房に顕徳寺を創す
1334年5月31日-09:00|日本|  ||建武1年4月28日|<任命>大隅国守護｢島津貞久｣(~貞治2(1363)年4月､氏久に譲位
  )
1334年6月5日-09:00|日本|  ||建武1年5月3日|後醍醐天皇が借金に苦しむ人々を救うために徳政令を発布
1334年6月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾆｭｰｶｰｽﾙ協定が結ばれ､ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王ﾍﾞｰﾘｵﾙが､ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ3世に臣従を誓う
1334年6月16日-09:00|日本|  ||建武1年5月14日|<任命>長門国守護｢厚東武実｣(~正平3･貞和4年3月5日(1348040
  4)退任)
1334年6月23日-09:00|日本|青森県弘前市|建武1年5月21日|<石川楯合戦>曽我光高が石川楯に立て籠もった叔父
  経光と戦い落とす
1334年8月3日-09:00|日本|宮崎県|建武1年7月3日|北条一族の遠江掃部助三郎､弟の四郎6等が日向国島津荘内で
  蜂起
1334年8月7日-09:00|日本|香川県三豊市|建武1年7月7日|上蓮房日仙讃岐高瀬に中之坊を創す
1334年8月9日-09:00|日本|京都府京都市|建武1年7月9日|阿蘇治時(北条高時の養子:16歳)､京都阿弥陀寺で処刑
1334年8月9日-09:00|日本|熊本県|建武1年7月9日|規矩高政､糸田貞義が少弐頼尚･大友貞載らによって平定され
  た
1334年8月12日-09:00|日本|新潟県村上市|建武1年7月12日|越後国瀬波郡で小泉持長･大河将長が蜂起､守護代等
  がこれを鎮圧
1334年9月3日-09:00|日本|  ||建武1年8月5日|<任命>河内･摂津･和泉守護｢楠木正成｣(~建武3･延元元年5月25日
  (13360704)死去)
1334年9月19日-09:00|日本|福井県小浜市|建武1年8月21日|若狭･太良荘にて百姓･59名が地頭代官の交代を要求
  して起請文を提出し一揆が勃発
1334年9月29日 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢William de Montacute｣
1334年10月7日-09:00|日本|京都府京都市東山区|建武1年9月9日|<死去>北条高直､京都阿弥陀峰で斬首(生年生
  年未詳)
1334年10月8日-09:00|日本|  ||建武1年9月10日|<任命>越前守護｢斯波高経｣(~興国3･康永1(1342)年解任)
1334年10月29日-09:00|日本|和歌山県紀の川市|建武1年10月|紀伊粉河寺の南にある那賀郡飯盛山で北条一族の
  佐々目憲法が湯浅党の六十谷定尚らと挙兵
1334年11月19日-09:00|日本|  ||建武1年10月22日|護良親王が､天皇の命を受けた結城親光､名和長年に捕らえ
  られる/継母藤原(阿野)廉子と尊氏の謀略といわれる
1334年12月4日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>196代ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ22世｣
1334年12月11日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建武1年11月15日|後醍醐天皇､護良親王を鎌倉･足利直義に預ける
1334年12月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>下ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ｵｯﾄｰ4世｣27歳
1334年12月15日-09:00|日本|青森県弘前市|建武1年11月19日|<津軽持寄城合戦>相馬持寄城に立て籠っていた名
  越時如･安達高景らが降伏､津軽は平らいだ
1334年12月20日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第197代ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ12世｣(~13420425死去)
1334年12月27日-09:00|日本|  ||建武1年12月|<譲位>筑前･豊前国守護｢少弐貞経｣⇒｢少弐頼尚｣(~観応2(1351)
  年8月解任)
1335年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｻﾞｶﾞｲﾝ王｢ｼｭｳｪﾄｰﾝﾃｯﾄ｣(~1339年8月)
1335年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｻﾏ朝ｽﾙﾀﾝ｢Jam Unar｣(~1339年死去)
1335年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ｴﾋﾟﾛｽ専制公｢ｲｵｱﾆｽ･ｺﾑﾆﾉｽ･ﾄﾞｩｰｶｽ｣
1335年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｴﾋﾟﾛｽ専制公国摂政｢ｱﾝﾅ･ﾊﾟﾚｵﾛｼﾞｰﾅ｣(~1338年)
1335年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｴﾋﾟﾛｽ専制公｢ﾆｷﾌｫﾛｽ5世ﾄﾞｩｰｶｽ｣ｹﾌｧﾛﾆｱ島とｻﾞﾝﾃのﾊﾟﾗﾃｨｰﾉ伯爵(1回目~1338年
  東ﾛｰﾏ帝国による支配)
1335年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾗﾃﾞｨｸ･ﾍﾞｲﾘｸ･ﾍﾞｲ｢Murad Arslan｣(~1362年)
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1335年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾃﾞｳﾞｫﾝ伯｢Hugh de Courtenay｣(~13401223死去)
1335年1月8日-09:00|日本|  ||建武1年12月13日|護良親王配下の南部･工藤ら武士数十人が処刑される
1335年1月23日-09:00|日本|  ||建武1年12月28日|二階堂道蘊(68)西園寺公宗による北条氏再興の陰謀に加担し
  たとされ､処刑
1335年1月25日-08:00|中国|  ||元･元統3年|<即位>天山ｳｲｸﾞﾙ王国ｲﾃﾞｨｸﾄ｢ｵﾙｸ･ﾃﾑﾙ(月魯帖木児)｣ﾀｲﾋﾟﾝﾄﾞｩの子(
  ~1353年)
1335年1月26日-09:00|日本|  ||建武2年|<交替>近江国守護｢六角時信｣辞任⇒｢六角氏頼｣任命(~建武4(1338)年4
  月)
1335年1月26日-09:00|日本|  ||建武2年|<交替>日向国守護｢島津貞久｣⇒｢細川頼春｣(~建武3(1336)年)
1335年1月26日-09:00|日本|  ||建武2年|<任命>肥後国守護｢大友氏泰｣(~同年)⇒｢少弐頼尚｣(~正平3･貞和4(134
  8)年)
1335年1月26日-09:00|日本|  ||建武2年|<任命>備後国守護｢朝山景連｣(~延元3･建武5(1338年)
1335年1月26日-09:00|日本|千葉県千葉市中央区|建武2年1月|相馬親胤･千田胤貞､｢千葉楯｣を攻撃
1335年2月6日-09:00|日本|山口県下関市|建武2年1月12日|北条時直の遺児､越後左近将監とはかり長門国･佐加
  利山城で蜂起/吉田頼景･宗像氏範ら佐加利山城を攻撃
1335年2月12日-09:00|日本|山口県下関市|建武2年1月18日|吉田頼景･宗像氏範らが佐加利山城を攻め落とす
1335年2月24日-09:00|日本|香川県さぬき市|建武2年2月|紫雲山極楽寺主明範,寺を寒川郡石田郷より同郡長尾
  村吉祥院に移し,宝蔵院と号す
1335年3月15日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ｷﾙﾒｲﾅﾑ修院長ﾛｼﾞｬｰ･ｳﾄﾗ｣(~6.26)
1335年3月17日-09:00|日本|兵庫県丹波市|建武2年2月22日|北条氏の残党､赤橋駿河守宗時の子息､駿河太郎重時
  が丹波国･烏帽子山城で蜂起､土居通増らが鎮圧に向かう
1335年4月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<死去>ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ﾊｲﾝﾘﾋ6世｣兼ﾁﾛﾙ伯｢ﾊｲﾝﾘｯﾋ2世｣兼ｶﾙﾆｵﾗ辺境伯｢ﾊｲﾝﾘｯﾋ｣
1335年4月2日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾅﾐｭｰﾙ伯｢ｼﾞｬﾝ2世｣
1335年4月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾁﾛﾙ伯｢John Henry｣(~1341年)
1335年4月2日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾅﾐｭｰﾙ伯｢ｷﾞｰ2世｣ｼﾞｬﾝ2世の弟(~13360312死去)
1335年4月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<即位>ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ｵｯﾄｰ4世｣(~13390217死去)､｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世｣兼ｶﾙﾆｵﾗ辺境伯
  (~13580816死去)兄弟で共同統治
1335年4月2日-09:00|日本|長野県飯山市|建武2年3月8日|常岩弥六宗家､信濃常岩北条(飯山市)で挙兵するが､失
  敗して落城
1335年4月10日-09:00|日本|長野県松本市|建武2年3月16日|信濃府中で犬甘郷の深志介知光が南朝方について反
  乱/信濃守護･小笠原貞宗が騒動鎮圧に向かう
1335年4月22日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建武2年3月28日|法条高時と一族の追悼のため宝戒寺を建立
1335年5月1日-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<死去>ﾃﾞｭﾗｯﾂｵ公｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ(ｼﾞｬﾝ･ﾄﾞ･ｸﾞﾗｳﾞｨｰﾅ)｣
1335年5月1日-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<就任>ﾃﾞｭﾗｯﾂｵ公｢ｶﾙﾛ(ｼｬﾙﾙ)｣(~13480522死去)
1335年6月23日-09:00|日本|愛媛県西条市|建武2年6月3日|駿河太郎重時の仲間が拠っていた赤瀧城が落城
1335年7月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<復位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｳﾀｲﾌｧ･ﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞｰ･ﾇﾏｲ･ｻｲﾌ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ｣共同統治(~1337年5月)
1335年7月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国十人委員会(秘密警察)が常制化される
1335年7月12日-09:00|日本|  ||建武2年6月22日|西園寺公宗･日野資名ら､陰謀発覚して捕らえられる
1335年7月21日-09:00|日本|  ||建武2年7月|<任命>信濃国守護｢小笠原貞宗｣(~11月)
1335年7月21日-09:00|日本|富山県|建武2年7月|名越時兼､越中や能登･加賀で長沢氏や井口氏､野尻氏ら新政に
  不満を持つ武士を結集し北陸で蜂起
1335年7月21日-09:00|日本|長野県|建武2年7月|諏訪頼重ら､北条時行を擁して信濃国に挙兵
1335年8月2日-09:00|日本|東京都府中市|建武2年7月13日|<武蔵府中の戦い>足利直義は､家来の小山秀朝を差し
  向け､武蔵国府中で北条時行軍を迎え討った/小山は乱戦の中で討死
1335年8月2日-09:00|日本|栃木県|建武2年7月13日|<死去>下野国守護｢小山秀朝｣
1335年8月3日-09:00|日本|長野県千曲市|建武2年7月14日|<青沼合戦>川中島の四宮荘国人領主の四宮左衛門太
  郎(武水別神社神官家)や保科弥三郎(諏訪神党･保科荘長田神社)･関屋氏(皆神山出早雄神社神官家)らが信濃
  国埴科郡船山郷(現･長野県千曲市小船山)にあった守護所を襲い守護側にいた市河氏(市河家文書)らと近くの
  八幡河原一帯にある青沼(千曲市杭瀬下)周辺で合戦となった/保科､四宮､関屋勢は敗走
1335年8月11日-09:00|日本|  ||建武2年7月22日|<死去>飛騨国守護｢岩松経家｣戦死
1335年8月11日-09:00|日本|埼玉県日高市|建武2年7月22日|<女影原の戦い>幕府は､足利直義と渋川次郎大輔義
  季､岩松兵部経家等を主将として軍兵を率い､女影ヶ原(埼玉県日高市)の要地を占め防御の陣地四隊を張らせ
  て待機したが､北條軍のため撃破された
1335年8月11日-05:00|日本|埼玉県所沢市|建武2年7月22日|<小手指原の戦い>未明､今川範満は､武蔵･小手指原
  で北条時行軍と戦い討ち死に
1335年8月12日-09:00|日本|  ||建武2年7月23日|<死去>護良親王､皇族(生年1308年)
1335年8月12日-09:00|日本|東京都町田市|建武2年7月23日|<井手の沢の戦い(武蔵国)>井手の沢(東京都町田市)
  にて鎌倉から出陣して時行軍を迎撃した足利直義をも破る/執権足利直義は､部下の淵辺義博に命じて護良親
  王(27)を殺害させ､尊氏の子の幼い足利義詮や､後醍醐天皇の皇子成良親王らを連れて鎌倉を逃れる
1335年8月13日-09:00|日本|神奈川県横浜市鶴見区|建武2年7月24日|<中先代の乱/武蔵鶴見合戦>北条時行は鎌
  倉の奪還を謀り､信濃国で挙兵した北条時行の軍勢が鶴見(神奈川県横浜市)で佐竹貞義と交戦/佐竹義直(佐竹
  貞義の子)らが戦死
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1335年8月14日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建武2年7月25日|<中先代の乱>北条時行が鎌倉に入り､一時的に支
  配
1335年8月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾙﾄﾞﾙﾌ･ﾍｯｿ｣
1335年8月17日-09:00|日本|  ||建武2年7月28日|<手越河原(静岡手越)の戦い>駿河勢(多胡･興津･由比･蒲原･瀬
  戸･庵原)直義軍を攻め､直義軍(吉良満義･上杉重能･細川顕氏･卿津師定禅･高師秋･仁木行応･仁木義仍･洞忠長
  ･細川弥四郎･仁木義良･八条義言･中金季通･賀子義俊･清水実宗･栗生道機)宇津山越え三河に逃走/細川一族上
  池義俊討死
1335年8月19日-09:00|日本|富山県|建武2年8月|名越時兼は杉本城を拠点とし､松倉城の椎名六郎入道等北陸の
  新政権側の勢力を攻撃しつつ､3万騎余を率い上洛を目論んだが､加賀の大聖寺城に拠り迎撃した福田･敷地･山
  岸･上木といった狩野一党や､援軍として派遣された瓜生保を初めとする越前の武曽･深町ら武士団に敗れ討ち
  取られた
1335年8月19日-09:00|日本|  ||建武2年8月1日|<任命>征夷大将軍｢成良親王｣(9)後醍醐天皇により
1335年8月19日-09:00|日本|長野県佐久市|建武2年8月1日|望月氏の拠っていた望月城が､小笠原貞宗の軍に攻め
  落とされる
1335年8月20日-09:00|日本|  ||建武2年8月2日|先に捕らわれていた西園寺公宗､日野氏光が誅された
1335年8月21日-09:00|日本|  ||建武2年8月3日|鎌倉大風｡大仏殿が倒壊し､圧死者500余人
1335年8月24日-01:00|ﾁｪｺ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ｼﾚｼﾞｱは､ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞからﾎﾞﾍﾐｱに割譲される
1335年8月27日-09:00|日本|静岡県湖西市|建武2年8月9日|北条時行は名越式部大輔を大将として軍を派遣､遠江
  橋本で合戦となり時行方は敗れて引く
1335年8月28日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ｷﾙﾒｲﾅﾑ修院長ﾛｼﾞｬｰ･ｳﾄﾗ｣(~9.18)
1335年8月30日-09:00|日本|静岡県掛川市|建武2年8月12日|足利尊氏､小夜中山(静岡県掛川市)で合戦､勝利/今
  川頼国の手により名越高邦戦死
1335年8月31日-09:00|日本|福島県石川郡平田村|建武2年8月13日|陸奥長倉城で挙兵した結城盛広･祐義らが攻
  め落とされたが､なおも木幡山に拠って反抗は続けられた
1335年9月1日-09:00|日本|静岡県静岡市|建武2年8月14日|駿河国府合戦では､大将尾張次郎が自害､塩田陸奥八
  郎及び侍大将諏訪次郎は生け捕られ北条時行方は負けた
1335年9月4日-09:00|日本|神奈川県足柄下郡箱根町|建武2年8月17日|<箱根合戦>足利尊氏は北条時行軍を箱根
  水呑･葦河上･大平下･湯本地蔵堂で破る
1335年9月5日-09:00|日本|神奈川県相模原市|建武2年8月18日|足利尊氏,相模の相模川に北条時行の軍を破る/
  尊氏の将小笠原七郎父子並びに小笠原彦次郎父子等討死し時行の将金刺頼秀もまた戦死
1335年9月6日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建武2年8月19日|足利尊氏､鎌倉を奪回/北条時行は伊豆へ逃れる
1335年9月6日-09:00|日本|神奈川県藤沢市|建武2年8月19日|足利尊氏､辻堂･片瀬原(神奈川県藤沢市)で合戦､勝
  利/敗れた諏訪頼重が鎌倉勝長寿院で自害
1335年9月17日-09:00|日本|  ||建武2年8月30日|<任命>奥州総大将｢斯波家長｣(~延元2･建武4(1337)年2月)足利
  尊氏が公家北畠顕家(陸奥守)に対抗させるため陸奥へ下向させる/家長陸奥斯波郡に拠点を構える
1335年9月17日-09:00|日本|  ||建武2年8月30日|<補任>下野国司兼守護｢小山朝氏｣前守護小山秀朝の子(~貞和2
  ･興国7(1346)年4月13日死去)
1335年9月18日-09:00|日本|  ||建武2年9月|<任命>加賀国守護｢富樫高家｣(~建武4(1337)年)
1335年9月20日-09:00|日本|長野県|建武2年9月3日|小笠原貞宗､安曇･筑摩(長野県松本市)･諏訪(諏訪市)･有坂(
  小県郡長和町)の諸城を攻め落とす
1335年10月9日-09:00|日本|長野県埴科郡坂城町|建武2年9月22日|信濃惣大将村上信貞､坂木北条城を攻め落と
  す
1335年11月1日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建武2年10月15日|足利尊氏が鎌倉を奪還後も鎌倉に居座る/京都朝
  廷に対し謀反
1335年11月16日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至元1年11月|元､科挙をやめる
1335年11月24日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｳﾞﾛﾂﾜﾌ=ﾚｸﾞﾆﾂｧ=ﾌﾞｼﾞｪｸ公｢ﾍﾝﾘｸ6世ﾄﾞﾌﾞﾙｨ｣(生年1294年)
1335年11月30日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｲﾙﾊﾝ朝君主｢ｱﾌﾞｰ･ｻｲｰﾄﾞ｣内紛が消滅へ向かう
1335年11月30日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｲﾙﾊﾝ朝君主｢ｱﾙﾊﾟ･ｹｳﾝ｣ﾌﾚｸﾞの弟ｱﾘｸﾌﾞｹの曾孫(~1336年殺害される)
1335年12月8日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至元1年11月23日|元の順帝(恵宗)ﾄｺﾞﾝ･ﾃﾑﾙが至元(後至元~1340年)と
  改元
1335年12月15日-09:00|日本|  ||建武2年11月|<交替>信濃国守護｢小笠原貞宗｣⇒｢村上信貞｣(~翌年2月)
1335年12月15日-09:00|日本|  ||建武2年11月|<任命>上野国守護｢上杉憲房｣(~建武3･延元元年1月27日(1336031
  0)死去)
1335年12月15日-09:00|日本|  ||建武2年11月|<任命>常陸国守護｢佐竹貞義｣(~正平7･文和元年9月10日(1352101
  8)死去)
1335年12月26日-09:00|日本|宮城県多賀城市|建武2年11月12日|<任命>鎮守府将軍｢北畠顕家｣(~不詳)
1335年12月31日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌｪﾗｰﾗ侯｢ﾘﾅﾙﾄﾞ｣
1336年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｻﾑﾄﾞﾗ･ﾊﾟｻｲ王国第4代ｽﾙﾀﾝ｢Al-Malik azh-Zhahir2世｣(~1349年)
1336年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<死去>ｸﾒｰﾙ王朝国王｢ｼﾞｬﾔｰｳﾞｧﾙﾏﾃﾞｨﾊﾟﾗﾒｰｼｭｳﾞｧﾗ｣暗殺される
1336年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾒｰﾙ王朝国王｢ﾄﾛｿｸ･ﾋﾟﾔﾑ｣(~1340年)
1336年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾗﾝﾅｰ王国ﾏﾝﾗｰｲ朝国王｢ﾊﾟｰﾕｰ｣(~1355年)
1336年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｲﾙﾊﾝ朝君主｢ｱﾙﾊﾟ･ｹｳﾝ｣殺害される
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1336年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｲﾙﾊﾝ朝君主｢ﾑｰｻｰ｣(~1337年死去)ﾊﾞｲﾄﾞｩの孫､｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~1338年死去)ﾌﾚｸﾞの子ﾓﾝ
  ｹ･ﾃﾑﾙの玄孫
1336年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｲﾝｼﾞｭｰ朝ｼｬｰ｢Amir Ghiyas al-Din Kai-Khusrau｣(~1338年)
1336年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<即位>ｼﾞｬﾗｲﾙ朝初代国王｢ﾀｰｼﾞｭ･ｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾊｻﾝ･ﾌﾞｽﾞﾙｸﾞ｣(~1356年)
1336年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾑｻﾞｯﾌｧﾙ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾑﾊﾞｰﾘｽﾞｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ(~1358年)
1336年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾎﾟﾛｯｸ公｢ﾅﾘﾏﾝﾀｽ｣(~1345年)
1336年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｻﾇｰﾄﾞ｣(~1338年)
1336年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝がｶﾚｽｨ候国併合
1336年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｻﾙｯﾂｫ侯｢ﾌｪﾃﾞﾘｰｺ1世｣
1336年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｽﾎﾟｰﾝﾊｲﾑ･ｸﾛｲﾂﾅﾊ伯｢Simon2世｣
1336年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾀﾞﾏﾙﾀﾝ伯｢Jean3世 de Trie｣
1336年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾗﾁﾌﾞｼｭ公｢Leszek｣
1336年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾙｯﾂｫ侯｢ﾄﾝﾏｰｿﾞ2世｣(~13570818死去)
1336年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｽﾎﾟｰﾝﾊｲﾑ･ｸﾛｲﾂﾅﾊ伯｢Walram｣(~1380年死去)
1336年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾓﾃﾞﾅ侯｢ﾆｯｺﾛ1世｣ﾌｪﾗｰﾗ侯(~13440501死去)､｢ｵﾋﾞｯﾂｫ3世｣ﾌｪﾗｰﾗ侯(~13520320死去
  )
1336年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾌﾟｳｫﾂｸ公ﾎﾞﾚｽﾜﾌ3世[ｳﾞｧﾂﾜﾌ1世の息子](~13510820死去,領地はﾏｿﾞﾌｼｪとﾎﾟｰﾗ
  ﾝﾄﾞの他の公の間で分割)
1336年1月2日-09:00|日本|  ||建武2年11月19日|政府､尊良親王と新田義貞の軍を尊氏･直義追討で鎌倉へ送る
1336年1月5日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･至元1年12月21日|高麗･忠粛王､元の通告により至元と改元
1336年1月8日-09:00|日本|愛知県岡崎市|建武2年11月25日|<矢作川の戦い(三河国)>新田義貞､三河国矢矧川(愛
  知県岡崎市)で高師泰を破る
1336年1月9日-09:00|日本|香川県高松市|建武2年11月26日|足利方の将細川定禅､讃岐鷺田荘に挙兵し､高松頼重
  と屋島で戦い破る
1336年1月9日-09:00|日本|兵庫県赤穂郡上郡町|建武2年11月26日|赤松則村(58)､足利尊氏方につき挙兵
1336年1月10日-09:00|日本|愛知県岡崎市|建武2年11月27日|(25日~)<矢作川の戦い>後醍醐天皇の命をうけた新
  田義貞とその弟･脇屋義助､足利尊氏旗下の足利直義･高師泰の間で行われた合戦｡双方は三河国で矢作川を挟
  んで布陣し､これに敗れた足利勢は遠江国に退却
1336年1月14日-09:00|日本|茨城県日立市|建武2年12月初|佐竹貞義,多賀郡甕の原にて北畠軍と合戦.敗走して
  西金砂山城に籠城
1336年1月14日-09:00|日本|愛媛県|建武2年12月|河野通盛､足利尊氏に従って伊予で兵を挙げる
1336年1月14日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建武2年12月|<任命>鎌倉公方｢足利義詮｣(~貞和5･正平4(1349)年9
  月9日)
1336年1月15日-09:00|日本|広島県|建武2年12月2日|武田信武,安芸国で尊氏方の旗を揚げ,逸見有朝,信武の麾
  下に加わる
1336年1月18日-09:00|日本|静岡県静岡市駿河区|建武2年12月5日|<手越河原の戦い>後醍醐天皇が尊氏追討令を
  新田義貞に命じた新田軍と足利軍との合戦/両軍は駿河国安倍川右岸河口付近の手越河原で激突｡正午から夜8
  時まで17回の激闘の末､新田軍が夜襲に成功し直義勢は鎌倉に軍勢を引き揚げた
1336年1月19日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ｼﾆｰ伯｢Louis6世｣ﾙｰｽﾞ伯Louis4世
1336年1月19日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ｼﾆｰ伯｢Thierry de Heinsberg｣(~13610117死去)
1336年1月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｴｾｯｸｽ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞ･ﾌﾞｰﾝ｣
1336年1月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｴｾｯｸｽ伯｢ﾊﾝﾌﾘｰ･ﾄﾞ･ﾌﾞｰﾝ｣(~13611015死去)
1336年1月21日-09:00|日本|三重県|建武2年12月8日|<死去>浄土真宗仏光寺派の中興の祖,僧｢了源｣伊賀国(三重
  県)の山中で布教中に殺される
1336年1月22日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建武2年12月9日|鎌倉･浄光明寺に隠棲していた足利尊氏(30)が挙
  兵/これに呼応して南朝軍の佐々木道誉(29)が足利方に寝返
1336年1月24日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｱﾗｺﾞﾝ国王･ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ国王｢ｱﾙﾌｫﾝｿ4世｣兼ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ｱﾙﾌｫﾝｽ3世慈悲
  王｣37歳
1336年1月24日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｱﾗｺﾞﾝ国王･ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ国王｢ﾍﾟﾄﾞﾛ4世｣兼ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ﾍﾟﾗ3世(尊儀王)｣
  (~13870105死去68歳)
1336年1月24日-09:00|日本|神奈川県足柄下郡箱根町|建武2年12月11日|<箱根･竹ﾉ下の戦い>箱根･竹ﾉ下で足利
  尊氏勢と新田義貞勢の間で行われた合戦/尊氏軍が押し気味に戦局が展開し大友貞載と塩冶高貞が尊氏軍に寝
  返ったため､義助軍は総崩れとなり敗走/義貞は､軍を撤退させる/近江守護の佐々木道誉も尊氏軍に寝返り義
  貞軍も総崩れ/尊良親王の近侍であった中将二条為冬が戦死
1336年1月25日-09:00|日本|富山県|建武2年12月12日|普門俊清,越中で挙兵(足利尊氏方)
1336年1月25日-09:00|日本|静岡県裾野市|建武2年12月12日|<佐野原の戦い>足利尊氏が後醍醐天皇に背き鎌倉
  で挙兵したとき、尊良親王股肱の臣と公家大将藤原朝臣二条為冬が箱根竹之下の戦いで味方の大友･佐々木の
  寝返りで敗れ佐野原へ退いた後ここで戦い討ち死に
1336年1月26日-09:00|日本|静岡県三島市|建武2年12月13日|<伊豆国府の戦い>足利尊氏､箱根を越え伊豆国府に
  攻め入り､新田義貞勢を破り,伊豆国府を奪回
1336年1月26日-09:00|日本|  ||建武2年12月13日|日向国の肝付兼重･伊東祐広･肥後国の菊池武敏らが挙兵､政
  府軍に応じる



1350迄(1585件)

1336年2月4日-09:00|日本|  ||建武2年12月22日|北畠顕家は義良親王を奉じ奥州の兵を引き連れ､尊氏軍を追っ
  て上京開始/その兵数5万
1336年2月5日-09:00|日本|新潟県新潟市|建武2年12月23日|<蒲原合戦>加地景綱は色部高長らを率いて蒲原津城
  の前線陣地･松崎で合戦,南朝方は小国政光らを中心に奮戦,北朝方は野田左衛門次郎家清など重臣を失いなが
  らも南朝軍を駆逐
1336年2月6日-09:00|日本|新潟県新潟市|建武2年12月24日|<蒲原合戦>前日に続き沼垂で市街戦となり北朝方が
  大きな犠牲を払いながらも勝利,南朝軍は阿賀野川を越えて蒲原津城に撤退
1336年2月8日-09:00|日本|広島県広島市安芸区|建武2年12月26日|<矢野城合戦>武田信武,安南郡矢野城に楯籠
  った天皇方の熊谷蓮覚を攻滅ぼす
1336年2月9日-09:00|日本|千葉県香取郡多古町|建武2年12月27日|<千田荘の合戦(下総国)>千田一族の孫太郎子
  息滝楠殿が宗主胤貞に対して叛乱を企てて､千葉介(貞胤)と一味同心して､竹元や岩部など付近の在地武士を
  糾合し胤貞の本拠である大島城(多古町島)に攻めよせた/圧倒的な叛乱軍のために大島城から土橋城を経て岩
  部城に至る防禦線は分断され､早朝から日没に至る戦闘の末に土橋･並木の両城は陥落
1336年2月13日-09:00|日本|  ||延元1･建武3年|<任命>(南朝)伊予国守護｢大館氏明｣(~康永元･興国3(1342)年9
  月3日死去)
1336年2月13日-09:00|日本|  ||建武3年|<任命>(南朝)薩摩国守護｢阿蘇惟時｣(~興国3･暦応5(1342)年)
1336年2月13日-09:00|日本|  ||建武3年|<任命>伊勢･志摩国守護｢畠山高国｣(~延元3･建武5(1338)年解任)
1336年2月13日-09:00|日本|  ||建武3年|<任命>遠江国守護｢今川範国｣(~暦応元(1338)年9月)
1336年2月13日-09:00|日本|  ||建武3年|<任命>薩摩国守護｢島津貞久｣(~貞治2(1363)年4月退任､師久が継ぐ)
1336年2月13日-09:00|日本|  ||建武3年|<任命>出雲･隠岐国守護｢塩冶高貞｣(~興国2･暦応4(1341)年3月24日出
  奔)
1336年2月13日-09:00|日本|  ||建武3年|<任命>上総国守護｢高師直｣(~延元3･建武5(1338)年)
1336年2月13日-09:00|日本|  ||建武3年|<任命>対馬守護｢少弐頼尚｣(~正平16･延文6(1361)年)
1336年2月13日-09:00|日本|  ||建武3年|<任命>但馬国守護｢今川頼貞｣(~同年)⇒｢桃井盛義｣(~延元4･暦応2(133
  8)年)
1336年2月13日-09:00|日本|  ||建武3年|<任命>丹後国守護｢今川頼貞｣(~同年)
1336年2月13日-09:00|日本|  ||建武3年|<任命>備前国守護｢松田盛朝｣(~正平10･文和4(1355)年)
1336年2月13日-09:00|日本|  ||建武3年|<任命>尾張国守護｢中条秀長｣(~暦応元(1338)年)
1336年2月13日-09:00|日本|  ||建武3年|<任命>美濃国守護｢土岐頼貞｣(~延元4･暦応2(1339)年2月22日死去)
1336年2月13日-09:00|日本|  ||建武3年|これより先,吉田兼好,｢徒然草｣を著わす
1336年2月13日-09:00|日本|愛媛県松山市|建武3年|河野通盛､善応寺を建て正堂士顕を開山とする
1336年2月13日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･開祐8年|黎則が｢安南志略｣20巻を完成
1336年2月13日-09:00|日本|京都府京都市東山区|建武3年1月|親鸞御影堂(大谷)焼亡
1336年2月14日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建武3年1月2日|北畠顕家､兵をおこし鎌倉を攻め,足利義詮･桃井直
  常の軍勢を破り,鎌倉を占領
1336年2月15日-09:00|日本|滋賀県大津市|建武3年1月3日|足利尊氏軍は新田義貞軍を追撃し近江瀬田唐橋で激
  突.搦め手の宇治で尊氏軍が勝利し､宮方は撤退し､京を巡る合戦に突入
1336年2月19日-09:00|日本|滋賀県草津市|建武3年1月7日|足利尊氏の軍が叡山の僧成願坊が三百余騎で立て籠
  もった近江国伊岐洲城を攻略
1336年2月22日-09:00|日本|京都府京都市中京区|建武3年1月10日|二条富小路殿焼亡
1336年2月22日-09:00|日本|京都府八幡市|建武3年1月10日|<淀大渡の戦い>細川定禅･赤松則村､新田軍を破り入
  京
1336年2月22日-09:00|日本|滋賀県大津市|建武3年1月10日|後醍醐天皇(48)､神器を奉じ近江国東坂本に回避
1336年2月28日-09:00|日本|滋賀県大津市|建武3年1月16日|北畠顕家と楠木正成･新田義貞の連合軍は園城寺に
  いた足利尊氏方の軍勢を破り軍を率いていた細川定禅は敗走
1336年2月29日-09:00|日本|長野県長野市|建武3年1月17日|小笠原貞宗は村上信貞と協力して清滝城を攻撃破却
1336年3月6日-09:00|日本|長野県長野市|建武3年1月23日|清滝城を攻め落とした村上信貞が､市河経助らの軍を
  率いて､香坂心覚らの籠る牧城を攻めるが落とせなかった
1336年3月10日-09:00|日本|  ||建武3年1月27日|<任命>長門探題｢斯波高経｣(~不詳)
1336年3月10日-09:00|日本|京都府京都市|建武3年1月27日|<京都合戦>新田義貞(35)･北畠顕家(18)軍､京で足利
  尊氏(31)を破り京都奪取
1336年3月10日-09:00|日本|群馬県|建武3年1月27日|<死去>上野国守護｢上杉憲房｣憲顕が継ぐ(~正平6･観応2(13
  51)年12月解任)
1336年3月12日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾅﾐｭｰﾙ伯｢ｷﾞｰ2世｣
1336年3月12日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾅﾐｭｰﾙ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ3世｣ｷﾞｰ2世の弟(~1337.9死去)
1336年3月13日-09:00|日本|京都府亀岡市|建武3年1月30日|<糺河原の合戦>新田･北畠軍は京都とその周辺で攻
  勢をかけ戦いで敗れた足利尊氏は丹波国篠村八幡宮に撤退
1336年3月14日-09:00|日本|  ||建武3年2月|<交替>信濃国守護｢村上信貞｣⇒｢小笠原貞宗｣(~建武5･延元3(1338)
  年4月)
1336年3月14日-09:00|日本|  ||建武3年2月|<再任>播磨国守護｢赤松則村｣(~正平5･観応元(1350)年1月11日死去
  )
1336年3月14日-09:00|日本|  ||建武3年2月|<任命>安芸国守護｢武田信武｣(~興国6･貞和元(1345)年12月)
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1336年3月14日-09:00|日本|  ||建武3年2月|<任命>丹波国守護｢仁木頼章｣(~康永2(1343)年12月解任)
1336年3月18日-09:00|日本|  ||建武3年2月5日|<任命>(南朝)鎮守府将軍｢北畠顕家｣(~延元3･建武5(1338)年5月
  22日討ち死に)
1336年3月19日-09:00|日本|茨城県|建武3年2月6日|楠木正家(正成一族)､常陸久慈西郡の戦いで佐竹義冬を敗死
  させる
1336年3月23日-09:00|日本|兵庫県西宮市|建武3年2月10日|<西宮の戦い>足利尊氏側に味方した山陽周防国(現:
  山口県東南)･長門国(現:山口県西)の守護大名が瀬戸内海を渡り､約500の軍艦を率いて摂津国神戸港に入港/
  尊氏側は周防･長門の援軍に合流して港を出て都に攻め上ろうとするが､西宮浜で待ち構えていた楠木正成と
  合戦になり終日戦って決着がつかなった/同日夜､正成は陣を引いた
1336年3月24日-09:00|日本|  ||建武3年2月11日|<任命>淡路国守護｢細川師氏｣(~正平3･貞和4(1348)年5月23日
  死去)
1336年3月24日-09:00|日本|大阪府池田市|建武3年2月11日|<豊島河原合戦(摂津国)>足利尊氏は合流した援軍を
  従えて攻め上り新田義貞･北畠顕家両軍と豊島河原(瀬川)で合戦を繰り広げ､結果尊氏側は新田･北畠軍に大敗
  を喫した
1336年3月25日-09:00|日本|  ||建武3年2月12日|足利尊氏(31)､厚東･大友氏の船で海路九州へ敗走
1336年3月26日-09:00|日本|  ||建武3年2月13日|<死去>洞院季子､伏見天皇の妃(生年1265年)
1336年3月28日-09:00|日本|長野県|建武3年2月15日|北条時興と丹波右近大夫が､国衙の在庁役人深志介知光ら
  と信濃国に挙兵､小笠原貞宗(44)らと戦う
1336年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾍﾞﾝﾁｭﾙｯﾂｫ･ﾄﾞ･ﾌﾗﾝﾁｪｽｷｰﾉ｣｢ﾑｿﾞﾛ･ﾀﾞ･ﾊﾞｳﾃｨ｣
1336年4月5日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｸﾞﾗｳﾞｨｰﾅ伯｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾄﾞｩﾗｯﾂｫ｣
1336年4月5日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｸﾞﾗｳﾞｨｰﾅ伯｢Charles, Duke of Durazzo｣(~13480123死去)､｢Louis｣(~136
  20722死去)
1336年4月11日-09:00|日本|  ||建武3･延元元年2月29日|南朝が｢延元｣と改元
1336年4月11日-09:00|日本|福岡県太宰府市|建武3年2月29日|少弐貞経､菊池武敏に大宰府を攻められ自害
1336年4月13日-09:00|日本|広島県尾道市|建武3･延元元年3月2日|僧道宗の発願により,尾道光明寺の堂宇再興
  成る
1336年4月13日-09:00|日本|福岡県福岡市東区|建武3･延元元年3月2日|<多々良浜の戦い(筑前国)>足利勢は､筑
  前国宗像(現在の福岡県宗像市周辺)を本拠とする宗像氏範らの支援を受けて宗像大社に戦勝を祈願し､筑前国
  の多々良浜(多々良川付近)に布陣した菊池氏率いる宮方と戦うが､足利軍は約2千騎に過ぎず兵力の差は歴然
  で､少弐貞経が足利軍のために調達した装備は菊池軍の大宰府攻撃の際に焼失していたため､当初は宮方の菊
  池軍が優勢であったが､菊池軍に大量の裏切りが出たため戦況は逆転し､菊池軍は総崩れで敗走し､阿蘇惟直は
  戦死
1336年4月18日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｳﾞｨｼﾞｬﾔﾅｶﾞﾙ王国(ｻﾝｶﾞﾏ朝)国王｢ﾊﾘﾊﾗ1世｣(~1356年)､ｳﾞｨｼﾞｬﾔﾅｶﾞﾙ王国(
  ~1649年)創始
1336年4月22日-09:00|日本|沖縄県|元･至元2年3月11日|<死去>琉球国王｢玉城｣
1336年4月22日-09:00|日本|沖縄県|元･至元2年3月11日|<即位>琉球国王｢西威｣(~13490430(至正9年4月13日)死
  去滅亡)
1336年4月27日-09:00|日本|福島県相馬市|建武3･延元元年3月16日|相馬光胤らは宇多郡の熊野堂城にあった白
  河宗広の一族中村広重と黒木城の黒木正光を攻撃
1336年5月5日-09:00|日本|大分県玖珠郡玖珠町|建武3･延元元年3月24日|一色頼行ら､反尊氏軍の拠点玖珠城を
  攻撃
1336年5月11日-09:00|日本|兵庫県赤穂郡上郡町|建武3･延元元年3月30日|<白旗合戦>赤松円心の籠もる赤松城(
  後の白旗城)に対し後醍醐方の新田義貞が包囲する(5月攻略できずに兵庫に撤退)
1336年5月12日-09:00|日本|  ||建武3･延元元年4月|<任命>九州探題｢一色範氏｣(~貞和2･正平元(1346)年8月)
1336年5月12日-09:00|日本|  ||建武3･延元元年4月|<任命>土佐国守護｢細川顕氏｣(~建武4(1337)年)
1336年5月17日-09:00|日本|  ||建武3･延元元年4月6日|<死去>93代｢後伏見天皇｣/49歳(誕生:弘安11(1288)0303
  )
1336年5月23日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾌﾟｳｫﾂｸ公｢ｳﾞｧﾂﾜﾌ1世｣
1336年5月23日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾌﾟｳｫﾂｸ公｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ3世｣(~13510820死去,領地はﾏｿﾞﾌｼｪとﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞの他
  の公の間で分割)
1336年5月27日-09:00|日本|神奈川県藤沢市|建武3･延元元年4月16日|片瀬川の戦い(江ﾉ島付近)､北畠顕家が斯
  波家長を蹴散らす
1336年6月1日-09:00|日本|宮城県気仙沼市|建武3･延元元年4月21日|葛西高清は､本吉郡馬籠城を攻めて馬籠家
  当主･千葉行胤(周防守)を攻め滅ぼした
1336年6月7日-01:00|ｽｲｽ|  |||ﾁｭｰﾘｯﾋでﾂﾝﾌﾄ革命が成る
1336年6月10日-09:00|日本|  ||建武3･延元元年5月|<任命>石見国守護｢上野頼兼｣(~貞和5(1349)年)
1336年6月18日-09:00|日本|  ||建武3年5月9日|<任命>関東執事｢斯波家長｣(~建武4(1337)年12月25日死去)
1336年6月24日-09:00|日本|広島県福山市|建武3･延元元年5月15日|夕刻より福山城攻城戦が始まり籠城してい
  る大井田軍はよく奮戦し､足利軍は2万の死傷者を出した
1336年6月25日-09:00|日本|広島県福山市|建武3･延元元年5月16日|足利直義､朝原峠より攻撃を開始したが､福
  山城兵撃退
1336年6月26日-09:00|日本|広島県福山市|建武3･延元元年5月17日|福山城火をかけられ落城/氏経は僅かに400
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  人ばかりとなった将兵と共に足利軍の布陣を突破/20回以上の戦闘を繰り返しながら本陣のある播磨国との国
  境にほど近い備前国三石城に逃れた
1336年7月3日-09:00|日本|福島県南相馬市|建武3･延元元年5月24日|広橋経泰と相馬胤平の軍勢を糾合した北畠
  顕家の大軍が小高城を攻撃し､相馬光胤は一族岡田長胤･胤治･胤俊らとともに討ち死にし小高城は落城
1336年7月4日-09:00|日本|  ||建武3･延元元年5月25日|<任命>和泉国守護｢畠山国清｣(~建武4(1337)年4月)
1336年7月4日-09:00|日本|兵庫県神戸市中央区|建武3･延元元年5月25日|<死去>摂津･和泉守護｢楠木正成｣
1336年7月4日-09:00|日本|兵庫県神戸市中央区|建武3･延元元年5月25日|<湊川の戦い>摂津国湊川で､九州から
  東上して来た足利尊氏･足利直義兄弟らの軍が､これを迎え撃った後醍醐天皇方の新田義貞･楠木正成の軍を破
  る/楠木正成(42)は弟の楠木正季ら一族とともに自害/新田は敗走/後醍醐天皇(48)再度､比叡山に逃れる
1336年7月6日-09:00|日本|滋賀県大津市|建武3･延元元年5月27日|醍醐天皇､新田義貞が護衛し三種の神器を持
  って比叡山へ避難
1336年7月9日-09:00|日本|  ||建武3年6月|<任命>伊予国守護｢河野通盛｣(~延元3･建武5(1338)年)
1336年7月13日-09:00|日本|滋賀県大津市|建武3･延元元年6月5日|足利直義(30)､延暦寺を攻撃
1336年7月15日-09:00|日本|京都府京都市左京区|建武3･延元元年6月7日|南軍の将千種忠顕戦､雲母坂(修学院音
  羽谷)で足利直義に敗れ戦死
1336年7月23日-09:00|日本|  ||建武3･延元元年6月15日|光厳上皇､延元改元を無効として元号を｢建武｣に戻す
1336年7月28日-09:00|日本|滋賀県大津市|建武3･延元元年6月20日|新田義貞､比叡山山門の寄手を討破り､山名
  時氏京都へ引き退る
1336年8月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ3世､｢ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ｣の｢毛織物業｣の原料｢羊毛｣の輸出を禁止
1336年8月4日-09:00|日本|長野県長野市|建武3･延元元年6月27日|(26日~)村上信貞､守護代小笠原経義が香坂心
  覚らの立て籠っている牧城を攻めるが落とせず
1336年8月7日-09:00|日本|  ||建武3･延元元年6月30日|<任命>伯耆国守護｢石橋和義｣(~建武4(1337)年)
1336年8月7日-09:00|日本|京都府京都市|建武3･延元元年6月30日|<京都合戦>足利尊氏から京都奪回を試みた新
  田義貞･名和長年ら後醍醐天皇方が敗北
1336年8月7日-09:00|日本|京都府京都市|建武3･延元元年6月30日|<死去>伯耆守護｢名和長年｣洛中で戦死
1336年8月8日-09:00|日本|  ||建武3･延元元年7月|<任命>能登国守護｢吉見頼為｣(~8月)
1336年8月12日-09:00|日本|京都府京都市|建武3･延元元年7月5日|宇都宮公綱(後醍醐方)､京都奪回を目指すも
  失敗
1336年8月20日-09:00|日本|京都府京都市|建武3･延元元年7月13日|<京都合戦>京都で足利尊氏20万騎と新田義
  貞2万騎の戦いにおいて､仁木･細川･今川･荒川･土岐･佐々木･逸見･武田･小早川は新田義貞に敗れる
1336年8月30日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|建武3･延元元年7月23日|今川範国､大将軍として武田信武らと
  共に､醍醐宇治を攻略.今川範国､醍醐寺の官軍を攻め､仏像および経典数万帙を焼く
1336年9月1日-09:00|日本|  ||建武3･延元元年7月25日|<任命>若狭国守護｢斯波家兼｣(~12月)
1336年9月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｴﾀﾝﾌﾟ伯｢Charles d'Evreux｣
1336年9月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｴﾀﾝﾌﾟ伯｢Louis1世 d'Evreux｣(~1399年~14000506死去)
1336年9月6日-09:00|日本|  ||建武3･延元元年8月|<交替>能登国守護｢吉見頼為｣⇒｢吉見頼顕｣(~翌年1月)
1336年9月6日-09:00|日本|  ||建武3年8月|<任命>因幡国守護｢吉良貞家｣(~興国6･貞和2(1346)年10月)
1336年9月20日-09:00|日本|  ||建武3年8月15日|<就任>関白｢近衛経忠｣(~建武3年12月28日)
1336年9月20日-09:00|日本|  ||建武3･延元元年8月15日|<践祚>北朝2代｢光明天皇｣/延元2年12月28日即位式/北
  朝は建武の年号を使用～13481027
1336年9月25日-09:00|日本|京都府京都市|建武3･延元元年8月20日|新田義貞､賀茂糺河原方面に戦い破れる
1336年9月28日-09:00|日本|京都府京都市|建武3･延元元年8月23日|細川直俊､今川心省範国ら淀･竹田の官軍を
  攻めて破る
1336年10月6日-09:00|日本|  ||建武3年9月|<任命>紀伊国守護｢畠山国清｣(~観応2(1351)年8月)
1336年10月6日-09:00|日本|埼玉県本庄市|建武3･延元元年9月|<薊山合戦>武蔵国児玉郡浅見山(別名､大久保山)
  周辺域(現埼玉県本庄市から児玉町一帯)で北畠顕家が足利方として同地方にいた安保光泰の一党を討って南
  進/児玉氏の菩提寺である西光寺と庄氏の菩提寺である宥荘寺が焼失
1336年10月6日-09:00|日本|大阪府岸和田市|建武3･延元元年9月1日|岸和田治氏(楠木残党)が足利方の畠山国清
  と戦ったが足利方に押され八木城に籠城
1336年10月12日-09:00|日本|大阪府貝塚市|建武3･延元元年9月7日|天王寺から中院右少将と楠木一族の橋本正
  茂らが援軍に来たため岸和田治氏が八木城中から撃って出て畠山国清を挟み撃ち/国清は撤退し蕎原城に籠城
  したが治氏らは同城を落とし国清を敗走させた
1336年10月16日-09:00|日本|滋賀県大津市|建武3年9月中旬|<近江の戦い(近江国)>足利方の小笠原貞宗が甲斐･
  信濃両国の一族･軍勢3,000余騎を連れて､東山道から近江国へ進み､瀬田(現在の滋賀県大津市瀬田)まで差し
  掛かったところ､比叡山の衆徒が瀬田の唐橋を撤回した後だったので､仕方なく野路に陣を張った/そこに新田
  義貞･脇屋義助が瀬田川を渡って攻撃を仕掛け､大きな戦いとなったが､最後は貞宗が勝利/貞宗は次の攻撃を
  警戒して､より防衛力の高い鏡山に陣を張り直したが､それにも関わらず新田軍は果敢に攻撃を続けてきたの
  で､これも撃退
1336年10月18日-09:00|日本|愛知県豊川市|建武3年9月13日|吉良宮内少輔四貞経､襲撃してきた井伊谷を拠点と
  する新田左馬助義氏を八幡(豊川市八幡)の陣を破り､本野原(豊川市本野ヶ原)の拠点を落とし､篠原～天竜川
  河畔で合戦.細川頼種･仁木頼高討死
1336年11月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾊﾞﾙ伯｢ｴﾄﾞｩｱｰﾙ1世｣
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1336年11月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾙ伯｢ｱﾝﾘ4世｣(~1344年死去)
1336年11月1日-09:00|日本|広島県世羅郡世羅町|建武3年9月27日|山内観西ら,竹内兼幸らの拠る重永城を攻略
1336年11月3日-09:00|日本|滋賀県草津市|建武3年9月29日|<近江の戦い(近江国)>足利軍佐々木道誉･小笠原貞
  宗と新田軍新田義貞･脇屋義助が伊岐代･馬場で開戦/これに負けて逃げる新田軍を足利軍は追撃して志那浜(
  草津市志那町の志那浜湖岸)で散々に打ち破り､足利方の武将田代顕綱も首級一つをあげるなどの武勇を見せ
  た
1336年11月4日-09:00|日本|  ||建武3年10月|<任命>駿河･伊豆国守護｢石塔義房｣(~建武5･延元3(1338)年1月)
1336年11月13日-09:00|日本|京都府京都市|建武3･延元元年10月10日|後醍醐天皇(48)は足利尊氏と講和し京都
  へ戻るが花山院に幽閉された
1336年11月14日-09:00|日本|滋賀県長浜市|建武3･延元元年10月11日|近江塩津の大雪での戦いで､新田方の得能
  通綱･土居通増が戦死
1336年11月15日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ｷﾙﾒｲﾅﾑ修院長ﾛｼﾞｬｰ･ｳﾄﾗ｣(~13371015)
1336年11月15日-09:00|日本|大分県玖珠郡玖珠町|建武3･延元元年10月12日|北朝軍が南朝諸将が籠る豊後の玖
  珠城を落城させた
1336年11月16日-09:00|日本|福井県敦賀市|建武3･延元元年10月13日|新田義貞(35)は恒良(11)･尊良親王(30)を
  奉じて越前金ヶ崎城に入る
1336年11月18日-09:00|日本|福井県敦賀市|建武3･延元元年10月15日|今川駿河守頼貞､海上を回って金崎城を攻
  めるも叶わず
1336年12月5日-09:00|日本|京都府京都市|建武3･延元元年11月2日|後醍醐天皇(48)､光明天皇(15)に神器を渡す
  /後醍醐天皇(48)に太上天皇の尊号を贈る
1336年12月10日-09:00|日本|京都府京都市下京区|建武3･延元元年11月7日|<任命>室町幕府執事｢高師直｣(~正平
  4･貞和5(1349)年閏6月15日)
1336年12月10日-09:00|日本|京都府京都市下京区|建武3･延元元年11月7日|足利尊氏(31)､京･室町に幕府を開く
  /｢建武式目｣17条を定めて新たなる武家政権の基本方針を定める
1336年12月22日-09:00|日本|  ||建武3･延元元年11月19日|<任命>下総国守護｢千葉貞胤｣(~正平6･観応2(1351)
  年正月1日(13510128)死去)
1336年12月22日-09:00|日本|青森県弘前市|建武3･延元元年11月19日|持寄城が落城し､名越時如･安達高景らが
  降伏
1336年12月30日-09:00|日本|愛知県|建武3･延元元年11月27日|新田義貞と足利直義の軍勢､三河国矢作川を挟ん
  で対峙/直義敗れて遠江国鷺坂に退く
1337年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ｼﾝﾄﾞ地方でｼﾞｬｰﾑ･ｳﾅﾙがｻﾏｰﾑ朝を創始
1337年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾌﾟｽｺﾌ公｢ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(~1341年)
1337年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｲﾙﾊﾝ朝君主｢ﾑｰｻｰ｣
1337年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｲﾙﾊﾝ朝君主｢ﾄｶﾞ･ﾃﾑﾙ｣ﾁﾝｷﾞｽ･ｶﾝの弟ｼﾞｮﾁ･ｶｻﾙの後裔(~1353年死去)
1337年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ｲﾜﾝ･ｱｯｾﾝ4世｣共同統治者(~1349年没)
1337年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝がﾆｺﾒﾃﾞｨｱを攻略
1337年-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||ｻﾓｷﾞﾃｨｱはﾄﾗｶｲ公領地の一部(~1398年)
1337年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｱﾙﾒﾆｱ|  |||ﾏﾑﾙｰｸ朝軍がｱﾙﾒﾆｱ王国を服属させる
1337年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾞｳｫｸﾞﾌ公｢ﾍﾝﾘｰ1世 of Jawor｣(~13460515死去)
1337年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾁﾌﾞｼｭ公｢ﾆｺﾗｽ2世｣(~13651208死去)
1337年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<廃位>ｻﾞｲﾔｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ﾀｼｭﾌｨｰﾝ1世｣ﾏﾘｰﾝ朝に支配される(~1348年)
1337年 00:00|ﾏﾘ|  |||<死去>ﾏﾘ帝国ﾏﾝｻ｢ﾏﾝｻ･ﾑｰｻ1世｣
1337年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｺｰﾝｳｫｰﾙ公｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ｣ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ3世の子(~13760608死去)
1337年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ｵﾌﾞ･ｸﾞﾛｽﾓﾝﾄ｣(~13610327死去)
1337年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰｻﾝﾌﾟﾄﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞ･ﾌﾞｰﾝ｣(~13600916死去)
1337年 00:00|ﾏﾘ|  |||<即位>ﾏﾘ帝国ﾏﾝｻ｢Maghan｣(~1341年)
1337年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽで毛皮法が制定､毛皮の着用を王室と高収入貴族に限定
1337年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||ﾏﾘｰﾝ朝がｻﾞｲﾔｰﾝ朝からﾄﾚﾑｾﾝを奪う
1337年1月3日-09:00|日本|  ||建武3年12月|<交替>若狭国守護｢斯波家兼｣⇒｢京極高氏｣(~建武4(1337)年)
1337年1月3日-09:00|日本|  ||建武3年12月|<任命>越中国守護｢吉見頼隆｣(~建武4(1337)年)
1337年1月3日-09:00|日本|  ||建武3年12月|<任命>河内国守護｢細川顕氏｣(~貞和3･正平2(1347)年11月解任)
1337年1月3日-09:00|日本|三重県度会郡度会町|建武3･延元元年12月|北畠親房､伊勢の軍を率いて北朝方の棚橋
  大神宮法楽寺を占領
1337年1月8日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｼﾞｮｯﾄ･ﾃﾞｨ･ﾎﾞﾝﾄﾞｰﾈ(生年1267年頃/ｲﾀﾘｱの画家､彫刻家､建築家)
1337年1月13日-09:00|日本|茨城県那珂市|建武3･延元元年12月11日|楠木正家の拠る常陸瓜連城､佐竹氏に攻め
  られ落城
1337年1月23日-09:00|日本|奈良県吉野郡吉野町|建武3･延元元年12月21日|<南北朝分裂>後醍醐天皇(48)幽閉さ
  れていた花山院を脱出､吉野へ逃れる
1337年1月30日-09:00|日本|  ||建武3年12月28日|<就任>関白｢近衛経忠｣(~建武4年4月6日)
1337年1月30日-09:00|日本|奈良県吉野郡吉野町|建武3･延元元年12月28日|後醍醐天皇は吉野吉水院を行宮に定
  め､豊仁親王に譲った三種の神器は偽物であり本物の神器は自らが吉野に持ってきた物であると称して独自の
  朝廷(南朝)を樹立(南北朝両立)
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1337年2月1日-09:00|日本|沖縄県|元･至元3年|<即位>琉球南山国王｢承察度｣(~1396年)
1337年2月2日-09:00|日本|  ||建武4年|<交替>若狭国守護｢京極高氏｣⇒｢斯波家兼｣(~延元3･建武5(1338)年5月)
1337年2月2日-09:00|日本|  ||建武4年|<交替>土佐国守護｢細川顕氏｣⇒｢細川定禅｣(~延元4･暦応2(1339)年)
1337年2月2日-09:00|日本|  ||建武4年|<交替>日向国守護｢細川頼春｣⇒｢大友氏泰｣(~同年)
1337年2月2日-09:00|日本|  ||建武4年|<任命>越後国守護｢高師泰｣(~延元3･建武5(1338)年)
1337年2月2日-09:00|日本|  ||建武4年|<任命>三河国守護｢高師兼｣(~興国2･暦応4(1341)年)
1337年2月2日-09:00|日本|岩手県西磐井郡平泉町|延元2･建武4年|この年､平泉中尊寺焼失
1337年2月2日-09:00|日本|滋賀県東近江市|延元2･建武4年|この年､近江国妙楽寺真宗絵系図描かれる
1337年2月2日-09:00|日本|三重県松阪市|延元2･建武4年|潮田幹景､松阪神山城を築城
1337年2月2日-09:00|日本|  ||建武4年1月|<交替>能登国守護｢吉見頼顕｣⇒｢吉見頼隆｣(~正平3･貞和4(1348)年)
1337年2月2日-09:00|日本|福島県相馬市|延元2･建武4年1月|相馬松鶴丸は再び蜂起し小高城を奪い返した
1337年2月9日-09:00|日本|福島県伊達市|延元2･建武4年1月8日|幕府軍､北畠顕家(19)は義良親王(9)を奉じ陸奥
  国霊山城に篭り蜂起
1337年2月13日-09:00|日本|福井県敦賀市|延元2･建武4年1月12日|<金ヶ崎の戦い>足利軍の攻撃を受けている金
  崎城の後方支援をすべく動いていた瓜生兄弟が敵に迎撃され兄の瓜生保と弟の義鑑が討死
1337年2月27日-09:00|日本|福島県相馬市|建武4;延元2年1月26日|相馬松鶴丸は中村広重の熊野堂城を攻撃し落
  城させた
1337年3月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾌｫｰｸ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾄﾞｩ･ｱﾌｫｰﾄﾞ｣(~13691104死去)
1337年3月3日-09:00|日本|宮城県多賀城市|延元2･建武4年2月|<任命>奥州総大将｢石塔義房｣(~貞和元･興国6(13
  45)年9月解任)
1337年3月3日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至元3年2月|元の河南で胡閏児の白蓮教反乱がおこる
1337年3月10日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱでｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ､ｴｽﾃ､ｺﾞﾝｻﾞｧｰｶﾞ各家､反ｽｶﾗ同盟で手をつなぐ
1337年3月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾓﾝﾀｷｭｰﾄ｣(~13440130死去)
1337年3月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯｢ﾍﾝﾘｰ(ｵﾌﾞ･ｸﾞﾛｽﾓﾝﾄ)｣(⇒13450922兼4代ﾗﾝｶｽﾀｰ伯･4代ﾚｽﾀｰ伯
  ⇒13490820兼ﾘﾝｶｰﾝ伯⇒13510306初代ﾗﾝｶｽﾀｰ公~13610324死去)
1337年3月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾝﾃｨﾝﾄﾞﾝ伯｢William de Clinton｣(~13541031死去)
1337年4月7日-09:00|日本|福井県敦賀市|延元2･建武4年3月6日|<金ヶ崎の戦い>越前国金ヶ崎城に籠城する新田
  義貞率いる南朝方の軍勢を斯波高経率いる北朝方の軍勢が攻め落城させる/尊良親王･新田義顕は自害,恒良親
  王は北朝方に捕縛され､洞院実世は脱出し､杣山城へ逃れる
1337年4月7日-09:00|日本|福井県敦賀市|延元2･建武4年3月6日|<死去>尊良親王､皇族､後醍醐天皇の皇子(生年
  生年未詳)
1337年4月11日-09:00|日本|大阪府藤井寺市|建武4年3月10日|細川顕氏･直俊兄弟が田代顕綱らを率い河内国葛
  井寺前大路で南朝軍の大塚惟正が率いる平石源次郎･八木法達･岸和田治氏らと戦い細川直俊戦死
1337年5月1日-09:00|日本|  ||建武4年4月|<任命>武蔵国守護｢高重茂｣(~延元3･建武5(1338)年)
1337年5月1日-09:00|日本|大阪府|建武4年4月|<交替>和泉国守護｢畠山国清｣⇒｢細川顕氏｣(~貞和3･正平2(1347)
  年12月解任)
1337年5月5日-09:00|日本|奈良県吉野郡吉野町|延元2･建武4年4月5日|北朝関白近衛経忠､吉野の南朝へ出奔
1337年5月10日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Thomas de Ferriers｣(1期目~1
  340年)､代理｢Gautier de Weston｣(1期目~1341年)
1337年5月16日-09:00|日本|京都府京都市|建武4年4月16日|<就任>北朝関白｢近衛基嗣｣(~建武5年5月19日)
1337年5月21日-09:00|日本|  ||延元2･建武4年4月21日|<任命>丹後国守護｢荒川詮頼｣(~同年)⇒｢上杉朝定｣(~延
  元3･建武5(1338)年)
1337年5月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ国王ﾌｨﾘｯﾌﾟ6世が､ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ3世の反逆により､ｶﾞｽｺｰﾆｭ所領の没収を宣言
1337年5月26日-09:00|日本|鹿児島県|建武4;延元2年4月26日|足利直義(31)､島津頼久らを薩摩国に帰還させ伊
  集院忠国らを討たせる
1337年5月31日-09:00|日本|  ||建武4年5月|この頃,光照寺･宝田院･宝光寺の一流相承系図成る
1337年6月7日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｴﾉｰ伯｢ｷﾞﾖｰﾑ2世｣(~13450926死去)
1337年6月11日-09:00|日本|  ||延元2･建武4年5月12日|<死去>珣子内親王､後醍醐天皇の中宮(生年1311年)
1337年6月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｼﾁﾘｱ王｢ﾌｪﾃﾞﾘｰｺ2世｣
1337年6月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｼﾁﾘｱ王｢ﾋﾟｴﾄﾛ2世｣(~13420815死去)
1337年7月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｺﾌﾞﾚﾝﾂ条約が結ばれ､ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ3世が皇帝ﾙｰﾄﾞｳﾞｨｯﾋ4世と同盟
1337年7月18日-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<就任>ﾃﾞｭﾗｯﾂｵ公代行｢ﾙﾄﾞｳﾞｨｰｺ(ﾙｲ)｣(~13460522)
1337年7月27日-09:00|日本|静岡県浜松市|延元2･建武4年6月29日|今川範国､井伊城攻め敗退
1337年7月28日-09:00|日本|  ||建武4年7月|<交替>越中国守護｢吉見頼隆｣⇒｢井上俊清｣(~興国5･康永3(1344)年
  罷免)
1337年7月28日-09:00|日本|  ||延元2･建武4年7月|<交替>伯耆国守護｢石橋和義｣⇒｢山名時氏｣(~正平6･観応2(1
  351)年)
1337年7月28日-09:00|日本|  ||延元2･建武4年7月|<任命>伊賀国守護｢仁木義直｣(~延元4･暦応2(1339)年)
1337年7月28日-09:00|日本|  ||延元2･建武4年7月|<任命>摂津国守護｢赤松範資｣(~延元4･暦応2(1339)年)
1337年7月28日-09:00|日本|兵庫県赤穂郡上郡町|延元2･建武4年7月1日|赤松則村播磨国に法雲寺を建立
1337年7月31日-09:00|日本|栃木県小山市|延元2･建武4年7月4日|下野の南朝方春日顕国らが小山城を攻撃する
  が､桃井貞直が撃退
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1337年8月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱがﾋﾟｴﾄﾛ･ﾃﾞ･ﾛｯｼ､ﾊﾟﾄｳﾞｧを占領
1337年8月17日-09:00|日本|鹿児島県|延元2･建武4年7月21日|薩摩で伊集院忠国らの南朝軍と北朝･島津久長が
  合戦､以後数ヶ月に及ぶが勝敗つかず
1337年8月27日-09:00|日本|  ||延元2･建武4年8月|<任命>讃岐国守護｢細川顕氏｣(~正平7･文和元(1352)年7月5
  日死去)
1337年9月-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾅﾐｭｰﾙ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ3世｣
1337年9月-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾅﾐｭｰﾙ伯｢ｷﾞﾖｰﾑ1世｣ﾌｨﾘｯﾌﾟ3世の弟(~13911001死去)
1337年9月6日-09:00|日本|静岡県|延元2･建武4年8月11日|北条時行は伊豆国で挙兵､5千余騎で足柄･箱根に陣取
  った｡新田義貞の次男徳寿丸(義興)も上野国で起って､2万余騎を従えて武蔵国に軍を進めた
1337年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾍﾞﾝﾃｨﾍﾞｰﾝﾔ･ﾀﾞ･ｳﾞｧｯﾚ｣｢ﾌｫｽｷｰﾉ･ﾃﾞｨ･ﾉｳﾞｪｯﾛ｣
1337年10月7日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ3世､ﾌﾗﾝｽへの｢臣従の礼｣を撤回し､｢ﾌﾗﾝｽ王の継承者
  ｣を名乗りﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ6世に｢宣戦布告｣/｢百年戦争｣の始まり(～1453年)
1337年10月15日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ﾁｬｰﾙﾄﾝ卿ｼﾞｮﾝ･ﾃﾞ･ﾁｬｰﾙﾄﾝ｣(~13400407)
1337年11月17日-09:00|日本|広島県尾道市|建武4年10月24日|院勢作木造聖徳太子立像(尾道浄土寺蔵)成る
1337年12月-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||｢ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｣ﾙｲ1世の支配地ｶﾞﾝで､羊毛不足の不満から｢反仏暴動｣が起こる
  /大商人ｼﾞｬｯｸ･ﾌｧﾝ･ｱﾙﾃﾌｪﾙﾃﾞ､市政を掌握し､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞと｢同盟｣する動きを見せる
1337年12月30日-09:00|日本|栃木県小山市|延元2･建武4年12月8日|北畠顕家､小山城を陥落させ､小山朝郷を捕
  らえる
1338年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾍﾞﾝｶﾞﾙの太守ﾌｧﾌﾙ･ｱｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾑﾊﾞﾗｸ･ｼｬｰが独立を宣言
1338年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>東ﾁｬｶﾞﾀｲ･ﾊﾝ国ﾊﾝ:ｲｪｽﾝ･ﾃﾑﾙ[ｴﾌﾞｹﾞﾝの子](~1340年)
1338年-05:00|ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ﾜｼﾞｰﾌ･ｱｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾏｽｳｰﾄﾞ､ｶｽﾋﾟ海南東部のｻﾌﾞｻﾞｳﾞｧｰﾙで独立しｻﾙﾊﾞﾀﾞｰﾙ政権を
  樹立
1338年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｲﾙﾊﾝ朝君主｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣
1338年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｲﾙﾊﾝ朝君主｢ｼﾞﾊｰﾝ･ﾃﾑﾙ｣ｹﾞｲﾊﾄｩの孫(~1340年)､｢ｻﾃｨ･ﾍﾞｸ｣女帝.ｵﾙｼﾞｪｲﾄｩの娘で､ﾁ
  ｮﾊﾞﾝの妻(~同年)⇒｢ｽﾗｲﾏｰﾝ｣ﾌﾚｸﾞの子ｲｼﾑﾄの後裔で､ｼｬｲﾌ･ﾊｻﾝの傀儡のｻﾃｨ･ﾍﾞｸと結婚(~1353年)
1338年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｲﾝｼﾞｭｰ朝ｼｬｰ｢ﾏｽｳｰﾄﾞ･ｼｬｰ｣(~1342年)
1338年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻﾗﾊﾞﾀﾞｰｽ王｢Wajih ad-Din Masud ibn Fazlullah｣(~1343年)
1338年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾓﾛｼｰﾆ｣(~1339年)
1338年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ｴﾋﾟﾛｽはﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ帝国の一部(~1345年)
1338年-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<死去>ﾏﾙﾀ伯｢Alfonso Federigo d'Aragona｣
1338年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾓﾝﾍﾞﾘｱﾙ伯｢ｵﾄﾅﾝ｣
1338年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢Joan1世｣(~1360年),｢Philip of Burgundy｣Joan1世の夫(~1346年)
1338年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾀﾞﾏﾙﾀﾝ伯｢Charles de Trie｣(~1394年)
1338年-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ伯｢Pedro Federigo d'Aragona｣(~1350年)
1338年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公ﾗｯﾂｪﾌﾞﾙｸ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ系｢ｴｰﾘﾋ2世｣(~1368年死去)
1338年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Nikolaus Abrein｣(~1347年)
1338年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<退位>ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公ﾗｯﾂｪﾌﾞﾙｸ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ系｢ｴｰﾘﾋ1世｣
1338年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞﾊﾞﾘｵｰﾙ首相ｳｨﾘｱﾑ･ﾌﾞﾛｯｸ｣(~1341年)
1338年1月4日-09:00|日本|  ||延元2･建武4年12月13日|<利根川の戦い>鎮守府将軍北畠顕家勢は利根川の戦い
  で足利勢上杉憲顕､細川和氏を破り武蔵に乱入
1338年1月7日-09:00|日本|  ||延元2･建武4年12月16日|鎮守府将軍北畠顕家勢は安保原で足利勢に勝利を収め
  そのまま鎌倉へと向かった
1338年1月14日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|延元2･建武4年12月23日|北畠顕家､鎌倉を陥落させる/新田義興(6)
  と北条時行が合流/足利義詮逃亡
1338年1月16日-09:00|日本|  ||延元2･建武4年12月25日|<死去>関東執事･安房国守護｢斯波家長｣自刃(以降､南
  宗継､鵤木氏と続く)
1338年1月22日-09:00|日本|  ||延元3･建武5年|<交替>伊勢･志摩国守護｢畠山高国｣⇒｢高師秋｣(~興国3･康永1(1
  342)年)
1338年1月22日-09:00|日本|  ||延元3･建武5年|<交替>日向国守護｢大友氏泰｣⇒｢島津貞久｣(~興国6･貞和元(134
  5)年)
1338年1月22日-09:00|日本|  ||延元3･建武5年|<任命>相模国守護｢三浦景継｣(~正平6･観応2(1351)年)
1338年1月22日-09:00|日本|  ||延元3･建武5年|<任命>備後国守護｢仁木義長｣(~延元4･暦応2(1339)年)
1338年1月22日-09:00|日本|長崎県壱岐市|延元3･建武5年|足利尊氏が｢海印寺｣を｢安国寺｣と改める
1338年1月22日-09:00|日本|広島県福山市|延元3･建武5年|この年,僧明尊の発願により,狩野隆円筆の｢親鸞上人
  伝絵｣(沼隈光照寺蔵)成る
1338年1月22日-09:00|日本|  ||建武5･延元3年1月|<解任>伊豆国守護｢石塔義房｣
1338年1月22日-09:00|日本|  ||建武5･延元3年1月|<交替>駿河国守護｢石塔義房｣⇒｢今川範国｣(~正平8･文和2(1
  353)年8月11日隠居)
1338年2月18日-09:00|日本|岐阜県大垣市|延元3･建武5年1月28日|<青野原の戦い(美濃国)>(~29日)美濃国青野
  原において上洛を目指す北畠顕家率いる南朝方の軍勢(北畠勢)と土岐頼遠ら北朝方の軍勢(足利勢)が激突/足
  利方は軍勢を5つの部隊に分け､くじ引きで陣立ての順番を決め､美濃の各地で順次北畠勢に攻撃をかけたと言
  われる｡一番くじを引いた小笠原貞宗･芳賀禅可の二千騎は､陸奥勢三千騎と木曽川で戦った｡二番くじの高重
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  茂の三千騎は墨俣川で北条時行の五千騎と戦った｡三番くじの今川範国･三浦高継の軍勢は足地川で陸奥勢一
  万騎を相手に戦った｡四番くじの上杉憲顕ら武蔵･上野の軍勢は青野原で新田義興･宇都宮氏の三万騎と戦った
  ｡そして最後は土岐頼遠･桃井直常の一千騎が北畠顕家の本隊六万騎に攻めかかり､激戦となるも大軍を率いる
  北畠勢が勝利
1338年2月21日-09:00|日本|  ||延元3･建武5年2月|<交替>伊予国守護｢河野通盛｣⇒｢岩松頼有｣(~興国2･暦応4(1
  341)年9月)
1338年3月 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｼﾞｬｰｼﾞｰ島ﾌﾗﾝｽ司令官｢ﾆｺﾗｽ･ﾍﾞﾌｼｪ提督｣(~9月)
1338年3月 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｼﾞｬｰｼﾞｰ島がﾌﾗﾝｽにより占領(~9月)
1338年3月6日-09:00|日本|岐阜県大垣市|延元3･建武5年2月14日|雲津川･墨俣川口にて高師泰･細川頼春と北畠
  顕家が戦い､顕家が勝利
1338年3月8日-09:00|日本|三重県松阪市|建武5;延元3年2月16日|北畠顕家軍､飯野郡櫛田川で幕府軍の石河兼光
  を追い散らす
1338年3月9日-09:00|日本|福井県越前市|延元3･建武5年2月17日|<日野川の戦い>今立郡で新田義貞･脇屋義助と
  守護斯波氏兄弟(越前守護高経･若狭守護家兼)が戦闘､斯波高経は府中新善光寺城放棄に追込まれる(斯波高経
  は織田･栗屋城経由で足羽へ､家兼は若狭へ逃げる)
1338年3月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱがｻｳﾞｫｲｱ公ﾙﾄﾞｳﾞｨｰｺと通商協定
1338年3月13日-09:00|日本|奈良県奈良市|延元3･建武5年2月21日|北畠顕家(20)､伊賀より奈良に入り高師直の
  幕府軍と戦い京都に敗走させる
1338年3月20日-09:00|日本|奈良県奈良市|延元3･建武5年2月28日|<奈良般若坂の戦い>北朝方の桃井直常が北畠
  顕家を破る/義良親王(10)は吉野に逃れる
1338年3月28日-09:00|日本|広島県三原市|延元3･建武5年3月7日|岩松頼宥,妻高山城から小早川頼平らを追落
1338年3月29日-09:00|日本|大阪府大阪市天王寺区|延元3･建武5年3月8日|<天王寺の戦い>南朝方の北畠顕家(20
  )､摂津国天王寺で幕府軍を破る
1338年4月4日-09:00|日本|大阪府大阪市天王寺区|延元3･建武5年3月14日|高師直､天王寺に北畠顕家(20)を破る
1338年4月4日-09:00|日本|福岡県久留米市|延元3･建武5年3月14日|一色範氏､今川頼貞･小俣道剰をして菊池武
  重らを石垣城を攻め敗れる
1338年4月5日-09:00|日本|大阪府大阪市|延元3･建武5年3月15日|北畠顕家軍､摂津渡辺の戦いで幕府軍に勝つ
1338年4月6日-09:00|日本|大阪府大阪市阿倍野区|延元3･建武5年3月16日|北畠顕家軍､足利尊氏と阿倍野で戦い
  ､敗れて和泉へ
1338年4月10日-09:00|日本|広島県安芸郡海田町|延元3･建武5年3月20日|武田軍が小早川高平や福屋城衆らの火
  村山城を攻略
1338年4月21日-09:00|日本|  ||延元3･建武5年4月|<交替>近江国守護｢六角氏頼｣⇒｢京極高氏｣(~10月)
1338年4月21日-09:00|日本|  ||延元3･建武5年4月|<交替>信濃国守護｢小笠原貞宗｣⇒｢村上信貞｣(~翌年6月)
1338年4月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ侯｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ2世｣ﾃｵﾄﾞﾛ1世の子(~13720319)
1338年5月19日-09:00|日本|福井県敦賀市|延元3･建武5年4月29日|敦賀郡荒地(愛発)中山関の南朝勢を朽木頼氏
  が破る
1338年5月20日-09:00|日本|  ||延元3･建武5年5月|<交替>若狭国守護｢斯波家兼｣⇒｢桃井直常｣(~9月)
1338年5月27日-09:00|日本|大阪府和泉市|延元3･建武5年5月8日|北畠顕家､和泉坂本に観音寺城を築城
1338年6月7日-09:00|日本|  ||延元3･建武5年5月19日|<就任>北朝関白｢一条経通｣(~暦応5(1342)年正月26日)
1338年6月10日-09:00|日本|  ||延元3･建武5年5月22日|<死去>(南朝)鎮守府将軍｢北畠顕家｣討ち死に(享年20)
1338年6月10日-09:00|日本|大阪府堺市|延元3･建武5年5月22日|<石津の戦い>和泉国堺浦･石津において南朝方
  の北畠顕家と北朝方の高師直が戦った合戦/北畠顕家,名和義高･南部師行らの西上軍の有力武将も戦死,南朝
  軍の主力は壊滅
1338年6月19日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ﾍﾚﾌｫｰﾄﾞ司教ﾄｰﾏｽ･ﾃﾞ･ﾁｬｰﾙﾄﾝ｣(~13400407)
1338年6月19日-09:00|日本|愛媛県松山市|延元3･建武5年6月|忽那義範ら､久米郡高井城を攻略
1338年6月19日-09:00|日本|広島県東広島市|延元3･建武5年6月|僧知心の発願により,木造地蔵菩薩半跏像(河内
  竹林寺蔵)成る
1338年6月27日-09:00|日本|  ||延元3･建武5年6月9日|<任命>関東管領｢上杉憲顕(山内)｣(~暦応元(1338)年12月
  19日)
1338年7月16日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ3世､｢ﾌﾗﾝﾄﾞﾙの反乱｣に同調するため､ｱﾝｳﾞｪﾙｽに上
  陸
1338年7月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾚﾝｾﾞの選帝侯会議で国王選挙への教皇認可権を否認
1338年7月22日-09:00|日本|京都府八幡市|延元3･建武5年7月5日|高師直､男山に北畠顕信を攻撃し破り､冷泉持
  家･家房を戦死させる/石清水八幡宮を焼く
1338年7月28日-09:00|日本|京都府八幡市|延元3･建武5年7月11日|男山城が落城
1338年7月30日-09:00|日本|愛媛県西条市|延元3･建武5年7月13日|忽那義範､西条城を攻略
1338年8月9日-09:00|日本|静岡県浜松市|延元3･建武5年7月23日|今川範国､井伊城攻め敗走
1338年8月17日-09:00|日本|福井県福井市|延元3･建武5年閏7月2日|<藤島の戦い>夕刻,新田義貞は黒丸城支城の
  一つである藤島城を包囲している味方の士気を鼓舞しようと,わずかな手兵を率いて藤島城へと向かったが,
  燈明寺畷において黒丸城から藤島城救援のために行進中の細川孝基の率いる歩射部隊と遭遇し激戦のすえ矢
  疵を負って自刃/新田軍は壊滅
1338年8月22日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱﾃﾈ公｢ｷﾞｼﾞｪﾙﾓ2世｣
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1338年8月22日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱﾃﾈ公｢ｼﾞｮｱﾝ2世｣(~1348年死去)
1338年8月31日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾑﾗｰﾉ島にｻﾝ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾊﾞｯﾃｨｽﾀ病院設立
1338年9月 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島ﾌﾗﾝｽ司令官｢Nicolas Behuchet de Musy de La Loupe 
  d'Escrignolles｣(~1340.6死去)
1338年9月8日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島主｢Robert8世 Bertrand de Bricquebec｣(~1340102
  9)
1338年9月8日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島､ｵﾙﾀﾞﾆｰ島､ｻｰｸ島のﾛﾊﾞｰﾄ･ﾊﾞｰﾄﾗﾑが率いるﾌﾗﾝｽによる占領
  (~13401029~ｷｬｯｽﾙ･ｺｰﾈｯﾄでは13450817まで続く)
1338年9月10日-09:00|日本|  ||延元3･建武5年閏7月26日|<任命>(南朝)鎮守府将軍｢北畠顕信｣(~不詳)陸奥大守
  義良親王を奉じる
1338年9月18日-09:00|日本|  ||延元3年8月5日|<死去>二条為世､公卿､歌人(生年1250年)
1338年9月24日-09:00|日本|  ||延元3･建武5年8月11日|<任命>室町幕府初代征夷大将軍｢足利尊氏｣(~13580430)
1338年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾃﾞﾅｰﾛ･ﾏﾄﾞﾛｰﾆ｣｢ﾌｫｽｺ･ﾗﾌｧﾈｯﾘ｣
1338年10月11日-09:00|日本|  ||延元3･暦応1年8月28日|北朝が｢暦應｣に改元
1338年10月14日-09:00|日本|  ||延元3･暦応1年9月|<交替>遠江国守護｢今川範国｣⇒｢仁木義長｣(~興国4･康永2(
  1343)年)
1338年10月14日-09:00|日本|  ||延元3･建武5年9月|<交替>近江国守護｢京極高氏｣⇒｢六角氏頼｣(~正平6･観応2(
  1351)年6月25日出家)
1338年10月14日-09:00|日本|  ||延元3･暦応1年9月|<交替>若狭国守護｢桃井直常｣⇒｢大高重成｣(~翌年3月)
1338年10月14日-09:00|日本|  ||延元3･暦応1年秋|北畠親房,歴史書｢神皇正統記｣を著わす
1338年10月14日-09:00|日本|静岡県御殿場市|延元3･暦応1年9月|重須日済駿河御殿場に久成寺を創す
1338年11月13日-09:00|日本|広島県尾道市|延元3･暦応1年10月|幸春作木造聖徳太子立像(尾道浄土寺蔵)成る
1338年11月17日-09:00|日本|茨城県稲敷市|延元3･暦応1年10月5日|<常陸合戦(常陸国)>北畠親房の拠る神宮寺
  城が北朝方の佐竹氏によって陥落し､阿波崎城を経由して小田治久の本拠である小田城(茨城県つくば市)へ移
  る
1338年12月12日-09:00|日本|  ||延元3･暦応1年11月|<任命>但馬国守護｢吉良貞家｣(~正平3･貞和4(1348)年2月)
1338年12月12日-09:00|日本|京都府京都市|延元3･暦応1年11月|高田専修寺(三重県)の専空､戦災で焼けた大谷
  廟堂を再建
1339年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｸﾗﾝﾀﾝ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾙﾀﾝ･ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ｼﾞｯﾀﾞ･ﾘｱﾔ･ｻｰﾀﾞﾄｩｯｻﾗﾑ｣(~1362年)
1339年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｻﾏ朝ｽﾙﾀﾝ｢Jam Unar｣
1339年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶｼｭﾐｰﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢Shamsu'd-Din Shah｣(~1342年)
1339年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｻﾏ朝ｽﾙﾀﾝ｢Jam Junan｣(~1352年)
1339年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｶｼﾐｰﾙ地方でﾑｽﾘﾑ政権のｼﾞｬｰ･ﾐｰﾘｰ朝おこる
1339年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>第5代ﾍﾞﾛｵｰｾﾞﾛ公｢ﾌｮｰﾄﾞﾙ･ﾛﾏﾉｳﾞｨﾁ｣(~1380年ｸﾘｺｳﾞｫの戦いで戦死)
1339年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾆｺﾛ･ﾌﾟﾘｳﾘ｣(~13410210)
1339年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｲｽﾌｪﾝﾃﾞｨﾔﾘｽﾞ君主｢Ibrahim Pasha｣(~？)
1339年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｼﾓｰﾈ･ﾎﾞｯｶﾈｸﾞﾗ｣(~1344年)
1339年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾝﾍﾞﾘｱﾙ伯｢ｱﾝﾘ｣ﾃｨｴﾘ3世の同族の甥孫､ｵﾄﾅﾝの妹ｱﾆｪｽと結婚(~1367年死去)
1339年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<昇格>ｹﾞﾙﾃﾞﾙﾝ伯｢ﾗｲﾅﾙﾄ2世(ﾚｲﾅｳﾄ2世)｣⇒ｹﾞﾙﾃﾞﾙﾝ公(~13431012死去)
1339年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||ﾌﾞﾚﾀﾞはﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公国の領地(~1577年)
1339年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ﾛｰﾚﾝｽ･ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽ｣(~13480820死去)
1339年1月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾄﾚｳﾞｨｰｿﾞとその領域ｳﾞｪﾈﾂｨｱに移る
1339年2月10日-09:00|日本|  ||延元4･暦応2年|<交替>伊賀国守護｢仁木義直｣⇒｢千葉貞胤｣(~延元5･暦応3(1340
  )年)
1339年2月10日-09:00|日本|  ||延元4･暦応2年|<交替>摂津国守護｢赤松範資｣⇒｢仁木義有｣(~同年)
1339年2月10日-09:00|日本|  ||延元4･暦応2年|<交替>備後国守護｢仁木義長｣⇒｢石橋和義｣(~延元5･暦応3(1340
  )年)
1339年2月10日-09:00|日本|  ||延元4･暦応2年|<任命>阿波国守護｢細川和氏｣(~興国2･暦応4(1341)年)
1339年2月10日-09:00|日本|  ||延元4･暦応2年|<任命>丹後国守護｢今川頼貞｣(~興国2･暦応4(1341)年)
1339年2月10日-09:00|日本|  ||延元4･暦応2年|<任命>尾張国守護｢高師泰｣(~翌年4月)
1339年2月10日-09:00|日本|愛知県安城市|延元4･暦応2年|正阿､三河国大浜道場を建立
1339年2月10日-09:00|日本|群馬県利根郡川場村|延元4･暦応2年|大友氏泰､中巖円月を開山､弟氏時を開基とし
  て､吉祥寺を創建
1339年2月16日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<死去>ｵｰｽﾄﾘｱ公･ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ公･ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ｵｯﾄｰ陽気公｣37歳
1339年2月17日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ｵｰｽﾄﾘｱ･ｼｭﾀｲｱｰﾏﾙｸ公(名目のみ)｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄ2世｣ｵｯﾄｰ1世の息子(ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2
  世と共同統治~13440810死去)､｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ4世｣(~13441211死去)
1339年2月19日-09:00|日本|  ||延元4･暦応2年1月10日|北畠親房が｢神皇正統記｣を著す
1339年3月 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｼﾞｬｰｼﾞｰ島ﾌﾗﾝｽ司令官｢ﾛﾊﾞｰﾄ8世ﾍﾞﾙﾄﾗﾝﾃﾞﾌﾞﾘｯｸﾍﾞｯｸ｣(~10月)
1339年3月 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｼﾞｬｰｼﾞｰはﾌﾗﾝｽにより占領(~10月)
1339年3月11日-09:00|日本|長野県大町市|延元4･暦応2年2月|伊豆仁科城で37人が捕らえられ､大将普薗寺左馬
  助を含む13人が相模龍口で斬られた
1339年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾘｾｳﾞﾄ｣｢ｼﾞｮｱﾆｮｰﾛ･ﾄﾞ･ｱｶﾌﾟﾄﾛ｣
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1339年4月1日-09:00|日本|  ||延元4･暦応2年2月22日|<死去>美濃国守護｢土岐頼貞｣(頼遠が継ぐ~興国3･康永元
  (1342)年12月1日斬首)
1339年4月6日-09:00|日本|栃木県真岡市|延元4･暦応2年2月27日|南朝方春日顕国､下野を攻め矢木岡城を攻め落
  とす/同月､益子･上三川･箕輪諸城を攻略
1339年4月10日-09:00|日本|  ||延元4･暦応2年3月|<交替>若狭国守護｢大高重成｣⇒｢斯波高経｣(~暦応4(1341)年
  4月)
1339年4月19日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱがﾍﾞﾙｶﾞﾓとﾌﾞﾚｼｱとの通商協定
1339年4月21日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱがｺﾓとの通商協定
1339年5月3日-09:00|朝鮮|  ||高麗･至元5年3月24日|<死去>高麗王｢忠粛王｣
1339年5月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱがﾛｰﾃﾞｨとの通商協定
1339年5月5日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱがｸﾚﾓﾅとの通商協定
1339年5月7日-09:00|日本|福井県勝山市|延元4･暦応2年3月28日|越前の南朝軍､経峰に幕府軍を攻撃､攻防続く
1339年5月10日-09:00|日本|京都府京都市西京区|延元4･暦応2年4月|摂津親秀西方寺を西芳寺と改め禅院とする
1339年6月4日-09:00|日本|福井県坂井市|延元4･暦応2年4月26日|北朝軍､大野郡西方寺城を攻撃.足羽郡中嶋城
  の南朝軍が救う
1339年6月8日-09:00|日本|青森県平川市|延元4･暦応2年5月|(3月~)宮方の南部政長越後五郎･成田頼時･工藤貞
  行･倉光孫三郎らが曽我貞光の居城大光寺外楯を攻めたが､一族惣領家の曽我孫二郎師助らとの3ヶ月にわたる
  防戦で退けられた
1339年6月21日-01:00|ｽｲｽ|  |||ﾗｳﾍﾟﾝの戦い/ﾍﾞﾙﾝが周辺貴族との戦いに勝利
1339年7月4日-09:00|日本|福井県福井市|延元4;暦応2年5月27日|南朝軍の足羽郡中嶋城が陥落
1339年7月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ﾃﾞｳﾞｨｯﾄﾞ2世｣(2期目~13710222死去46歳)
1339年7月8日-09:00|日本|  ||延元4･暦応2年6月|<交替>信濃国守護｢村上信貞｣⇒｢小笠原貞宗｣(~8月)
1339年7月8日-09:00|日本|青森県青森市|延元4･暦応2年6月|南部政長の命を受けた安藤四郎が､尻八楯を攻撃し
  ､津軽合戦奉行の安藤太師季や曽我貞光と合戦/両軍に多くの死傷者が出る
1339年7月18日-09:00|日本|  ||延元4･暦応2年6月11日|<任命>関東執事｢高師冬｣(~康永3(1344)年閏2月2日)
1339年7月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾝｼﾞｭｰ伯(ｳﾞｧﾛﾜ家)ﾙｲ1世[ｼﾞｬﾝ2世とﾎﾞﾝﾇ･ﾄﾞ･ﾘｭｸｻﾝﾌﾞｰﾙの次男](1383年
  ｱﾝｼﾞｭｰ公~13840920死去45歳)
1339年8月-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｻﾞｶﾞｲﾝ王｢ｷｬｽﾜ｣(~1349年3月)
1339年8月6日-09:00|日本|福井県福井市|延元4･暦応2年7月|新田義貞(38)の弟･脇屋義助(33)､黒丸城を落とす/
  守護斯波高経(34)､加賀へ逃れる
1339年8月11日-09:00|日本|京都府京都市北区|延元4･暦応2年7月6日|足利尊氏等持院を創建
1339年8月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾐﾗﾉ･ｼﾆｮｰﾚ｢ｱｯﾂｫｰﾈ･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ｣
1339年8月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾐﾗﾉ･ｼﾆｮｰﾚ｢ﾙｷｰﾉ･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ｣(~13490124死去)､｢ｼﾞｮﾊﾞﾝﾆ･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ｣(~135
  41005死去)
1339年8月21日-09:00|日本|福井県福井市|延元4･暦応2年7月16日|義貞弟脇屋義助府中を出撃し､各新田軍と合
  流し黒丸城を攻撃し､守護斯波高経加賀へ敗走､脇屋軍一時越前制圧
1339年8月31日-09:00|日本|静岡県浜松市|延元4･暦応2年7月26日|高師泰･師冬･仁木義長､伊井谷を攻め,三岳城
  の出城と鴨江の城が落城
1339年9月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>下ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ﾊｲﾝﾘﾋ14世｣33歳
1339年9月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>下ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ﾖﾊﾝ1世｣ﾊｲﾝﾘﾋ14世の息子(~13401220死去11歳)
1339年9月4日-09:00|日本|  ||暦応2･延元4年8月|<交替>信濃国守護｢小笠原貞宗｣⇒｢吉良満義｣(~興国2･暦応4(
  1341)年)
1339年9月4日-09:00|日本|岩手県一関市|延元4･暦応2年8月|薄衣清村は葛西高清に降伏し､薄衣氏はふたたび葛
  西氏の麾下に入った
1339年9月18日-09:00|日本|  ||延元4･暦応2年8月15日|<譲位>96代｢後醍醐天皇｣
1339年9月18日-09:00|日本|  ||延元4･暦応2年8月15日|<践祚即位>97代｢後村上天皇｣(~13680511)
1339年9月19日-09:00|日本|  ||延元4･暦応2年8月16日|<死去>後醍醐天皇(51)(誕生:正応1(1288)1102)96代天
  皇
1339年9月23日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢Simone Boccanegra｣(1期目~13441223)
1339年9月23日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｼﾞｪﾉｳﾞｧの民衆が蜂起
1339年9月30日-09:00|日本|宮崎県都城市|延元4･暦応2年8月27日|幕府方畠山義顕､南朝方高城の肝付兼重を攻
  め､九州南部を抑える
1339年10月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ﾛｰﾚﾝｽ･ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽ｣(~13480820死去)
1339年10月4日-09:00|日本|  ||延元4･暦応2年9月|<任命>(南朝)征夷大将軍｢興良親王｣(~不詳)
1339年10月4日-09:00|日本|茨城県つくば市|延元4･暦応2年9月|北畠親房(46)､常陸小田城で神皇正統記を著す
1339年10月18日-09:00|日本|福井県福井市|延元4･暦応2年9月15日|北朝軍､足羽郡蕗野寺城を攻略
1339年10月29日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ大公､ﾄｳﾞｪﾘ大公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨﾁ｣(生年1301年)
1339年10月31日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾀﾞﾝﾄﾞﾛ｣
1339年11月6日-09:00|日本|京都府京都市右京区|延元4･暦応2年10月5日|将軍尊氏､直義､足利尊氏が後醍醐天皇
  の冥福を祈るため,洛西嵯峨の亀山殿を改めて禅寺とし歴応寺(天竜寺)を創建
1339年11月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾊﾞﾙﾄﾛﾒｵ･ｸﾞﾗﾃﾞﾆｰｺﾞ｣(~1342年)
1339年11月28日-09:00|日本|茨城県下妻市|延元4･暦応2年10月27日|(25日~)関東の北軍､高師冬を大将に常陸駒
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  館城を攻撃するも撤退
1339年12月1日-09:00|日本|静岡県浜松市|延元4･暦応2年10月30日|北朝方･高師泰の攻撃を受けて遠江･千頭峯
  城落城
1339年12月2日-09:00|日本|  ||延元4･暦応2年11月|<交替>土佐国守護｢細川定禅｣⇒｢細川皇海｣(~延元5･暦応3(
  1340)年)
1339年12月2日-09:00|朝鮮|  ||高麗･至元5年11月2日|<即位>高麗王｢忠恵王｣(~13440130死去)
1340年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾝﾀﾞ･ｶﾞﾙｱ王国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Prabu Ragamulya Luhurprabhawa/Aki Kolot｣(~1350
  年)
1340年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾒｰﾙ王朝国王｢ﾆｯﾋﾟﾔﾝ･ﾊﾞｯﾄ(涅槃王)｣建国(~1346年)
1340年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾏﾄﾞｩﾗｲ･ｽﾙﾀﾝ朝｢ｱﾗｰ･ｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ｳﾀﾞｲｼﾞｰ｣
1340年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾏﾄﾞｩﾗｲ･ｽﾙﾀﾝ朝｢ｸﾄﾌﾞﾃﾞｨｰﾝ｣
1340年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>東ﾁｬｶﾞﾀｲ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｱﾘｰ･ｽﾙﾀﾝ｣ﾁｬｶﾞﾀｲの弟ｵｺﾞﾃﾞｲの5代孫
1340年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾌﾟﾛﾝｽｸ公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨﾁ｣(~同年死去)⇒｢ﾔﾛｽﾗﾌ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(~1342年)
1340年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊｻﾞｰﾗｽﾌﾟ朝君主｢Muzaffar al-Din Afrasiab2世｣(~1355年)
1340年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾋﾟﾝｽｸ公｢ﾅﾘﾏﾝﾀｽ｣(~13480202死去)
1340年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ｶﾞｰﾘﾁ公｢ﾕｰﾘｰ･ﾄﾛｲﾃﾞﾉｳﾞｨﾁ(ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ名ﾎﾞﾚｽﾜﾌ)｣
1340年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｳﾞｫﾙｨｰﾆ公｢ﾘｭﾊﾞﾙﾀｽ･ｹﾞﾃﾞｨﾐﾅｲﾃｨｽ｣(~1366年)
1340年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｶﾞｰﾘﾁ公｢ﾘｭﾊﾞﾙﾀｽ｣(~1349年)
1340年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾍﾞﾙｽﾞ公｢ﾕﾘｷﾞｽ･ﾅﾘﾏﾝﾀｲﾃｨｽ｣(~1377年)
1340年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<復位>ﾙｰﾂｸ公｢ﾘｭﾊﾞﾙﾀｽ｣(~1383年)
1340年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||東ﾛｰﾏ帝国に併合され､ｴﾋﾟﾛｽ専制侯国は滅びた
1340年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||ｳｸﾗｲﾅ北部はﾘﾄｱﾆｱの一部になる(~1362年)
1340年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｳﾞｧｲﾏｰﾙ=ｵｰﾗﾐｭﾝﾃﾞ伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世｣(~1365年,ｳﾞｪｯﾃｨﾝ家の領主権を認めた)
1340年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｵﾌﾞ･ｼﾞｭﾘｱｽ｣(~13610226死去)
1340年 00:00|ﾏﾘ/ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ王国国王｢ｻﾙﾏﾝ･ﾅﾘ｣(~1347年)
1340年1月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ3世がﾌﾗﾝｽ王を称し､ﾌﾗﾝﾄﾞﾙの諸都市に承認させる
1340年1月30日-09:00|日本|  ||延元5･暦応3年|<交替>伊賀国守護｢千葉貞胤｣⇒｢桃井直常｣(~興国2･暦応4(1341
  )年)
1340年1月30日-09:00|日本|  ||延元5･興国元･暦応3年|<任命>摂津国守護｢赤松範資｣(~正平6･観応2(1351)年4
  月8日死去)
1340年1月30日-09:00|日本|愛知県瀬戸市|延元5･興国元･暦応3年|僧処斉､尾張水野に定光寺を創建
1340年1月30日-09:00|日本|京都府京都市右京区|延元5･興国元･暦応3年|天竜寺夢窓国師画像できる
1340年1月30日-09:00|日本|長崎県壱岐市|延元5･暦応3年|本宮八幡宮[本宮西触]の御殿を建立
1340年1月30日-09:00|日本|兵庫県南あわじ市|延元5･興国元･暦応3年|細川師氏が足利尊氏の命により南朝方の
  宇原兵衛らを立川瀬の戦いで破り養宜館を居館とし淡路を支配
1340年1月30日-09:00|日本|福島県白河市|延元5･興国元･暦応3年|結城家5代･親朝が小峰ケ岡に城を構えた(白
  河小峰城)/福島県
1340年2月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ｶｲﾛ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｶﾘﾌ｢ﾜｰｽｨｸ1世｣(~13410617)
1340年2月27日-09:00|日本|静岡県浜松市|延元5･暦応3年1月29日|高師泰･師冬･仁木義長に攻められ遠江三嶽城
  落城/宗良親王(28)､大平城･安倍城と移り､信濃へ向かう
1340年2月28日-09:00|日本|  ||延元5･暦応3年2月|北畠親房(46)､職原抄を著す
1340年3月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｽﾎﾟｰﾝﾊｲﾑ･ｸﾛｲﾂﾅﾊ伯｢John2世｣
1340年3月31日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾓｽｸﾜ大公兼ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ大公｢ｲﾜﾝ1世ﾀﾞﾆﾛｳﾞｨﾁ｣
1340年3月31日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾓｽｸﾜ公･ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ大公｢ｼﾒｵﾝ･ｲﾜﾉﾋﾞｯﾁ･ｺﾞｰﾃﾞｨ｣(~13530427死去)
1340年4月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾚﾝｽﾞﾌﾞﾙｸ伯｢ｹﾞﾙﾊﾙﾄ3世大伯｣
1340年4月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾚﾝｽﾞﾌﾞﾙｸ伯｢ﾆｺﾗｳｽ1世｣(~13970508死去),｢ﾊｲﾝﾘｯﾋ2世｣(~1384年
  死去)
1340年4月6日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾄﾚﾋﾞｿﾞﾝﾄﾞ帝国第13代皇帝ｴｲﾚｰﾈｰ･ﾊﾟﾚｵﾛｷﾞﾅ[ﾊﾞｼﾚｲｵｽ1世の未亡人](~13410
  717)
1340年4月7日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾊｰﾘﾁ･ｳﾞｫﾙｨｰﾆ王｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ･ｲｪｼﾞ2世｣
1340年4月8日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ﾀﾞｰｼｰ卿ｼﾞｮﾝ･ﾀﾞｰｼｰ･ﾙ･ｺｼﾝ｣(~13440714)､代行｢ｷﾙ
  ﾒｲﾅﾑ修院長ﾛｼﾞｬｰ･ｳﾄﾗｰ｣(~13410205)
1340年5月25日-09:00|日本|  ||興国元･暦応3年4月28日|南朝が｢興國｣に改元
1340年6月 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島ﾌﾗﾝｽ司令官｢Nicolas Behuchet de Musy de La Loupe 
  d'Escrignolles｣
1340年6月22日-09:00|日本|茨城県下妻市|興国元･暦応3年5月27日|高師冬が下総国駒館城を攻略
1340年6月24日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ﾌﾞﾙﾁｬｰﾄﾞ･ﾌｫﾝ･ﾄﾞﾗｲﾚｰﾍﾞﾝ｣(~13451214)
1340年6月24日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰﾙ4世ｸﾘｽﾄﾌｧｰｾﾝ｣ｸﾘｽﾄﾌｧ2世とﾎﾟﾝﾒﾙﾝ公女ｴｳﾌｨｰﾐｱの
  三男(~13751024死去)
1340年6月24日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ6世の艦隊､ﾌﾞﾘｭｰｼﾞｭの外港ｽﾛｲｽの｢ｽﾛｲｽの海戦｣で
  ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに敗北/ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞが｢英仏海峡｣の制海権を掌握
1340年6月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾗｲﾝ川河口のｽﾛｲｽ沖の戦いで､国王ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ3世のｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ軍がﾌﾗﾝ
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  ｽ艦隊を破りﾌﾗﾝﾄﾞﾙに上陸する(百年戦争)
1340年6月24日-09:00|日本|茨城県下妻市|暦応3;興国1年5月29日|下総国駒館城を南朝軍が奪回､北朝軍高師冬
  は陣営を焼いて逃走
1340年6月26日-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ/ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ﾁｮﾊﾞﾝ朝初代国王ｼｬｲﾌ･ﾊｻﾝ(~13431215暗殺)
1340年6月26日-09:00|日本|奈良県奈良市|興国元･暦応3年6月1日|興福寺吉祥天像(寛慶)できる
1340年7月-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ｺﾝﾗｰﾄ･ﾌﾟﾘｰﾝ｣(~1343年5月)
1340年7月14日-09:00|日本|  ||興国元･暦応3年6月19日|<再任>関東執事｢上杉憲顕(山内)｣(~観応2(1351)年12
  月27日)
1340年7月19日-09:00|日本|長野県伊那市|興国元･暦応3年6月24日|北条時行は諏訪上社大祝諏訪頼継の助けを
  得て信濃大徳寺城で兵を挙げる
1340年8月4日-09:00|日本|愛知県豊橋市|興国元･暦応3年7月11日|源尊氏､三河国赤岩寺の阿弥陀如来坐像を造
  立
1340年8月24日-09:00|日本|福井県坂井市|興国元･暦応3年8月1日|京と能登からの増援を得た北朝,守護斯波高
  経が坂井郡金津上野城を攻略
1340年8月26日-09:00|日本|福井県坂井市|興国元･暦応3年8月3日|北朝,守護斯波高経が畑時能たてこもる千手
  寺城(湊城)を攻略
1340年8月31日-09:00|日本|鹿児島県|興国元･暦応3年8月8日|島津貞久(71)､薩摩一宇治･市来両城を攻略
1340年9月-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝﾄﾞﾙに再上陸し､ﾌﾗﾝｽ軍と戦っていたｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ3世が撤退
1340年9月1日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<就任>ﾋﾟﾝﾔ摂政｢ｼｰﾄｩｰ｣(~13440329)
1340年9月9日-09:00|日本|福井県福井市|興国元･暦応3年8月17日|吉見軍･斯波軍､藤島の丸岡に向城を築き､黒
  丸城の脇屋義助と対峙.城から打って出た脇屋軍を撃退
1340年9月12日-09:00|日本|  ||興国元･暦応3年8月20日|新田義宗が越後妻有荘で挙兵､信濃との境志久見口の
  関所を破り､志久見山長峰に陣を張った
1340年9月12日-09:00|日本|福井県福井市|興国元･暦応3年8月20日|守護斯波高経の幕府軍､新田氏に奪われた黒
  丸城を奪い返す
1340年9月13日-09:00|日本|長野県下水内郡栄村|興国元･暦応3年8月21日|新田義宗が志久見山で市河氏が小笠
  原貞宗に負けて妻有荘へ戻っていった
1340年9月16日-09:00|日本|静岡県浜松市|興国元･暦応3年8月24日|遠江守護｢仁木義長｣･｢高師泰｣､遠江大平城(
  井伊谷支城)の宗良親王(29)を攻略
1340年9月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ6世とｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ3世､ｴｽﾍﾟﾙｼｬﾝで会談し､1342年6
  月24日までの休戦に同意
1340年10月4日-09:00|日本|福井県越前市|興国元･暦応3年9月13日|守護斯波高経(35)ら幕府軍､越前府中を攻略
  し､脇屋義助(34)を破る(新善光寺城を再び奪取)
1340年10月13日-09:00|日本|福井県勝山市|興国元･暦応3年9月22日|吉見軍･斯波軍､南条郡大塩城に夜討を仕掛
  け､城麓を焼き払い落城させる
1340年10月14日-09:00|日本|茨城県龍ヶ崎市|興国元･暦応3年9月23日|南朝方東條勢(東條氏･小田治久･春日顕
  國ら)龜谷城を北朝方(佐竹軍)から奪還
1340年10月14日-09:00|日本|岐阜県恵那市|興国元･暦応3年9月23日|吉見軍･斯波軍､松鼻城､妙法寺城及び脇屋
  義助の立て籠る平葺陣を落城させる/脇屋義助は美濃に落延びる
1340年10月27日-09:00|日本|奈良県吉野郡吉野町|(興国元･暦応3年10月6日|佐々木道誉(34)･秀綱父子､妙法院
  宮御所を襲い､これを焼き打ちにする
1340年10月30日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｶｽﾃｨﾘｬ･ﾚｵﾝ王ｱﾙﾌｨﾝｿ11世が､ｸﾞﾗﾅﾀﾞとﾓﾛｯｺ･ｲｽﾗﾑ連合軍をｻﾗﾄﾞの戦いで破る
1340年10月31日-09:00|日本|愛媛県松山市|(興国元･暦応3年10月10日|忽那義範､忽那島に来襲した安芸国守護
  武田信武の軍を撃退
1340年11月13日-09:00|日本|愛知県岡崎市|興国元･暦応3年10月23日|今川範氏､佐々木崇永と平岩城を攻落
1340年11月13日-09:00|日本|長野県伊那市|興国元･暦応3年10月23日|小笠原貞宗(48)が信濃･大徳王寺城(北条
  時行)を攻略/頼継は諏訪へ戻り､時行はどこへともなく逃げていった
1340年11月16日-09:00|日本|千葉県|興国元･暦応3年10月26日|幕府､延暦寺の訴えにより佐々木道誉父子を上総
  に配流
1340年11月17日-09:00|日本|福岡県北九州市|興国元･暦応3年10月27日|吉見軍･斯波軍､畑城を攻撃し､畑六郎左
  衛門尉時能が降伏.城郭を破壊
1340年12月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>下ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ﾖﾊﾝ1世｣11歳
1340年12月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>上ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ4世｣⇒ﾊﾞｲｴﾙﾝ公(~13471011死去)
1340年12月20日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至元6年12月|元､科挙制度復活
1340年12月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｳﾞｫﾝ伯｢Hugh de Courtenay｣
1340年12月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾃﾞｳﾞｫﾝ伯｢Hugh de Courtenay｣(~13770502死去)
1340年12月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ,大議会の議事室建造の法令
1341年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｽｺｰﾀｲ王朝国王｢ｸﾞｱﾅﾑﾄｩﾑ｣(~1347年)
1341年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ｳｽﾞﾍﾞｸ･ﾊﾝ｣
1341年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ﾃｨｰﾆｰ･ﾍﾞｸ(ﾃｨﾆﾍﾞｸ･ﾊﾝ)｣ｳ
  ｽﾞﾍﾞｸ･ﾊﾝの子(~1342年死去)
1341年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾃｨｰﾑｹﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢Ahmed Shihabuddine Loka Aadheettha｣(~1347年廃位)
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1341年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾌﾟｽｺﾌ公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾌｾﾌｫﾛﾄﾞｳﾞｨﾁ｣(~1341年)
1341年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾊﾏｰ)第8代ｱﾐｰﾙ｢ｱﾙ=ｱﾌﾀﾞﾙ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣
1341年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ﾅｸｿｽ公｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ1世｣(~1362年)
1341年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝とﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝが和平を締結
1341年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｸﾚﾀ島でﾚｵﾝ･ｶﾚﾙｷﾞｽが率いた反ｳﾞｪﾈﾂｨｱ蜂起(~1347年)
1341年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢Raymond Berengar｣(~1364年)
1341年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｪﾙｽｸ公｢ｶｼﾞﾐｪｼｭ1世｣ﾄﾛｲﾃﾞﾝ1世の息子(~1349年)
1341年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾏｿﾞﾌｼｪ公｢ｼｪﾓｳﾞｨﾄ3世｣ｶｼﾞﾐｪｼｭ1世の兄弟(~13810616死去)1370年までにﾌﾟｳｫ
  ﾂｸを含むﾏｿﾞﾌｼｪの大部分の再統一に努めたが､1374年に息子達の間で分割された
1341年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ﾎﾞﾄﾙﾌﾙ･ｱﾝﾄﾞﾚｿﾝ｣(~1343年)
1341年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｨｸﾞﾀｳﾝ伯｢Malcolm Fleming｣(~1363年死去)
1341年 00:00|ﾏﾘ|  |||<即位>ﾏﾘ帝国ﾏﾝｻ｢ﾏﾝｻ･ｽﾚｲﾏﾝ｣(~1360年死去)
1341年1月18日-09:00|日本|  ||興国2･暦応4年|<交替>阿波国守護｢細川和氏｣隠居⇒｢細川頼春｣(~正平7年･文和
  元(1352)年閏2月20日戦死)
1341年1月18日-09:00|日本|  ||興国2･暦応4年|<交替>三河国守護｢高師兼｣⇒｢南宗継｣(~興国3･暦応5(1342)年)
1341年1月18日-09:00|日本|  ||興国2･暦応4年|<任命>備後国守護｢細川頼春｣(~興国3･暦応5(1342)年)
1341年1月18日-09:00|日本|  ||興国2･暦応4年|<任命>武蔵国守護｢高師冬｣(~興国5･康永3(1344)年)
1341年1月18日-09:00|日本|愛知県瀬戸市|興国2･暦応4年|平心処斎､三河･尾張の各地を遍歴修行の後､尾張国水
  野郷に定光寺を創建
1341年1月18日-09:00|日本|広島県東広島市|興国2･暦応4年|僧行賢の発願により,石造地蔵菩薩立像(東広島稲
  木西山)成る
1341年1月18日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･開祐13年|ﾍﾞﾄﾅﾑの陳朝が刑書を完成
1341年1月18日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至正1年1月1日|元の順帝(恵宗)ﾄｺﾞﾝ･ﾃﾑﾙが至正と改元(~1370年)
1341年1月21日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<廃位>ﾊﾞｰﾘ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙ=ｱｼｭﾗﾌ･ｱﾗｰ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ･ｸｼﾞｭｸ｣
1341年2月10日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ｺｰﾅｰ｣(~13431026)
1341年2月16日-09:00|日本|東京都八王子市|興国2･暦応4年1月30日|二峯城の南朝軍が瓜生を焼き払い､再び八
  王子城に攻め寄せるが､吉見軍がこれを撃退
1341年2月20日-09:00|日本|宮城県栗原市|興国2･暦応4年2月4日|奥六郡で南朝側が北朝側の岩崎楯を攻撃/和賀
  義綱の弟清義が討ち死に
1341年2月22日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ大司教ﾋﾞｯｸﾉｰﾙのｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ｣(~5.16)
1341年2月23日-09:00|日本|香川県仲多度郡まんのう町|興国2･暦応4年2月7日|南朝軍は帆山に城を構えるが､吉
  見軍が攻め落す
1341年3月-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ|  |||<死去>ﾘｶﾞ大司教･ﾘｳﾞﾗﾝﾄ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾊﾞﾅｰ･ﾌｫﾝ･ﾍﾟﾙﾝｼｭﾀｲﾝ｣
1341年3月13日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾜﾙｼｬﾜ公｢ﾄﾛｲﾃﾞﾝ1世｣
1341年3月13日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾏｿﾞﾌｼｪ公｢ｼｪﾓｳﾞｨﾄ3世｣ｶｼﾞﾐｪｼｭ1世の兄弟｣ﾜﾙｼｬﾜ･ﾁｪﾙｽｸ公(~13810616
  死去)
1341年3月13日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾜﾙｼｬﾜ公｢ｶｼﾞﾐｪｼｭ1世｣(~13551126死去領地はﾏｿﾞﾌｼｪに再統合)
1341年3月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||皇帝ﾙｰﾄﾞｳﾞｨｯﾋ4世が､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞとの同盟を破棄してﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ6世と和
  約
1341年3月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||｢ｶﾞﾍﾞﾙ(塩税)｣が導入される
1341年3月20日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Thomas de Hampton｣(~1343年)
1341年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾍﾞﾝﾃｨｳﾞｪｰﾆｬ｣｢ｻﾞﾇﾃｨｰﾉ｣
1341年4月10日-09:00|日本|  ||興国2･暦応4年3月24日|<解任>出雲･隠岐国守護｢塩冶高貞｣出奔
1341年4月14日-09:00|日本|島根県松江市|興国2･暦応4年3月28日|山名時氏父子､出雲国宍道山にて塩冶高貞を
  討つ/高貞自害
1341年4月17日-09:00|日本|  ||興国2･暦応4年4月|<交替>若狭国守護｢斯波高経｣⇒子の｢斯波氏頼｣(~興国3･暦
  応5(1342)年)
1341年4月27日-09:00|日本|  ||興国2･暦応4年4月11日|<死去>慈道法親王､法親王､歌人(生年1282年)
1341年4月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公･ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｬﾝ3世幸運公｣55歳
1341年4月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ｼﾞｬﾝﾇ･ﾄﾞ･ﾊﾟﾝﾃｨｴｰｳﾞﾙ｣ｷﾞｨ･ﾄﾞ･ﾊﾟﾝﾃｨｳﾞｪｰﾙとｼﾞｬﾝﾇ･ﾄﾞ･ｱｳﾞｫｸ
  ﾞｰﾙの1人娘(~1364年~13840910死去),｢ｼｬﾙﾙ1世｣ﾌﾞﾛﾜ伯ｷﾞｰ1世とﾏﾙｸﾞﾘｯﾄﾞ･ﾄﾞ･ｳﾞｧﾛﾜの次男(~13640929死去),｢ｼ
  ﾞｬﾝ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾌｫｰﾙ(ｼﾞｬﾝ4世)｣ｱﾙﾃｭｰﾙ2世とﾖﾗﾝﾄﾞ･ﾄﾞ･ﾄﾞﾙｰの1人息子(~1345.5~13450926死去)
1341年4月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ伯｢ﾛﾍﾞｰﾙ3世･ﾀﾞﾙﾄﾜ｣ﾌﾗﾝｽの王族(~1342年死去)
1341年5月16日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ｼﾞｮﾝ･ﾓﾘｽ卿｣(~13440714)
1341年6月7日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾘ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾅｰｽｨﾙ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣67歳
1341年6月8日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ﾊﾞｰﾘ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙ=ﾏﾝｽｰﾙ･ｻｲﾌ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ･ｱﾌﾞ･ﾊﾞｸﾙ｣(~8.5廃位)
1341年6月11日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｼﾞｪﾝﾋﾞﾂｪ公｢ﾎﾞﾙｺ2世｣(生年1300年)
1341年6月11日-01:00|ﾁｪｺ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾞﾍﾐｱ摂政｢ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯ｶﾚﾙ｣(2回目~13470902)
1341年6月15日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾆｶｲｱ帝国皇帝｢ｱﾝﾄﾞﾛﾆｺｽ3世ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ｣
1341年6月15日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾆｶｲｱ帝国皇帝｢ﾖﾊﾈｽ5世ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ｣ｱﾝﾄﾞﾛﾆｺｽ3世ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽの長男(~13760812
  廃位~13910216死去)
1341年6月17日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ｶｲﾛ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｶﾘﾌ｢ﾊｰｷﾑ2世｣(~1352年)
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1341年7月17日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾄﾚﾋﾞｿﾞﾝﾄﾞ帝国第14代皇帝｢ｱﾝﾅ｣ｱﾚｸｼｵｽ2世の娘(~7.29)
1341年7月17日-09:00|日本|新潟県中魚沼郡津南町|興国2･暦応4年6月3日|市河氏の奮戦もあって､新田義宗は逆
  に妻有荘内に攻め込まれ敗れた
1341年7月24日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･開祐13年6月11日|<死去>陳朝(大越)皇帝｢憲宗｣
1341年7月30日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾄﾚﾋﾞｿﾞﾝﾄﾞ帝国第15代皇帝｢ﾐｶｴﾙ｣ﾖﾊﾈｽ3世の父(1日だけ)
1341年7月31日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<復位>ﾄﾚﾋﾞｿﾞﾝﾄﾞ帝国第14代皇帝｢ｱﾝﾅ｣(~13420904)
1341年8月5日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ﾊﾞｰﾘ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙ=ｱｼｭﾗﾌ･ｱﾗｰ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ･ｸｼﾞｭｸ｣(~13420121廃位)
1341年8月5日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<廃位>ﾊﾞｰﾘ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙ=ﾏﾝｽｰﾙ･ｻｲﾌ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ･ｱﾌﾞ･ﾊﾞｸﾙ｣
1341年8月6日-09:00|日本|茨城県つくば市|興国2･暦応4年6月23日|高師冬､北畠親房(48)の拠る小田城を攻撃す
  るが敗れる
1341年8月8日-09:00|日本|福井県南条郡南越前町|興国2･暦応4年6月25日|守護｢斯波高経｣､瓜生兄弟たてこもる
  杣山城を攻め落城させる
1341年8月11日-09:00|日本|福井県越前市|興国2･暦応4年6月28日|吉見軍､大瀧城を落城させる
1341年8月13日-09:00|日本|  ||興国2･暦応4年7月|<任命>出雲･隠岐国守護｢山名時氏｣(~康永2･興国4(1343)年8
  月)
1341年8月28日-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<死去>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾚｵ4世｣殺害される
1341年8月28日-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾇｽ2世｣(~13440417殺害される)
1341年8月28日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾚｳﾞｫﾝ5世｣
1341年9月3日-09:00|日本|京都府京都市右京区|興国2･暦応4年7月22日|暦応寺を天竜寺と改称
1341年9月7日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||｢ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ継承戦争｣が始まる/ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ3世はｼﾞｬﾝ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾌｫｰﾙ(ｼﾞｬﾝ3世
  の異母弟､ｼﾞｬﾝ4世の父)を支持/ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ6世は甥(妹ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ･ﾄﾞ･ｳﾞｧﾛﾜの子)のｼｬﾙﾙ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾛﾜ(｢ﾌﾞﾛﾜ伯｣ｼｬﾙ
  ﾙ､ｼﾞｬﾝﾇ･ﾄﾞ･ﾊﾟﾝﾃｨｴｰｳﾞﾙの夫)を支持/ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ6世の長子｢ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ公｣ｼﾞｬﾝ(のちのｼﾞｬﾝ2世)､ｼｬﾙﾙ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾛ
  ﾜ(｢ﾌﾞﾛﾜ伯｣ｼｬﾙﾙ)への援軍を指揮
1341年10月2日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･紹豊1年8月21日|<即位>陳朝(大越)皇帝｢裕宗｣(~13690629(大治12年5月2
  5日)死去)紹豊と改元(-1357)
1341年10月18日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ|  |||<就任>ﾘｶﾞ大司教･ﾘｳﾞﾗﾝﾄ公｢ｴﾝｹﾞﾙﾌﾞﾚﾋﾄ･ﾌｫﾝ･ﾄﾞｰﾚﾝ｣(~13470909死去)
1341年10月27日-09:00|日本|茨城県稲敷市|興国2･暦応4年9月17日|北朝方屋代信経･別府幸實ら信太荘佐倉楯･
  河内郡馴馬楯･東條城･龜谷城攻略
1341年10月28日-09:00|日本|岐阜県本巣市|興国2･暦応4年9月18日|土岐頼遠らが脇屋義助を美濃国の根尾城に
  破る/義助は吉野に脱出
1341年11月10日-09:00|日本|  ||興国2･暦応4年10月|<任命>丹後国守護｢山名時氏｣(~正平5･貞和6(1350)年)
1341年11月10日-09:00|日本|京都府京都市|興国2･暦応4年10月|日蓮宗の妙顕寺､御溝傍今小路から四条櫛笥に
  移る
1341年11月10日-09:00|日本|京都府京都市北区|興国2･暦応4年10月|足利尊氏､三条坊門高倉に夢窓国師を開山
  として等持寺を建てる
1341年11月14日-09:00|日本|茨城県鹿嶋市|興国2･暦応4年10月5日|東條氏,北朝方に降伏/その後も鹿嶋大使役
  を務める
1341年11月30日-09:00|日本|福井県福井市|興国2･暦応4年10月21日|畑時能､坂井郡鷹巣城で幕府(斯波)軍と戦
  い陥落
1341年12月-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<死去>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｹﾞﾃﾞｨﾐﾅｽ｣領土は彼の7人の息子に分割
1341年12月-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<即位>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ﾔｳﾞｰﾇﾃｨｽ｣ｹﾞﾃﾞｨﾐﾅｽの子(~1345年2月､兄のｱﾙｷﾞﾙﾀﾞｽとｹｰｽﾄｩﾃｨｽ
  により退位させられた)
1341年12月17日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ﾍﾟﾚ･ﾄﾞ･ﾅﾙﾎﾞﾅ｣(~1344年)
1341年12月18日-09:00|日本|茨城県つくば市|興国2･暦応4年11月10日|小田城の小田治久(58)が高師冬に通じた
  ため北畠親房(48)は関城､春日顕国は大宝城へ逃れる
1342年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾌﾞﾝﾃﾞｨ国
1342年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｲﾘﾔｰｽ･ｼｬｰﾋｰ朝｢ｼｬﾑｽﾃﾞｨｰﾝ･ｲﾘﾔｰｽ･ｼｬｰ｣ﾍﾞﾝｶﾞﾙに建国(~1357年死去)
1342年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶｼｭﾐｰﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢Jamshed｣(~1343年)
1342年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎｲｻﾗ朝国王ﾊﾞｯﾗｰﾗ4世(~1346年)
1342年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ﾃｨｰﾆｰ･ﾍﾞｸ(ﾃｨﾆﾍﾞｸ･ﾊﾝ)｣
1342年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ｼﾞｬｰﾆｰ･ﾍﾞｸ(ｼﾞｬﾆﾍﾞｸ･ﾊﾝ)
  ｣ｳｽﾞﾍﾞｸ･ﾊﾝの子(~1357年)
1342年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾌﾟｽｺﾌ公｢ｱﾝﾄﾞﾘｭｽ･ｱﾙｷﾞﾙﾀﾞｲﾃｨｽ｣(~1349年)
1342年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾌﾟﾛﾝｽｸ公｢ｳﾞｧｼﾘｰ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(~1344年)
1342年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾘｬｻﾞﾝ大公｢ﾔﾛｽﾗﾌ3世ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(~1343年~1344年死去)
1342年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<死去>ﾎﾟﾛｯｸ公｢ｳﾞｧｲﾆｳｽ｣
1342年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾎﾟﾛｯｸ公｢ｱﾝﾄﾞﾘｭｽ･ｱﾙｷﾞﾙﾀﾞｲﾃｨｽ｣(~1377年)
1342年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ｺｽﾀﾝﾃﾞｨﾝ4世｣(~13440417死去)
1342年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾆｺﾗ･ﾗｺｳﾞｨｯﾁ｣(~1343年)
1342年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾁﾛﾙ伯｢Louis of Wittelsbach｣(~13610918死去)
1342年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ公｢ｼﾞｭﾚ･ﾗｲﾁｯﾁ｣(~1350年)
1342年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾚｸﾞﾆﾂｧ公｢ｳｪﾝｾｽﾗｳｽ1世｣(~1345年),｢ﾙｲ1世公正公｣(~1346年)
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1342年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ伯｢ﾛﾍﾞｰﾙ3世･ﾀﾞﾙﾄﾜ｣
1342年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾃﾞ･ﾎﾞｽｺ｣⇒｢ﾄｰﾏｽ･ﾁｬｰﾀﾘｽ卿｣(~1346年)
1342年1月8日-09:00|日本|  ||興国2･暦応4年12月|<任命>越後国守護｢上杉憲顕｣(~正平6･観応2(1351)年12月解
  任)直義方
1342年1月15日-09:00|日本|茨城県|興国2･暦応4年12月8日|高師冬､北畠親房らの拠る常陸の関､大宝両城を攻撃
  ､顕時ら師冬の軍を破る
1342年1月21日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ﾊﾞｰﾘ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙ=ﾅｼﾞｰﾙ･ｱﾌﾏﾄﾞ｣(~6.27廃位)
1342年1月21日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<廃位>ﾊﾞｰﾘ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙ=ｱｼｭﾗﾌ･ｱﾗｰ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ･ｸｼﾞｭｸ｣
1342年1月27日-09:00|日本|愛媛県松山市|興国2･暦応4年12月20日|忽那一族､北朝方と道後で戦って恵良城に退
  く
1342年1月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ公｢ﾙｲ1世｣
1342年1月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ公｢ﾋﾟｴｰﾙ1世｣(~13560919死去)
1342年1月30日-09:00|日本/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||興国2･暦応4年12月23日|足利直義(35)､夢窓疎石(66)の要請により
  天竜寺船を元に派遣
1342年2月6日-09:00|日本|  ||興国3･暦応5年|<解任>越前国守護｢斯波高経｣
1342年2月6日-09:00|日本|  ||興国3･暦応5年|<交替>伊勢･志摩国守護｢高師秋｣⇒｢仁木義長｣(~正平4･貞和5(13
  49)年)
1342年2月6日-09:00|日本|  ||興国3･暦応5年|<交替>若狭国守護｢斯波氏頼｣⇒｢大高重成｣(~正平3･貞和4(1348)
  年6月7日)
1342年2月6日-09:00|日本|  ||興国3･暦応5年|<交替>備後国守護｢細川頼春｣⇒｢高師泰｣(~正平4･貞和5(1349)年
  )
1342年2月6日-09:00|日本|  ||興国3･暦応5年|<任命>伊賀国守護｢千葉貞胤｣(~興国2･暦応4(1343)年)
1342年2月6日-09:00|日本|  ||興国3･暦応5年|<任命>備前国守護｢細川顕氏｣(~観応元･正平5(1350)年8月)
1342年2月6日-09:00|日本|福井県福井市|興国3･暦応5･康永元年|この年､朝倉慶景､越前国足羽に弘祥寺を建立
1342年2月6日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･紹豊2年|<死去>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢制阿難｣
1342年2月6日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･紹豊2年|<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢茶和布底｣(~1360年死去)
1342年3月4日-09:00|日本|  ||暦応5年1月27日|<就任>(北朝)関白｢九条道教｣(~康永元年11月12日)
1342年3月6日-09:00|日本|京都府京都市|興国3年;暦応5年1月29日|関山慧玄が妙心寺を創建
1342年3月24日-09:00|日本|島根県浜田市|興国3･暦応5年2月17日|幕府軍､石見国･小石見城の新田義氏を攻略
1342年4月6日-09:00|日本|愛媛県松山市|興国3･暦応5年3月|忽那氏一族､湯築城を攻略
1342年4月25日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第197代ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ12世｣
1342年4月25日-09:00|日本|京都府京都市左京区|興国3･暦応5年3月20日|法勝寺九重塔焼失/以後再建されなか
  った
1342年5月3日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ｳﾞｪﾙﾃﾞﾝﾍﾞﾙｸﾞ伯･ﾌｧﾄﾞｩｰﾂ卿｢ﾊﾙﾄﾏﾝ1世｣ｻﾙｶﾞﾝｽから分離(~13540827
  没)
1342年5月19日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第198代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾚﾒﾝｽ6世｣(~13521206死去)
1342年5月28日-09:00|日本|  ||興国3･暦応5年4月23日|室町幕府が禅寺の寺格を制定/京都･鎌倉を合わせた八
  か寺を五山,十か寺を十刹とした(五山十刹の制)
1342年6月1日-09:00|日本|  ||興国3･康永1年4月27日|北朝が｢康永｣に改元
1342年6月4日-09:00|日本|  ||興国3･暦応5年5月|<任命>伊予国守護｢細川頼春｣(~観応2･正平6(1351)年2月)
1342年6月27日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙ=ｻｰﾘﾌ･ｲｽﾏｰｲｰﾙ｣(~13450804死去)
1342年6月27日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<廃位>ﾊﾞｰﾘ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙ=ﾅｼﾞｰﾙ･ｱﾌﾏﾄﾞ｣
1342年6月30日-09:00|日本|島根県浜田市|興国3年5月27日|武田軍,石見国大多和外城を攻略
1342年7月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ,ﾀｰﾅにおける通商をめぐり､ｼﾞｪﾉｳﾞｧと協約
1342年7月16日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<死去>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王･ｸﾛｱﾁｱ王｢ｶｰﾛｲ1世｣
1342年7月16日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王･ｸﾛｱﾁｱ王｢ﾗﾖｼｭ1世大王｣(⇒13701105､兼ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王ﾙﾄﾞ
  ｳﾞｨｸ1世~13820911没)
1342年7月22日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|興国3･康永1年6月19日|南朝懐良親王(13)､島津貞久(73)を薩摩･
  谷山で撃破
1342年8月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ代行｢ﾊﾟﾙ･ﾅｷﾞﾏﾙﾄｰﾆ｣(3回目~10月)
1342年8月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾛﾜ伯｢Guy1世｣
1342年8月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾛﾜ伯｢ﾙｲ2世｣(~13460826死去)
1342年8月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｼﾁﾘｱ王｢ﾋﾟｴﾄﾛ2世｣
1342年8月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｼﾁﾘｱ王｢ﾙﾄﾞｳﾞｨｰｺ｣(~13551016死去)
1342年8月15日-09:00|日本|愛媛県四国中央市|興国3･康永1年7月14日|細川頼春(38)､伊予国川之江城を陥れ,つ
  いで南朝軍を同国新居郡千丈原で破る
1342年9月4日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾄﾚﾋﾞｿﾞﾝﾄﾞ帝国第16代皇帝ﾖﾊﾈｽ3世(~13440503)
1342年9月5日-09:00|日本|京都府京都市東山区|興国3･康永1年8月5日|山城国法観寺塔完成
1342年9月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ(ｵﾌﾞ･ｺﾞｰﾝﾄ)｣ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ3世の息子(~13720625
  ｶｽﾃｨﾗ王即位)
1342年10月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ｷﾞﾚﾄﾌｨ｣(~1356年3月没)
1342年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾘｾｳﾞﾄ･ﾄﾞ･ｳｹﾞｯﾄ｣｢ﾌｫｽｷｰﾉ･ﾄﾞ･ﾌｨﾘﾌﾟｯﾁｮ｣
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1342年10月1日-09:00|日本|  ||興国3･暦応5年9月|<交替>信濃国守護｢吉良満義｣⇒｢小笠原貞宗｣(~正平2･貞和3
  (1347)年5月26日死去)
1342年10月3日-09:00|日本|愛媛県今治市|興国3･康永1年9月3日|<死去>(南朝)伊予国守護｢大館氏明｣細川頼春
  に伊予国の世田城を攻め滅ぼされる
1342年10月6日-09:00|日本|京都府京都市|興国3･康永1年9月6日|美濃守護･土岐頼遠､京都で光厳上皇(29)の車
  に矢を射る
1342年10月30日-09:00|日本|宮城県栗原市|興国3年･康永元年10月|奥州総大将の石塔義房が､栗原郡三迫の戦い
  で､南部氏を糾合した北畠顕信軍を破る
1342年11月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾐｸﾛｽ･ｼﾛｶｲ｣(~1344年6月)
1342年11月4日-09:00|日本|広島県尾道市|興国3･康永元年10月6日|小早川氏平ら,豊田郡生口島の南朝方を攻略
1342年12月10日-09:00|日本|  ||康永1年11月12日|<就任>北朝関白｢鷹司師平｣(~貞和2(1346)年2月29日)
1342年12月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ第53代｢ﾊﾞﾙﾄﾛﾒｰｵ･ｸﾞﾗﾃﾞﾆｰｺﾞ｣
1342年12月29日-09:00|日本|岐阜県|興国3･康永元年12月1日|<死去>美濃国守護｢土岐頼遠｣有名な｢院と言った
  か､犬と言ったか｣という光厳天皇(当時は上皇)に対する非礼事件で刑死(甥の頼康が継ぐ~元中4･嘉慶元(1387
  )年12月25日死去)
1343年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾙﾅﾃ･ｽﾙﾀﾝ｢Tulu Malamo｣(~1347年)
1343年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ﾊﾞﾘ島はｶﾞｼﾞｬ･ﾏﾀﾞの派遣軍に敗れ､ﾏｼﾞｬﾊﾟﾋﾄ王国の直接の支配下に置かれた
1343年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾎｲｻﾗ朝国王｢ﾊﾞｯﾗｰﾗ3世｣
1343年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶｼｭﾐｰﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢Ala'u'din｣(~1343年)
1343年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>西ﾁｬｶﾞﾀｲ･ﾊﾝ国ﾊﾝ:ｶﾞｰｻﾞｰﾝ[ﾊﾘﾙの弟](~1346年)
1343年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾌﾟﾛﾝｽｸ公｢ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ﾄﾞﾐﾄﾘｴｳﾞｨﾁ｣(~1372年)
1343年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾘｬｻﾞﾝ大公｢ｲｳﾞｧﾝ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ(~1344年)
1343年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｲﾝｼﾞｭｰ朝ｼｬｰ｢ｱﾌﾞｰ･ｲｽﾊｰｸ｣(~1357年)
1343年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻﾗﾊﾞﾀﾞｰｽ王｢Muhammad Ay Temur｣(~1346.8死去)
1343年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾀｶﾊﾞ･ﾌﾞﾝ･ﾙﾏｲﾀ･ｱｻﾄﾞ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ｣､｢ｱｼﾞｭﾗﾝ･ﾌﾞﾝ･ﾙﾏｲﾀ･ｲｽﾞ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ
  ｣(~1344年3月)
1343年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||ｱﾄｽはｾﾙﾋﾞｱ帝国の一部(~1371年)
1343年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公ﾍﾞﾙｹﾞﾄﾞﾙﾌ=ﾒﾙﾝ系｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ4世｣
1343年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌｪﾗｰﾗ侯･ｴｽﾃ辺境伯｢ﾍﾞﾙﾄﾙﾄﾞ1世｣
1343年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｴｽﾃ辺境伯｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ2世｣(~1384年死去)
1343年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵﾏｰﾙ女伯｢Blanche of Ponthieu｣(~1387年)､ｵﾏｰﾙ伯｢John3世｣Blancheの夫(~135
  6年)
1343年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ﾊﾞﾝﾌｨ｣(~1344年)
1343年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯(ｱﾝｼﾞｭｰ=ｼﾁﾘｱ家)ｼﾞｬﾝﾇ1世(~1382年)ﾅﾎﾟﾘ女王
1343年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公ﾍﾞﾙｹﾞﾄﾞﾙﾌ=ﾒﾙﾝ系｢ﾖﾊﾝ3世｣(~1356年死去)
1343年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｱﾗｺﾞﾝ王ﾍﾟﾄﾞﾛ4世､ﾊﾞﾚｱﾚｽ諸島を併合
1343年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾋﾟｰｻ大学設立
1343年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌｨﾚﾝﾂｪ､共和国に
1343年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾄﾓﾝﾄﾞ王｢ﾐｭｱﾁｬﾙﾀｯﾊ･ｵｰ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣
1343年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>11代ﾁｪｽﾀｰ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｱﾝｼﾞｭｰ(ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ黒太子)｣先代の長男(~13760608死去)
1343年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ｸﾞﾘﾑｰﾙ･ｿｰｽﾀｲﾝｿﾝ｣(~1346年)
1343年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Thomas de Ferriers｣(2期目~1347年)､
  代理｢Gautier de Weston｣(2期目~1347年)
1343年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾄﾓﾝﾄﾞ王｢ﾌﾞﾗｲｱﾝ･ﾊﾞﾝ･ｵ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣ﾄﾞｰﾅﾙ･ﾏｯｸ･ﾌﾞﾗｲｱﾝ･ﾙｱﾄﾞ･ｵｰ･ﾌﾞﾘｱﾝとﾏｲﾚｱﾄﾞ･ﾆ
  ｯｸ･ﾏｽｶﾞﾑﾅの息子(~1350年没)
1343年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの議会が貴族院と庶民院に分れる
1343年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｻｰｸ島はﾌﾗﾝｽが占領(~1347年)
1343年1月1日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ﾄﾙｺ･ﾒﾝﾋﾞｼﾞで地震､死者5千7百人
1343年1月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ﾀﾞﾝﾄﾞﾛ｣(~1354年)
1343年1月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛｰﾏ教皇ｸﾚﾒﾝｽ6世の仲裁により､ﾌﾗﾝｽ北西部のﾏﾚｽﾄﾛﾜで休戦協定｢ﾏﾚｽﾄﾛﾜ
  条約｣が結ばれ｢ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ継承戦争｣が休戦となる
1343年1月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾅﾎﾟﾘ王｢ﾛﾍﾞﾙﾄ｣兼ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯｢ﾛﾍﾞｰﾙ｣
1343年1月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｶﾗﾌﾞﾘｱ公(ﾅﾎﾟﾘ王の推定相続人の称号)｢ｱﾝﾄﾞﾚｱ｣ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾅ1世の夫(~1345
  0918死去)
1343年1月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ王｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾅ1世｣兼ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯｢ｼﾞｬﾝﾇ1世｣(~13820512死去)
1343年1月27日-09:00|日本|  ||興国4･康永2年|<任命>伊豆国守護｢上杉憲顕｣(~興国6･貞和2(1346)年)
1343年1月27日-09:00|日本|  ||興国4･康永2年|<任命>佐渡国守護｢小椋成長｣(~不詳)
1343年1月27日-09:00|日本|  ||興国4･康永2年1月|<死去>甲斐国守護｢武田政義｣北朝方と戦い戦死
1343年3月27日-09:00|日本|熊本県菊池市|興国4･康永2年3月|大友氏泰･合志幸隆､菊池城占領
1343年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾂｫﾘｰﾉ･ﾄﾞ･ﾁﾛ｣｢ﾁｪｯｺ･ﾄﾞ･ﾁﾛ｣
1343年4月26日-09:00|日本|茨城県筑西市|興国4･康永2年4月2日|春日顕時､関城に赴き結城直朝らを討つ
1343年5月-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ｴｽﾄﾆｱ総督代行｢ﾍﾞﾙﾄﾗﾑ･ﾌｫﾝ･ﾊﾟﾚﾝﾍﾞｹ｣(~16日)
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1343年5月8日-09:00|日本|広島県尾道市|興国4･康永2年4月14日|三吉覚弁,南朝方の大館右馬亮を因島同崎城に
  攻め,これを追落
1343年5月16日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ｺﾞｽｳｨﾝ･ﾌｫﾝ･ﾍﾘｹ｣(~1344年)
1343年5月24日-09:00|日本|  ||興国4･康永2年5月|<任命>備中国守護｢南宗継｣(~正平6･観応2(1351)年)
1343年6月2日-09:00|日本|広島県尾道市|興国4･康永2年5月10日|因島同崎城主広沢五郎,幕府方に降参
1343年6月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｼﾞｬｳﾊﾙ国
1343年6月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｻｳﾞｫｲｱ伯｢ｱｲﾓｰﾈ｣
1343年6月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻｳﾞｫｲｱ伯｢ｱﾒﾃﾞｰｵ6世｣(~13830301死去)
1343年7月2日-09:00|日本|  ||興国4･康永2年6月10日|結城親朝が足利氏に通じ北朝方として挙兵
1343年7月8日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞのｶｼﾞﾐｴﾝ3世が､ﾄﾞｲﾂ騎士団と休戦し､ﾎﾟﾒﾗﾆｱを譲渡
1343年8月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎｲｻﾗ朝｢ｳﾞｨﾙｰﾊﾞｰｸｼｬ･ﾊﾞｯﾗｰﾗ4世｣
1343年8月15日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ王｢ﾊｰｺﾝ6世ﾏｸﾞﾅｯｿﾝ若王｣(~13800911没)
1343年8月21日-09:00|日本|  ||興国4･康永2年8月|<交替>隠岐国守護｢山名時氏｣⇒｢佐々木導誉(京極高氏)｣(~
  正平2･貞和3(1347)年8月)
1343年8月21日-09:00|日本|  ||興国4･康永2年8月|<交替>出雲国守護｢山名時氏｣⇒｢佐々木導誉(京極高氏)｣(~
  観応2･正平6(1351)年3月)
1343年8月21日-09:00|日本|京都府京都市右京区|興国4･康永2年8月|この月､天竜寺仏殿･山門法堂など相次いで
  できる
1343年9月16日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾅﾊﾞﾗ王｢ﾌｪﾘﾍﾟ3世｣37歳
1343年9月26日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<死去>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ﾌｫﾜ伯爵ｶﾞｽﾄﾝ2世｣
1343年9月26日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ﾌｫﾜ伯爵ｶﾞｽﾄﾝ3世｣(~13910801死去)
1343年10月12日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｹﾞﾙﾃﾞﾙﾝ公｢ﾗｲﾅﾙﾄ2世(ﾚｲﾅｳﾄ2世)｣
1343年10月12日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ｹﾞﾙﾃﾞﾙﾝ公｢ﾗｲﾅﾙﾄ3世(ﾚｲﾅｳﾄ3世)｣(~1361年)
1343年10月12日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｹﾞﾙﾃﾞﾙﾝ公摂政｢ｴﾚﾉｱ｣ﾗｲﾅﾙﾄ2世の妻(~1344年)
1343年10月26日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾐｱｰﾆ｣(~13450424)
1343年11月28日-09:00|日本|茨城県筑西市|興国4･康永2年11月11日|高師冬が関城を落す/関城主･関宗祐切腹/
  北畠親房(50)､吉野へ帰る
1343年11月29日-09:00|日本|茨城県下妻市|興国4･康永2年11月12日|小笠原貞宗(50)､常陸国･大宝城を攻略/大
  寶城主･下妻政泰らは討死/春日顕國･興良親王ら事前に吉野へ脱出
1343年11月29日-09:00|日本|茨城県筑西市|興国4･康永2年11月12日|高師冬率いる北朝方に攻められ常陸国･伊
  佐城(伊達行朝)陥落
1343年12月15日-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ/ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ﾁｮﾊﾞﾝ朝第2代国王｢ｱｼｭﾗﾌ｣ｼｬｲﾌ･ﾊｻﾝの弟(~1357年殺害
  され､ﾁｮﾊﾞﾝ朝は滅亡)
1343年12月19日-09:00|日本|  ||興国4･康永2年12月2日|<交替>丹波国守護｢仁木頼章｣代官荻野朝忠が背く⇒｢
  山名時氏｣(~観応2･正平6(1351)年8月)
1344年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｳﾝﾁｬﾊﾗ国
1344年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｶﾞﾝﾎﾟﾗ王国国王｢Bhuvanaikabahu4世｣(~1353年)､｢Parakkamabahu5世｣(~1359年
  )
1344年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｵﾙﾀﾞ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢Mubarak Khwaja｣
1344年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｵﾙﾀﾞ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢Chimtay｣(~1360年死去)
1344年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾌﾟﾛﾝｽｸ公｢ｲｳﾞｧﾝ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(~1351年)
1344年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾘｬｻﾞﾝ大公｢ｳﾞｧｼｰﾘｰ2世ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(~1349年~1350年死去)
1344年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ｱﾑﾀﾞ･ｾﾖﾝ1世｣
1344年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ﾈﾜﾔ･ｸﾚｽﾄｽ｣(~1372年死去)
1344年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ｽﾃｨｺﾞｯﾄ･ｱﾝﾀﾞｰｿﾝ ﾁｭｰﾄﾝ･ｼｭﾀｯﾄﾞﾎﾙﾀﾞｰ｣(~13461101)
1344年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ｼﾞｬﾝ｣
1344年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾊﾞﾙ伯｢ｱﾝﾘ4世｣
1344年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>全ｽﾗｳﾞｫﾆｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾆｺﾗ･ｾｰﾁｰ｣(~1349年)
1344年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾞｧﾛｱ伯｢Philip2世｣(~1375年)
1344年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ｺﾝﾗｰﾄ1世｣(~1367年)
1344年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ｷﾞｰ5世｣(~1360年死去)
1344年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾙ伯｢ｴﾄﾞｩｱｰﾙ2世｣(~1352.5死去)
1344年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｵﾙﾚｱﾝ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ｣ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ6世の息子(~13750901死去)
1344年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽﾄﾗｻｰﾝ伯｢ﾓｰﾘｽ･ﾄﾞ･ﾓﾗｳﾞｨｱ｣(~13461017死去)
1344年1月16日-09:00|日本|  ||興国5･康永3年|<交替>越中国守護｢井上俊清｣⇒｢桃井直常｣(~正平6･観応2(1351
  )年8月解任)
1344年1月16日-09:00|日本|  ||興国5･康永3年|<任命>美作国守護｢富田秀貞｣(~観応3･正平7(1352)年)
1344年1月16日-09:00|日本|京都府京都市下京区|興国5･康永3年|この年､千葉親鸞上人絵伝巻(照願寺)できる
1344年1月21日-09:00|日本|  ||興国5･康永3年1月6日|<死去>成良親王､皇族(生年1326年)
1344年1月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾓﾝﾀｷｭｰﾄ｣
1344年1月30日 00:00|ﾏﾝ島|  |||<死去>ﾏﾝ王｢William1世 de Montacute｣
1344年1月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾓﾝﾀｷｭｰﾄ｣(~13970603死去)
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1344年1月30日 00:00|ﾏﾝ島|  |||<就任>ﾏﾝ王｢William2世 Montague｣(~13970603死去)
1344年1月30日-09:00|朝鮮|  ||高麗･至元10年1月15日|<死去>高麗王｢忠恵王｣
1344年2月15日-09:00|日本|兵庫県豊岡市|興国5･康永3年2月|山名時氏､但州三開山城を攻め取る
1344年2月21日-09:00|日本|愛知県名古屋市中区|興国5･康永3年2月7日|尾張国真福寺宝生坊
1344年3月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<復位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾙﾏｲﾀ･ﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞｰ･ﾇﾏｲ･ｱｻﾄﾞ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ｣(~13451018)
1344年3月1日-09:00|朝鮮|  ||高麗･至元10年2月16日|<即位>高麗王｢忠穆王｣(~13481225死去)
1344年3月29日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾋﾟﾝﾔ王｢ﾁｮｳｽﾜ1世｣(~13501212)
1344年3月29日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｱﾗｺﾞﾝ･ﾅﾊﾞﾗ王のﾍﾟﾄﾞﾛ4世が､ﾊﾞﾚｱｽ諸島を再び併合し､ﾏﾖﾙｶ王ﾊｲﾒ2世を廃位
1344年4月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱでｽｸｫｰﾗ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ･ﾃﾞｨ･ｻﾝﾀ･ﾏﾘｰｱ･ﾃﾞｯﾗ･ｶﾘﾀ設立
1344年4月14日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至正4年3月|元で｢遼史｣成る
1344年4月17日-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<死去>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾇｽ2世｣ｱﾙﾒﾆｱ諸侯に殺される
1344年4月17日-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾇｽ3世｣(~13621221死去)
1344年4月17日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ｺｽﾀﾝﾃﾞｨﾝ4世｣
1344年4月17日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ｺｽﾀﾝﾃﾞｨﾝ5世｣(~13621221死去)
1344年4月20日-09:00|日本|茨城県下妻市|興国5･康永3年3月7日|南朝方･春日顕国が常陸国･大宝城を奪還
1344年4月21日-09:00|日本|茨城県下妻市|興国5･康永3年3月8日|幕府軍が常陸国大宝城を再奪回/春日顕著は捕
  らえられて翌日殺される
1344年5月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌｪﾗｰﾗ･ﾓﾃﾞﾅ侯｢ﾆｯｺﾛ1世｣
1344年5月3日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<再位>ﾄﾚﾋﾞｿﾞﾝﾄﾞ帝国第15代皇帝｢ﾐｶｴﾙ｣ﾖﾊﾈｽ3世の父(~13491213)
1344年5月13日-09:00|日本|静岡県焼津市|興国5･康永3年4月|<創建>猪之谷神社(関方)興良親王の従者が姓を加
  用と改め創立し代々宮守を勤める
1344年5月27日-09:00|日本|静岡県榛原郡川根本町|興国5･康永3年4月15日|<造立>智者山権現(本川根藤川)千手
  観音堂､大檀那鴾彦太郎藤原時長による
1344年6月11日-09:00|日本|福井県小浜市|興国5･康永3年5月|若狭守護大高重成,遠敷郡青井の寺院を禅寺に改
  め,大年法延を開山に招いて高成寺を創建
1344年7月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｲｼｭﾄｳﾞｧｰﾝ1世ﾗｯｸﾌｨ｣(~1350年)
1344年7月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ伯｢ｳﾙﾘﾋ3世｣
1344年7月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ伯｢ｴｰﾊﾞｰﾊﾙﾄ2世｣(~13920315死去)､｢ｳﾙﾘﾋ4世｣(~13620501退
  位)共同統治
1344年7月11日-09:00|日本|  ||興国5･康永3年6月|<任命>関東執事｢高重茂｣(~正平4･貞和5(1349)年12月)
1344年7月13日-09:00|日本|大阪府河内長野市|興国5･康永3年6月3日|河内国歓心寺再建
1344年7月14日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ﾗﾙﾌ･ﾃﾞ･ｱﾌｫｰﾄﾞ卿｣(~13460406没)
1344年8月1日-09:00|日本|  ||興国5･康永3年6月22日|<死去>丹波忠守(生年1270年/医師､官人､歌人)
1344年8月10日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ｵｰｽﾄﾘｱ･ｼｭﾀｲｱｰﾏﾙｸ公(名目のみ)｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄ2世｣
1344年8月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ及びｹﾞｯﾃｨﾝｹﾞﾝ侯｢ｵｯﾄｰ1世｣弟であるｴﾙﾝｽﾄ
  1世とﾏｸﾞﾇｽ1世が領地を分割
1344年8月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ﾏｸﾞﾇｽ1世｣ｵｯﾄｰ1世の弟(~1369死去)
1344年8月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｹﾞｯﾃｨﾝｹﾞﾝ侯｢ｴﾙﾝｽﾄ1世｣ｵｯﾄｰの弟(~13670424死去)
1344年10月28日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｱﾝﾘ2世の甥ﾕｰｸﾞ4世が小ｱｼﾞｱのﾄﾙｺ人からｽﾐｭﾙﾅ(ｴｰｹﾞ海岸)を奪い取る
1344年11月3日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ｱﾄﾞﾙﾌ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾏﾙｸ｣
1344年11月3日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ｲﾝｸﾞﾙﾍﾞﾙﾄ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾏﾙｸ｣(~1364年)
1344年11月18日-09:00|日本|神奈川県横浜市戸塚区|康永3年10月13日|<創建>富士山本門寺(西山本門寺)日代
1344年12月6日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至正4年11月|元で｢金史｣成る
1344年12月11日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ｵｰｽﾄﾘｱ･ｼｭﾀｲｱｰﾏﾙｸ公(名目のみ)｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ4世｣
1344年12月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｼﾞｮﾊﾞﾝﾆ1世ﾃﾞｨ･ﾑﾙﾀ｣(~13500106)
1344年12月31日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼｭﾃｯﾃｨﾝ公｢ｵｯﾄｰ1世｣
1344年12月31日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼｭﾃｯﾃｨﾝ公｢ﾊﾞﾙﾆﾑ3世大公｣(~13680814死去)
1345年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾑｰﾛﾑ公｢ｳﾞｧｼﾘｰ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣
1345年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>第16代ﾑｰﾛﾑ公｢ﾕｰﾘｰ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1353年)
1345年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾎﾟﾛｯｸ公｢ｱﾝﾄﾞﾘｭｽ･ｱﾙｷﾞﾙﾀﾞｲﾃｨｽ｣(~1377年)
1345年-02:00|ﾙﾜﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾙﾜﾝﾀﾞ王国ﾑﾜﾐ｢ｼﾘﾏ･ﾙｸﾞｳｪ｣(~1378年)
1345年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||ｴﾋﾟﾛｽはｾﾙﾋﾞｱの一部(~1355年)
1345年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ｺﾝﾗｰﾄ1世｣(~1367年死去)
1345年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾐｸﾛｰｼｭ1世｣(1回目~1346年)
1345年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾗｳﾞｧ公ｶｼﾞﾐｪｼｭ1世[ﾁｪﾙｽｸ公](~1349年)
1345年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍はﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰを一時的に再占領(~1360年)
1345年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾊﾝｶﾞﾘｰによるﾀﾞﾙﾏﾁｱのｻﾞﾗ支配(~1346年7月)
1345年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾎﾟﾝﾃ･ｳﾞｪｯｷｵ完成(ｲﾀﾘｱ,ﾌｨﾚﾝﾂｪで最も古い橋)
1345年1月8日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|興国5･康永3年12月4日|備前金川城主松田元喬岡山に蓮昌寺を創
  す
1345年1月26日-09:00|日本|京都府京都市中京区|興国5･康永3年12月22日|足利直義第(三条坊門万里小路)焼亡
1345年2月-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<即位>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｱﾙｷﾞﾙﾀﾞｽ｣(~13770502没)､｢ｹｽﾄｨﾃｨｽ｣(1回目~13770502)
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1345年2月-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<退位>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ﾔｳﾇﾃｨｽ｣兄のｱﾙｷﾞﾙﾀﾞｽとｹｰｽﾄｩﾃｨｽにより
1345年2月3日-09:00|日本|  ||興国6･康永4年|<任命>三河国守護｢高師兼｣(~正平6･観応2(1351)年死去)
1345年2月3日-09:00|日本|茨城県那珂市|興国6･康永4･貞和元年|大拙祖能禅師を開山として､弘願寺創建
1345年2月3日-09:00|日本|奈良県吉野郡吉野町|興国6･康永4年1月|吉野蔵王堂焼失
1345年2月18日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾗｳﾞｧ公｢ｼｪﾓｳﾞｨﾄ2世｣
1345年3月31日-09:00|日本|京都府京都市|興国6･康永4年2月27日|四条堀川-姉小路堀川間の数10町焼亡
1345年4月3日-09:00|日本|京都府京都市下京区|興国6･康永4･貞和元年3月|鎌倉本勝寺を京都六条堀川に移して
  本国寺(⇒本圀寺)と改称
1345年4月3日-09:00|日本|熊本県菊池市|興国6･康永4年3月|肥後の菊池武光:合志幸隆が占拠していた深川城を
  奪還
1345年4月5日-09:00|日本|島根県雲南市|興国6･康永4年3月3日|出雲の幕府軍､佐々木貞家が篭る屋根山城を攻
  略
1345年4月7日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ｼﾞｮﾝ･ﾓﾘｽ卿｣(~10日)
1345年4月18日-09:00|日本|広島県尾道市|興国6･康永4年3月16日|尾道浄土寺の阿弥陀堂再興成る
1345年4月24日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾏﾙｺ･ﾀﾞ･ﾓﾘﾝ｣(~13470819)
1345年5月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公(ｶﾍﾟﾃｨｴﾝﾇ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾌｫｰﾙ家)ｼﾞｬﾝ4(5)世征服公[ｼﾞｬﾝ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾌｫｰﾙとｼﾞｬ
  ﾝﾇ･ﾄﾞ･ﾌﾗﾝﾄﾞﾙの1人息子](~13991101死去59~60歳)
1345年5月31日-09:00|日本|京都府京都市右京区|興国6･康永4年4月29日|<完成>天龍寺<臨済宗天龍寺派大本山>
  足利尊氏､夢窓疎石
1345年6月25日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｼﾌｨﾄﾞﾆﾂｧ公｢ﾍﾝﾘｸ2世｣(生年1316年)
1345年7月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾀｰﾅでの通商中止
1345年7月30日-09:00|日本|  ||興国6･康永4年7月|<任命>奥州管領(尊氏方)｢畠山国氏｣(~観応2･正平6(1351)年
  2月12日自害)
1345年7月30日-09:00|日本|  ||興国6･康永4年7月|<任命>奥州管領(直義方)｢吉良貞家｣(~文和2･正平8(1353)年
  12月死去)
1345年8月-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ｻﾞｰﾗで反乱
1345年8月4日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙ=ｻｰﾘﾌ･ｲｽﾏｰｲｰﾙ｣
1345年8月4日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｶｰﾐﾙ･ｼｬｰﾊﾞｰﾝ｣(~13460918殺害される)
1345年9月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｶﾗﾌﾞﾘｱ公(ﾅﾎﾟﾘ王の推定相続人の称号)｢ｱﾝﾄﾞﾚｱ｣
1345年9月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾗﾝｶｽﾀｰ伯･3代ﾚｽﾀｰ伯｢ﾍﾝﾘｰ｣
1345年9月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾗﾝｶｽﾀｰ伯･4代ﾚｽﾀｰ伯｢ﾍﾝﾘｰ(ｵﾌﾞ･ｸﾞﾛｽﾓﾝﾄ)｣ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯(⇒13490820兼ﾘ
  ﾝｶｰﾝ伯⇒13510306初代ﾗﾝｶｽﾀｰ公~13610324死去)
1345年9月26日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｴﾉｰ伯｢ｷﾞﾖｰﾑ2世｣
1345年9月26日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｴﾉｰ伯｢ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ2世｣(~13560623死去)神聖ﾛｰﾏ皇帝ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ4世と共同統
  治(~1347年)
1345年9月27日-09:00|日本|  ||康永4･興国6年9月|<解任>奥州総大将｢石塔義房｣
1345年9月27日-09:00|日本|  ||興国6･康永4年9月|<交替>日向国守護｢島津貞久｣⇒｢畠山直顕｣(~観応3･正平7(1
  352)年)
1345年10月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾗﾝｶｽﾀｰ伯のｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ軍が､ｶﾞｽｺｰﾆｭでﾌﾗﾝｽ軍を破る
1345年11月15日-09:00|日本|  ||興国6･貞和元年10月21日|北朝が｢貞和｣に改元
1345年11月15日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至正5年10月21日|元で｢宋史｣成る
1345年11月16日-09:00|日本|  ||興国6･貞和元年10月22日|彗星出現
1345年12月14日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ｺﾞｽｳｨﾝ･ﾌｫﾝ･ﾍﾚｰｹ｣(~13590910死去)
1345年12月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｶﾗﾌﾞﾘｱ公(ﾅﾎﾟﾘ王の推定相続人の称号)｢ｶﾙﾛ･ﾏﾙﾃｯﾛ｣ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾅ1世とｱﾝﾄﾞ
  ﾚｱの子(~13480510死去)
1345年12月25日-09:00|日本|  ||興国6･康永4年12月|<交替>安芸国守護｢武田信武｣退任⇒｢武田氏信｣(~正平23･
  貞治7(1368)年解任)
1346年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾒｰﾙ王朝国王｢ｼﾃｱﾝ･ﾚｱｷｱ｣(~1347年)
1346年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｳﾞｨｼﾞｬﾔﾅｶﾞﾙ王国の皇太子がﾎｲｻﾗ朝を滅ぼす
1346年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>西ﾁｬｶﾞﾀｲ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾀﾞｰﾆｼｭﾏﾝﾄﾞ｣ｵｺﾞﾃﾞｲの4代孫(~1348年)
1346年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ｼﾞｮｰｼﾞ5世｣
1346年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ｾﾐｮｰﾝ･ｲｳﾞｧﾉｳﾞｨﾁ｣(~1353年)
1346年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ﾀﾞﾋﾞﾃﾞ9世｣(~1360年死去)
1346年-03:30|ｲﾗﾝ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾐﾌﾗﾊﾞﾆﾄﾞ朝ﾏﾘｰｸ｢Qutb al-Din Muhammad｣
1346年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｵｰﾑｽ王｢Turan Shah｣(~1377年)
1346年-03:30|ｲﾗﾝ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾐﾌﾗﾊﾞﾆﾄﾞ朝ﾏﾘｰｸ｢Taj al-Din ibn Qutb al-Din｣(~1350年)
1346年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾑﾗｲｱﾄﾞ･ﾔｰﾔ･ﾋﾞﾝ･ﾊﾑｻﾞｰ｣
1346年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱｼﾞｭﾗﾝｱﾌﾞﾙｻﾙｼﾞｬ｣(~1349年)､｢ﾀｶﾊﾞ･ﾌﾞﾝ･ﾙﾏｲﾀ･ｱｻﾄﾞ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ｣(~
  1349年12月)
1346年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｱｶｲｱ公｢ﾛﾍﾞﾙﾄ･ﾃﾞｨ･ﾀｰﾗﾝﾄ｣(~1364年)
1346年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｲｽﾌｪﾝﾃﾞｨﾔﾘｽﾞ君主｢Adil･ﾍﾞｲ bin Ya'kub｣(~1361年)
1346年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｻﾙﾊﾝ侯国ﾍﾞｲ｢Fahruddin Ilyas･ﾍﾞｲ｣(~1362年)
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1346年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｻﾓｽ島はｼﾞｪﾉｳﾞｧの所有(~1475年)
1346年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<再任>ﾚｸﾞﾆﾂｧ公｢ｳｪﾝｾｽﾗｳｽ1世｣(~13640602死去)
1346年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ｼｪﾁ･ﾃﾞ･ﾌｪﾙｽｼｪﾝﾄﾞｳﾞｧ｣(1回目~1349年)
1346年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾙｲ2世｣(~1384年)
1346年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾗｰﾌｪﾝｽﾍﾞﾙｸ伯｢ｹﾞﾙﾊﾙﾄ1世｣(~13600518死去)
1346年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾌｽ朝ｱﾐｰﾙ｢ｳﾏﾙ2世｣(~1349年)
1346年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ﾎﾙﾃｨ･ﾄﾙｸﾞﾘﾑｿﾝ｣(~1348年没)
1346年1月24日-09:00|日本|  ||興国6･貞和2年|<任命>伊賀国守護｢仁木義長｣(~正平2･貞和3(1347)年)
1346年1月24日-09:00|日本|  ||興国6･貞和2年|<任命>伊豆国守護｢上杉重能｣(~貞和5･正平4(1349)年閏6月7日
  罷免)
1346年1月24日-09:00|日本|  ||興国6･貞和2年|<任命>越前国守護｢細川頼春｣(~観応元･正平5(1350)年)
1346年1月24日-09:00|日本|  ||興国6･貞和2年|<任命>遠江国守護｢千葉貞胤｣(~同年)
1346年1月24日-09:00|日本|  ||興国6･貞和2年|<任命>武蔵国守護｢高師直｣(~観応2･正平6(1351)年2月26日死去
  )
1346年3月-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ6世の長子｢ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ公｣ｼﾞｬﾝ(のちのｼﾞｬﾝ2世)､ﾌﾗﾝｽ王軍を率い
  てﾌﾗﾝｽ南西部の北ｱｷﾃｰﾇに侵攻し､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王の拠点ｴｷﾞﾖﾝを包囲
1346年3月22日-09:00|日本|  ||貞和2年2月29日|<就任>(北朝)関白｢二条良基｣(~観応2年11月7日北朝は一旦消
  滅)
1346年4月10日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ﾛｼﾞｬｰ･ﾀﾞｰｼｰ｣(~5.15)
1346年4月16日-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｷﾞﾘｼｬ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||ｽﾃﾌｧﾝ･ﾄﾞｩｼｬﾝが､ｽｺﾋﾟｴで｢ｾﾙﾋﾞｱ人･ｷﾞﾘｼｱ人･ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ人･ｱﾙﾊﾞﾆｱ
  人の皇帝｣として戴冠
1346年4月16日-01:00|北ﾏｹﾄﾞﾆｱ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||ﾏｹﾄﾞﾆｱはｾﾙﾋﾞｱ帝国の一部(~13711203)
1346年5月-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団ﾏｽﾀｰ｢ﾃﾞｭﾄﾞﾈ･ﾄﾞ･ｺﾞｿﾞﾝ｣(~13531203没)
1346年5月4日-09:00|日本|  ||興国6･貞和2年4月13日|<死去>下野国守護｢小山朝氏｣⇒<就任>弟の｢小山氏政｣(~
  正平3･貞和4(1348)年)
1346年5月15日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｸﾞｳｫｸﾞﾌ公｢ﾍﾝﾘｰ1世 of Jawor｣
1346年5月15日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｳｫﾙﾀｰ･ﾃﾞ･ﾊﾞｰﾐﾝｶﾞﾑ｣(~13491219)
1346年5月25日-09:00|日本|石川県羽咋郡志賀町|興国6･貞和2年5月4日|吉見氏頼､井上俊清らの能登木尾城を攻
  略
1346年6月5日-09:00|日本|広島県廿日市市|興国6･貞和2年5月15日|掃部入道道崇の発願により,｢厳島本地絵巻｣
  成る
1346年6月20日-09:00|日本|愛知県西尾市|興国6･貞和2年6月1日|大仏師性慶､三河国願成寺の宝冠釈迦如来坐像
  を製作
1346年7月1日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾊﾝｶﾞﾘｰ人ｻﾞｰﾗを放棄したため､再びﾍﾞﾈﾂｨｱ支配下に入る(~1358年)
1346年7月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾀｰﾅとの通商再開
1346年8月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｻﾗﾊﾞﾀﾞｰｽ王｢Muhammad Ay Temur｣
1346年8月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻﾗﾊﾞﾀﾞｰｽ王｢Kaba Isfendiyar｣(~13479年)
1346年8月10日-09:00|日本|奈良県奈良市|興国6･貞和2年7月23日|興福寺衆徒､東大寺を襲撃
1346年8月18日-09:00|日本|  ||貞和2･興国7年8月|<交替>九州探題｢一色範氏｣⇒子の｢一色直氏｣(~観応2･正平6
  (1351)年2月)
1346年8月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼｬﾙﾄﾙ伯｢ｼｬﾙﾙ2世｣
1346年8月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾙｲ1世｣･兼ﾇｳﾞｪｰﾙ伯･ﾙﾃﾙ伯｢ﾙｲ2世｣
1346年8月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾛﾜ伯｢ﾙｲ2世｣
1346年8月26日-01:00|ﾁｪｺ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<死去>ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ﾔﾝ･ﾙｹﾝﾌﾞﾙｽｷｰ｣兼ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ﾖﾊﾝ1世｣ｸﾚｼｰの戦いでｲ
  ﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ3世の軍勢を相手に奮戦したが戦死
1346年8月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾛﾚｰﾇ(ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ)公｢ﾙﾄﾞﾙﾌ｣ｸﾚｼｰの戦いで戦死
1346年8月26日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾙｲ2世｣ﾙｲ1世の息子.兼ﾇｳﾞｪｰﾙ伯･ﾙﾃﾙ伯｢ﾙｲ3世｣(~1384
  0130死去)
1346年8月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾛﾜ伯｢ﾙｲ3世｣(~1372年死去)
1346年8月26日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<就任>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ｶｰﾙ1世｣(~13531115)
1346年8月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾛﾚｰﾇ(ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ)公｢ｼﾞｬﾝ1世｣(~13900927)
1346年8月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ北部の港湾都市ｶﾚｰの南ｸﾚｼｰ=ｱﾝ=ﾎﾟﾝﾃｨﾕｰ付近で戦われた｢ｸﾚｼｰの戦
  い｣で､ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ6世率いるﾌﾗﾝｽの｢重装騎兵｣が､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ3世とその子ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ黒太子率いるｲｷﾞﾘ
  ｽの｢長弓隊｣に大敗
1346年9月12日-09:00|日本|  ||興国7･貞和2年8月26日|<死去>前近江守護｢六角時信｣(生年1306年/近江六角氏
  の当主)
1346年9月13日-09:00|日本|鹿児島県日置市|興国7･貞和2年8月27日|伊集院忠国､再び南朝に応じ薩摩日置若松
  城を攻略
1346年9月18日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｶｰﾐﾙ･ｼｬｰﾊﾞｰﾝ｣殺害される
1346年9月18日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｻﾞｯﾌｧﾙ･ﾊｰｯｼﾞｰ｣(~13471210殺害され
  る)
1346年10月-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾗﾃﾝ帝国皇帝｢ｶﾄﾘｰﾇ2世｣
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1346年10月-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾗﾃﾝ帝国皇帝｢ﾛﾍﾞﾙﾄ2世｣ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世とｶﾄﾘｰﾇ2世の息子(~13640910死去)
1346年10月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾏﾘ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾗﾝﾄﾞﾙﾌ｣
1346年10月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽﾄﾗｻｰﾝ伯｢ﾓｰﾘｽ･ﾄﾞ･ﾓﾗｳﾞｨｱ｣
1346年10月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ2世がｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ北部に侵入するが敗北し捕虜となる
1346年11月1日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾌﾞﾙﾁｬｰﾄﾞ･ﾌｫﾝ･ﾄﾞﾗｲﾚｰﾍﾞﾝ｣(~1347年6月)
1346年11月1日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ｴｽﾄﾆｱ公国はﾃﾞﾝﾏｰｸに売却された
1346年11月14日-09:00|日本|  ||興国6･貞和2年10月|<交替>因幡国守護｢吉良貞家｣⇒｢上総左馬助｣(~正平5･観
  応元(1350)年9月)
1346年11月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ伯と通商協約
1346年11月19日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||ﾓﾅｺのｸﾞﾘﾏﾙﾃﾞｨはﾒﾝﾄｰﾝ(ﾏﾝﾄﾝ)を取得
1346年11月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾁｪｺ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｽｲｽ|  |||<即位>ﾄﾞｲﾂ王･ｲﾀﾘｱ王･ﾎﾞﾍﾐｱ王･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄﾞ王｢ｶｰﾙ4世｣(ﾙｸｾ
  ﾝﾌﾞﾙｸﾞ伯｢ｶｰﾙ1世｣/13471011まで対立⇒13550106神聖ﾛｰﾏ帝国皇帝~13781129没)(~13531115)
1346年12月22日-09:00|日本|  ||興国6･貞和2年11月9日|洞院公賢が風雅和歌集を撰進
1347年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾙﾅﾃ･ｽﾙﾀﾝ｢Boheyat1世｣(~1350年)､｢Kie Mabiji｣(~1350年)
1347年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟｶﾞﾙﾕﾝ王国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｱｰﾃﾞｨﾃｨﾔｳﾞｧﾙﾏﾝ｣(~1375年)
1347年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾒｰﾙ王朝国王｢ﾛﾑﾎﾟﾝ･ﾘﾔﾁﾔ｣(~1352年)
1347年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｽｺｰﾀｲ王朝国王｢ﾏﾊｰﾀﾝﾏﾗｰﾁｬｰ1世ﾘﾀｲ(ﾙｰﾀｲ)｣ｸﾞｱﾅﾑﾄｩﾑの従兄弟(~1368年)
1347年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾏﾗ国王｢Jayaraja Deva｣(~1361年)
1347年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｼﾞｬﾌﾅ王国国王｢Gunabhooshana Cinkaiariyan｣(~1371)
1347年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾃｨｰﾑｹﾞ朝｢Sultana Khadijah  Raadha Abaarana｣(~1363年廃位)
1347年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<廃位>ﾃｨｰﾑｹﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢Ahmed Shihabuddine Loka Aadheettha｣
1347年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻﾗﾊﾞﾀﾞｰｽ王｢Lutf Allah｣(~1348年)
1347年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾑｶﾞﾐｽ･ﾌﾞﾝ･ﾙﾏｲﾀ｣共同統治(~1349年)
1347年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾞﾌﾞﾙｼﾞｬ支配者｢ﾄﾞﾌﾞﾛﾃｨﾁ｣(⇒1367年､専制君主~1386年)
1347年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾄﾞﾗｺﾞｼｭ｣建国(~1354年死去)
1347年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｺﾝｽﾀﾝﾁﾉｰﾌﾞﾙにﾍﾟｽﾄが入り､黒死病の大流行が始まる
1347年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾃﾞﾝﾂ伯｢Henry2世｣(~1378年)
1347年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Gerard2世｣(~1348年)
1347年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｼﾞｪﾉﾊﾞにﾍﾟｽﾄが入り､ﾖｰﾛｯﾊﾟ中にひろがりだす
1347年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾙｽﾀｰ伯(妻の権利による)｢ﾗｲｵﾈﾙ･ｵﾌﾞ･ｱﾝﾄﾜｰﾌﾟ｣(⇒13621113兼ｸﾗﾚﾝｽ公~136810
  17死去)
1347年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島守護者｢Ralph de Harmesthorpe卿｣(~1348年)
1347年 00:00|ﾏﾘ/ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ王国国王｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ｶﾍﾞｲ｣(~1354年)
1347年1月20日-09:00|日本|  ||正平1･貞和2年12月8日|南朝が｢正平｣に改元
1347年1月23日-09:00|日本|島根県松江市|正平1;貞和2年12月11日|出雲国神魂神社本殿できる
1347年1月25日-09:00|日本|  ||正平1･貞和2年12月13日|幕府､武士による国司領家年貢の横領･私戦苅田狼藉な
  どを禁じ又守護の越権行為を制す
1347年2月8日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾆｶｲｱ帝国皇帝｢ﾖﾊﾈｽ6世ｶﾝﾀｸｾﾞﾉｽ｣ﾐｶｴﾙ･ｶﾝﾀｸｾﾞﾉｽの息子とﾐｶｴﾙ8世ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ
  の姉ﾏﾘｱ-ﾏﾙｻ･ﾊﾟﾚｵﾛｷﾞﾅの孫娘ﾃｵﾄﾞﾗ･ﾊﾟﾚｵﾛｷﾞﾅ･ｶﾝﾀｸｾﾞﾈの子､ﾖﾊﾈｽ5世ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽとの共同統治(~13541204退位~13
  830615死去)
1347年2月11日-09:00|日本|  ||正平2･貞和3年|<任命>伊賀国守護｢高師冬｣(~観応元･正平5(1350)年12月)
1347年2月11日-09:00|日本|  ||正平2･貞和3年|飛騨守惟久後三年軍絵巻を描く
1347年2月11日-09:00|日本|岐阜県多治見市|正平2;貞和3年|岐阜永保寺開山堂できる
1347年2月11日-08:00|中国|  ||元･至正7年|<建国>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国(首都ｱﾙﾏﾘｸ(現在のｸﾞﾙｼﾞｬ､後のﾄﾙﾌｧﾝ)､ｼﾞｬｶﾞ
  ﾀｲﾃﾞ(ﾁｬｶﾞﾀｲ)･ﾊﾝ国から分離
1347年2月11日-08:00|中国|  ||元･至正7年|<即位>ﾓｸﾞｰﾘｽﾀﾝ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾄｩｸﾞﾙｸ･ﾃｨﾑｰﾙ｣(~1363年死去)
1347年2月11日-09:00|日本|滋賀県大津市|正平2･貞和3年1月|足利尊氏の寄進を得て､園城寺新羅善神堂建立
1347年2月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾌﾗﾝﾄﾞﾙとの航路再び定められる
1347年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｫｽｷｰﾉ･ｶﾙﾁｰﾆ｣
1347年4月10日-09:00|日本|広島県東広島市|正平2･貞和3年2月29日|豊田郡風早村祝詞山八幡宮の社殿造立
1347年4月12日-09:00|日本|  ||正平2･貞和3年3月|釈教三十六歌仙絵 できる
1347年5月7日-09:00|日本|香川県小豆郡土庄町|正平2･貞和3年3月26日|備前国小豆島北浦保山百姓弥三郎男,石
  清水八幡宮領肥土荘淵崎八幡宮神人を殺害.これにより神人蜂起.佐々木信胤,これを鎮撫
1347年5月25日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｱﾙﾒﾆｱ|  |||ﾏﾑﾙｰｸ(ｴｼﾞﾌﾟﾄ)がｱﾙﾒﾆｱからｱﾔｽ港を奪う
1347年5月28日-09:00|日本|愛知県常滑市|正平2･貞和3年4月18日|大仏師幸賢､尾張国蓮台寺の弥阿上人坐像を
  製作
1347年6月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾘｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞ･ﾜｰﾚﾝ｣
1347年6月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾘｰ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾌｨｯﾂｱﾗﾝ｣ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯(~13760124死去)
1347年6月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ3世､ﾌﾗﾝｽ北西部のﾌﾞﾙﾀｰﾆｭでの戦い｢ﾗ･ﾛｼｭ･ﾃﾞﾘｱﾝの
  戦い｣で､ｼｬﾙﾙ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾛﾜ(｢ﾌﾞﾛﾜ伯｣ｼｬﾙﾙ)を捕虜とする/ｼｬﾙﾙ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾛﾜは｢ﾛﾝﾄﾞﾝ塔｣に9年間幽閉される
1347年7月5日-09:00|日本|長野県|正平2･貞和3年5月26日|<死去>信濃国守護｢小笠原貞宗｣子の政長が継ぐ(~観
  応2･正平6(1351)年1月解任)
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1347年7月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｸﾚｰﾌｪ伯｢ﾃﾞｨｰﾄﾘﾋ8世｣
1347年7月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｸﾚｰﾌｪ伯｢ﾖﾊﾝ｣(~1368年)
1347年7月10日-09:00|日本|京都府京都市東山区|正平2･貞和3年6月2日|一条経通､東福寺仏殿を建立
1347年7月11日-09:00|日本|香川県小豆郡小豆島町|正平2･貞和3年6月3日|淡路守護細川師氏､淡路･阿波･讃岐･
  備前4か国の兵を率い､小豆島の佐々木信胤を攻め､佐々木信胤降伏
1347年7月27日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|正平2･貞和3年6月19日|薩摩･大隅･日向の幕府軍が島津貞久(78)
  の薩摩谷山の陣に合流､南朝軍と戦い敗れた
1347年8月3日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾊﾞﾌﾏﾆｰ王国(~1527年)
1347年8月3日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾌﾏﾆｰ朝初代ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾗｰ･ｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾊﾞﾌﾏﾝ･ｼｬｰ｣(~13580211死去)
1347年8月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王軍､ﾌﾗﾝｽ北部の港湾都市ｶﾚ-の｢開城｣でｲｷﾞﾘｽに敗北/ｶﾚｰは占領さ
  れ､1558年までｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ領となる
1347年8月7日-09:00|日本|  ||正平2･貞和3年7月|<死去>忠房親王(生年1285年､皇族)
1347年8月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾙﾄﾜ伯｢Philip1世｣(~13611121死去)
1347年8月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ女伯｢ｼﾞｬﾝﾇ3世｣(生年1308年､ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公ｳｰﾄﾞ4世の妃)
1347年8月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯(ｶﾍﾟｰ系ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ家)ﾌｨﾘｯﾌﾟ1世[ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公.ｼﾞｬﾝﾇ3世とｳｰﾄﾞ
  の孫](~13611121死去)
1347年8月20日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾏﾙｺ･ｺｰﾅｰ ｣(~13481125)
1347年8月28日-09:00|日本|福島県伊達郡国見町|正平2･貞和3年7月22日|吉良貞家･畠山国氏･石塔義房ら､南朝
  軍の陸奥藤田城を攻略
1347年9月6日-09:00|日本|  ||正平2･貞和3年8月|<交替>隠岐国守護｢佐々木導誉(京極高氏)｣⇒｢山名時氏｣(~観
  応2･正平6(1351)年8月)
1347年9月9日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ|  |||<死去>ﾘｶﾞ大司教･ﾘｳﾞﾗﾝﾄ公｢ｴﾝｹﾞﾙﾌﾞﾚﾋﾄ･ﾌｫﾝ･ﾄﾞｰﾚﾝ｣
1347年9月15日-09:00|日本|和歌山県橋本市|正平2･貞和3年8月10日|楠木正行(21)挙兵し隅田城を攻め落とす
1347年9月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ6世､｢ﾛｰﾏ教皇庁｣の斡旋でｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ3世と再び｢
  休戦｣
1347年9月29日-09:00|日本|大阪府大阪狭山市|正平2･貞和3年8月24日|楠木正行(21)､細川顕氏と河内池尻で戦
  い撃破
1347年10月 00:00|ﾓﾛｯｺ/ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||ﾏﾘｰﾝ朝ｽﾙﾀﾝのｱﾌﾞｰ･ｱﾙﾊｻﾝがﾁｭﾆｽを占領
1347年10月5日-09:00|日本|  ||正平2･貞和3年9月|<任命>和泉国守護｢高師泰｣(~貞和5(1349)年8月)
1347年10月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｽｲｽ|  |||<死去>神聖ﾛｰﾏ皇帝･ｲﾀﾘｱ王･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王･ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ﾙｰﾄ
  ｳﾞｨﾋ4世｣(誕生1287年)
1347年10月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾄﾞｲﾂ国王ｷﾞｭﾝﾀｰ(ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ家)[ｶｰﾙ4世の対立王](~1349年死去)
1347年10月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世｣ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ4世の4男(⇒1349年下ﾊﾞｲｴﾙﾝ公
  ⇒1353年下ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ｼｭﾄﾗｳﾋﾞﾝｸﾞ公~13890415死去)､｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世｣(⇒1349年下ﾊﾞｲｴﾙﾝ公⇒1353年下ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ｼｭﾄﾗｳ
  ﾋﾞﾝｸﾞ公~14041213死去)､｢ｼｭﾃﾌｧﾝ2世｣ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ4世の次男(⇒1349年下ﾊﾞｲｴﾙﾝ公⇒1353年下ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ﾗﾝﾂﾌｰﾄ公⇒上
  ﾊﾞｲｴﾙﾝ公兼下ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ﾗﾝﾂﾌｰﾄ公~13750513死去)､｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ5世｣ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ4世の長男(⇒1349年上ﾊﾞｲｴﾙﾝ公~1361091
  8死去)､｢ｵｯﾄｰ5世｣ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ4世の6男(⇒1349年上ﾊﾞｲｴﾙﾝ公~1351年譲位)､｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ6世｣ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ4世の3男(⇒1349
  年下ﾊﾞｲｴﾙﾝ公~1351年譲位)
1347年10月13日-09:00|日本|大阪府八尾市|正平2･貞和3年9月9日|楠木正行の軍､河内八尾城を攻撃/細川顕氏､
  畠山国清､六角佐々木氏頼らに勝利
1347年10月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾏﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ2世｣
1347年10月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾏﾙｸ伯｢ｴﾝｹﾞﾙﾍﾞﾙﾄ3世｣(~1391年死去)
1347年10月21日-09:00|日本|大阪府藤井寺市|正平2･貞和3年9月17日|<藤井寺の戦い>室町幕府軍=北朝の足利尊
  氏の派遣した討伐軍(細川顕氏)を河内国藤井寺･教興寺で南朝の楠木正行が奇襲し勝利
1347年10月24日-09:00|日本|愛知県安城市|正平2･貞和3年9月20日|僧きやうけい､三河国本證寺の慶円上人坐像
  を造立
1347年11月15日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<死去>ｳﾙｼﾞｪｲ伯｢James1世｣毒殺される
1347年11月15日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｳﾙｼﾞｪｲ伯｢Peter2世｣(~1408.6死去)
1347年11月28日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ｷﾙﾒｲﾅﾑ修院長ｼﾞｮﾝ･ﾗﾙﾁｬｰ｣(~13480426)
1347年12月10日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｻﾞｯﾌｧﾙ･ﾊｰｯｼﾞｰ｣殺害される
1347年12月10日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾅｰｽｨﾙ･ﾊｻﾝ｣(~13510821廃位)
1347年12月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾛｰﾏ市政改革の指導者ｺﾗ･ﾃﾞｨ･ﾘｴﾝﾂｫが民衆の離反で退位し､ﾛｰﾏから逃亡
1347年12月28日-09:00|日本|大阪府大阪市天王寺区|正平2･貞和3年11月26日|<住吉合戦>南朝方の楠木正行(21)
  ､山名時氏(44)･細川顕氏を摂津住吉･天王寺で破る
1348年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<死去>ﾍﾟｸﾞｰ王｢ﾋﾞﾝﾆｬｰ･ｴｰ･ﾛｰ｣
1348年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾍﾟｸﾞｰ王｢ﾋﾞﾝﾆｬｰ･ｳｰ｣(~13840102没)
1348年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<死去>ｼﾞｬﾌﾅ王国国王｢Martanda Cinkaiariyan｣
1348年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>東ﾁｬｶﾞﾀｲ･ﾊﾝ国ﾊﾝ:ﾄｩｸﾞﾙｸ･ﾃｨﾑｰﾙ[ﾄﾞｩｱの子ｴﾐﾙ･ﾎｰｼﾞｬの落胤](~1363年);<
  即位>西ﾁｬｶﾞﾀｲ･ﾊﾝ国ﾊﾝ:ﾊﾞﾔﾝ･ｸﾘ[ﾄﾞｩｱの子ｿﾙｶﾞﾄの子](~1358年)
1348年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Keykubad1世｣
1348年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Kavus1世｣(~1372年死去)
1348年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Hasan2世｣
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1348年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻﾗﾊﾞﾀﾞｰｽ王｢Khwaja Tadj ad-Din Ali｣(~1353年)
1348年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱﾃﾈ公｢ｼﾞｮｱﾝ2世｣
1348年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾊﾁｭ･ﾊﾟｼｬ｣(~1349年)
1348年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱのﾚｳﾞｧﾙ司令官｢ﾋﾙﾃﾞﾌﾞﾗﾝﾄ･ﾌｫﾝ･ﾚﾝﾃ｣(~同年)⇒｢ｱｰﾉﾙﾄﾞ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｨｰﾃ
  ｨﾝｸﾞﾎﾌ｣(~1349年)
1348年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｱｲﾄﾞｩﾝ侯国ﾍﾞｲ｢Khidr b. Mehmed｣(~1360年)
1348年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱﾃﾈ公｢ﾌｪﾃﾞﾘｰｺ1世｣(~13550711死去)
1348年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<復位>ｶﾗﾏﾆ朝ﾍﾞｲ｢Bedreddin1世 Ibrahim Bey｣(~1349年)
1348年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄでﾍﾟｽﾄがこの年から7年間にわたって大流行(ｶｲﾛの死者は90万人)
1348年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||ｴﾋﾟﾛｽ､ﾃｯｻﾘｱはｾﾙﾋﾞｱ王国に併合される(~1355年)
1348年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｸ伯｢ｹﾞﾙﾊﾙﾄ｣(~1360年)
1348年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<昇格>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ侯⇒ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世偉大公｣(⇒1352年ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭｳﾞｪﾘｰﾝ公~1
  3790218死去);｢ﾖﾊﾝ1世｣ﾊｲﾝﾘﾋ2世の息子(⇒1352年ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭﾀﾙｶﾞﾙﾄ公~1393年)
1348年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ｻﾞｲﾔｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ｻｲｰﾄﾞ･ｳｽﾏｰﾝ2世｣,｢ｱﾌﾞｰ･ﾀﾋﾞﾄﾞ1世｣(~1352年退位､ﾏﾘｰﾝ
  朝支配~1359年)
1348年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢John3世｣(~1349年)
1348年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂにﾍﾟｽﾄの大流行が波及し､王国の人口の3分の1を奪う
1348年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Robert Wyvill｣+｢Thomas de Clifford
  ｣(~13490526)
1348年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾏﾘｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ｲﾅｰﾝ･ﾌｧｰﾘｽ｣(~1358年)
1348年1月2日-09:00|日本|  ||正平2･貞和3年12月|<交替>河内国守護｢細川顕氏｣⇒｢高師泰｣(~貞和5(1349)年5
  月)
1348年1月2日-09:00|日本|  ||正平2･貞和3年12月|<交替>和泉国守護｢細川顕氏｣⇒｢高師泰｣(~貞和5(1349)年8
  月)
1348年1月25日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱで地震(M6.8)､死者1万人.ｹﾙﾝﾃﾝ州ﾌｨﾗｯﾊの町が壊滅､ｵｰｽﾄﾘｱ史上最大
  の地震
1348年1月31日-09:00|日本|  ||正平3･貞和4年|<交替>能登国守護｢吉見頼隆｣⇒｢吉見氏頼｣(~貞和4年(1349)10
  月)
1348年1月31日-09:00|日本|  ||正平3･貞和4年|<任命>下野国守護｢高師直｣(~正平6･観応2(1351)年)
1348年1月31日-09:00|日本|  ||正平3･貞和4年|<任命>肥後国守護｢一色直氏｣(~正平8･文和2(1353)年)
1348年1月31日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･至元14年|高麗･忠穆王が死去
1348年1月31日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至正8年|元､台州(浙江臨海)の方国珍､海上で乱を為す
1348年2月2日-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<死去>ﾋﾟﾝｽｸ公｢ﾅﾘﾏﾝﾀｽ｣
1348年2月2日-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾋﾟﾝｽｸ公｢Mikalojus Narimantaitis｣(~不詳)
1348年2月4日-09:00|日本|大阪府四条畷市|正平3･貞和4年1月5日|<四条畷の戦い>足利方高師直軍が北上する楠
  木正行軍と河内國四條畷に対峙/楠木軍は足利方の圧倒的な兵力の前に敗れ､正行(22)は弟の正時と刺し違え
  て自決
1348年2月23日-09:00|日本|奈良県吉野郡吉野町|貞和4;正平3年1月24日|高師直は､南朝の本拠吉野を攻略/後村
  上天皇(20)はじめ南朝は賀名生に逃れる
1348年2月27日-09:00|日本|奈良県吉野郡吉野町|正平3･貞和4年1月28日|高師直が南朝の皇居を攻撃/吉野行宮
  や蔵王堂など堂搭を焼払う
1348年3月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱで大ﾍﾟｽﾄ始まり住民の4分の3死亡
1348年3月1日-09:00|日本|  ||正平3･貞和4年2月|<交替>但馬国守護｢吉良貞家｣⇒｢今川頼貞｣(~翌年11月)
1348年3月8日-09:00|日本|  ||正平3･貞和4年2月8日|吉野より帰還途上の高師直軍を南朝軍が攻めて破る/佐々
  木道誉(42)戦傷､その子佐々木秀宗は戦死
1348年3月11日-09:00|日本|奈良県御所市|正平3･貞和4年2月11日|大和国の伏見･高天両寺が北朝方の軍により
  焼かれる
1348年3月17日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ|  |||<就任>ﾘｶﾞ大司教･ﾘｳﾞﾗﾝﾄ公｢ﾌﾛﾑﾎﾙﾄ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｨｼｭﾛｰｾﾞﾝ｣(~13691228死去)
1348年4月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍﾞﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ9世｣
1348年4月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｸ伯｢ｹﾞﾙﾊﾙﾄ6世｣ﾗｰﾌｪﾝｽﾍﾞﾙｸ伯(~13600518死去)
1348年4月4日-09:00|日本|  ||正平3･貞和4年3月5日|<隠居>長門国守護｢厚東武実｣息子の武村が継承(~貞和5･
  正平4(1349)年4月)
1348年4月29日-09:00|日本|香川県丸亀市|正平3･貞和4年4月1日|忽那義範､南朝軍に応じ讃岐塩飽島を攻略する
1348年5月7日-01:00|ﾁｪｺ|  |||ｶｰﾙ4世が､ﾌﾟﾗﾊにｱﾙﾌﾟｽ以北の帝国地域で最初の大学を創設
1348年5月10日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｶﾗﾌﾞﾘｱ公(ﾅﾎﾟﾘ王の推定相続人の称号)｢ｶﾙﾛ･ﾏﾙﾃｯﾛ｣
1348年5月22日-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾃﾞｭﾗｯﾂｵ公･ｸﾞﾗｳﾞｨｰﾅ伯｢ｶﾙﾛ(ｼｬﾙﾙ)｣
1348年5月22日-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<就任>ﾃﾞｭﾗｯﾂｵ公｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾅ(ｼﾞｬﾝﾇ)｣(~1368年3月)
1348年6月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｱﾝﾌﾞﾛｰｼﾞｮ･ﾛﾚﾝﾂｪｯﾃｨ(生年1290年頃､ｲﾀﾘｱの画家)
1348年6月13日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ﾆｺﾗｲ･ｶﾎﾟｰﾁ｣(~13501217)
1348年6月20日-09:00|日本|  ||正平3･貞和4年5月23日|<死去>淡路国守護｢細川師氏｣子の氏春が継ぐ(~元中4･
  嘉慶元年10月19日(13871130)死去)
1348年6月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾙﾄﾞﾙﾌ4世｣
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1348年6月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世｣(~13530902死去)､｢ﾙﾄﾞﾙﾌ5世｣(~1361
  0828死去)
1348年7月4日-09:00|日本|  ||正平3･貞和4年6月7日|<解任>若狭国守護｢大高重成｣将軍の勘気を受け所領所職
  を没収される
1348年7月14日-09:00|日本|  ||正平3･貞和4年6月17日|<任命>若狭国守護｢山名時氏｣(~観応2･正平6(1351)年)
1348年8月6日-09:00|日本|愛知県一宮市|正平3･貞和4年7月11日|滅宗宗興､尾張国妙興寺を創建
1348年8月19日-09:00|日本|  ||正平3･貞和4年7月24日|風雅和歌集､雑･神祇･釈教の三部できる
1348年8月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ=ﾍﾞﾙﾝﾌﾞﾙｸ侯｢Bernhard3世｣
1348年8月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ=ﾍﾞﾙﾝﾌﾞﾙｸ侯｢Bernhard4世｣(~13540628死去)
1348年8月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ﾛｰﾚﾝｽ･ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽ｣
1348年8月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽ｣(~13750416死去)
1348年9月1日-09:00|日本|和歌山県有田郡有田川町|正平3･貞和4年8月8日|足利直冬､紀伊国に到って南朝軍と
  戦い､阿瀬河城を攻略
1348年9月11日-09:00|日本|  ||正平3･貞和4年8月18日|<交替>豊後国守護｢大友氏泰｣隠居⇒弟の｢大友氏時｣(~
  貞治3･正平19(1364)年隠居)
1348年10月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ女伯･ﾘﾝｶｰﾝ女伯｢ｱﾘｽ･ﾄﾞ･ﾚｲｼｰ｣
1348年10月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ,ﾄﾙｺとの条約､ﾄﾙｺ､ｴｼﾞﾌﾟﾄから艦隊撤収
1348年11月18日-09:00|日本|  ||正平3･貞和4年10月27日|<譲位>北朝2代｢光明天皇｣
1348年11月18日-09:00|日本|  ||正平3･貞和4年10月27日|<践祚>北朝3代｢崇光天皇｣/正平4年12月26日即位～13
  511107
1348年11月25日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾏﾘﾉ･ｸﾞﾘﾏｰﾆ ｣(1回目~13500917)
1348年12月2日-09:00|日本|  ||正平3･貞和4年11月11日|<死去>花園法皇/52歳(誕生:永仁5(1297)0725)95代天
  皇
1348年12月25日-09:00|朝鮮|  ||高麗･至元14年12月5日|<死去>高麗王｢忠穆王｣
1349年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｻﾑﾄﾞﾗ･ﾊﾟｻｲ王国第5代ｽﾙﾀﾝ｢ｻﾞｳﾅﾙ･ｱﾋﾞﾃﾞｨﾝ1世｣(~1406年)
1349年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾌﾟｽｺﾌ公｢ｴｳﾞｽﾀﾌｨｰ･ﾌｮｰﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(~1356年)
1349年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ｱﾘ･ｱﾙﾌｧｼ｣
1349年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾜｼｸ･ｱﾙﾑﾀｰ｣ｱﾙﾏﾃﾞｨ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞの息子⇒｢ｱﾙﾏﾃﾞｨ･ｱﾘ･ﾋﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~13
  72年死去)
1349年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<死去>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ｲﾜﾝ･ｱｯｾﾝ4世｣
1349年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｼﾅﾇﾃﾞｨﾝ･ﾌｧｷ･ﾕｽﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(~1364年)
1349年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾋｽﾝ･ｶｲﾌｧ)ｱﾐｰﾙ｢Salih Abu-Bakr Khalil1世｣(~1378年)
1349年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｶﾗﾏﾆ朝ﾍﾞｲ｢Fahreddin Ahmed Bey｣(~1350年)
1349年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｶﾞｰﾘﾁ公｢ｶｼﾞﾐｪｼｭ3世｣ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王(~13701105死去)
1349年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾄﾚﾋﾞｿﾞﾝﾄﾞ帝国皇帝｢ｱﾚｸｼｵｽ3世｣(~1390年)
1349年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ﾓﾚｱｽ専制公｢ﾏﾇｲﾙ･ｶﾝﾀﾞｸｼﾞﾉｽ｣(~1380年)
1349年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾓﾙﾄﾞﾊﾞ|  |||ﾙｰﾏﾆｱ人のﾎﾞｸﾞﾀﾞﾆｱ(後のﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ)公国ができる
1349年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾞｳｫｸﾞﾌ公｢ﾍﾝﾘｰ5世 of Iron｣(~13690408死去)
1349年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ伯｢James4世｣(~13750120死去)
1349年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ1世｣(~1361年)
1349年-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ﾔﾝ･ｲﾝｼﾞﾌ(ﾖﾊﾝ･ﾊｲﾝﾘﾋ)｣ﾎﾞﾍﾐｱ王ﾔﾝの次男(~13751112死去)
1349年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｪﾙｽｸ公･ﾜﾙｼｬﾜ公｢ｼｪﾓｳﾞｨﾄ3世｣ｶｼﾞﾐｪｼｭ1世の兄弟(~1370年)
1349年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Meinhard von Neuhaus｣(~1362年)
1349年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾅﾊﾞﾗ王国(ｴｳﾞﾙｰ家)国王ｶﾙﾛｽ2世[ﾌｪﾘﾍﾟ3世とﾌｱﾅ2世の男子](~13870101死去54
  歳)
1349年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾌｽ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾏﾄﾞ1世ｱﾙ･ﾑﾀﾜｯｷﾙ｣(~同年)
1349年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾜﾙｼｬﾜ公ｶｼﾞﾐｪｼｭ1世(~13551126死去,領地はﾏｿﾞﾌｼｪに再統合)
1349年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<領土分割>ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世｣⇒下ﾊﾞｲｴﾙﾝ公(⇒1353年下ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ｼｭﾄﾗｳﾋﾞﾝｸ
  ﾞ公~13890415死去);｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世｣⇒下ﾊﾞｲｴﾙﾝ公(⇒1353年下ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ｼｭﾄﾗｳﾋﾞﾝｸﾞ公~14041213死去);｢ｼｭﾃﾌｧﾝ2世
  ｣⇒下ﾊﾞｲｴﾙﾝ公(⇒1353年下ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ﾗﾝﾂﾌｰﾄ公⇒上ﾊﾞｲｴﾙﾝ公兼下ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ﾗﾝﾂﾌｰﾄ公~13750513死去);｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ5世｣
  ⇒上ﾊﾞｲｴﾙﾝ公(~13610918死去);｢ｵｯﾄｰ5世｣⇒上ﾊﾞｲｴﾙﾝ公(~1351年譲位);｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ6世｣⇒下ﾊﾞｲｴﾙﾝ公(~1351年譲
  位)
1349年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｷﾞﾘｼｬ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||ｾﾙﾋﾞｱ王国ﾄﾞｩｼｬﾝ法典を発布して国家の基本法を完成
1349年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞで労働者勅令が発布
1349年1月7日-09:00|日本|広島県福山市|正平3･貞和4年12月18日|安芸国明王院五重塔できる
1349年1月20日-09:00|日本|京都府京都市右京区|正平4･貞和5年|夢窓国師画像(無等周位の筆,天龍寺)できる
1349年1月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾐﾗﾉ･ｼﾆｮｰﾚ｢ﾙｷｰﾉ･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ｣
1349年1月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾐﾗﾉ･ｼﾆｮｰﾚ｢ｼﾞｮﾊﾞﾝﾆ･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ｣ﾙｷｰﾉ･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ1世の兄(~13541005死去)
1349年1月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>神聖ﾛｰﾏ帝国対立皇帝｢ｷﾞｭﾝﾀｰ･ﾌｫﾝ･ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ｣(~5
  .24退位)
1349年2月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ6世､｢ﾏｼﾞｮﾙｶ王家｣に1万2千ｴｷｭ(ｺｲﾝ名､図柄の｢盾｣の意)を支払い､南ﾌ
  ﾗﾝｽの都市ﾓﾝﾍﾟﾘｴを手に入れる



1350迄(1585件)

1349年3月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ6世､｢ﾄﾞｰﾌｨﾈ侯｣ｱﾝﾍﾞｰﾙ2世からﾌﾗﾝｽ南東部の｢ﾄﾞｰﾌｨﾈ侯領｣を購入(20
  万ﾘｰﾌﾞﾙと終身年金1万8千ﾘｰﾌﾞﾙで)
1349年3月16日-09:00|日本|京都府京都市東山区|正平4･貞和5年2月27日|<焼失>清水寺
1349年3月20日-09:00|日本|  ||正平4･貞和5年3月|<交替>備後国守護｢高師泰｣⇒｢足利直冬｣(~10月)
1349年4月-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｻﾞｶﾞｲﾝ王｢ﾅｳﾗﾀ･ﾐｰﾆｪ｣(~11月)
1349年4月2日-09:00|日本|京都府京都市上京区|正平4･貞和5年3月14日|<焼失>将軍足利尊氏邸[京都土御門東洞
  院]
1349年4月18日-09:00|日本|  ||正平4･貞和5年4月|<交替>石見国守護｢上野頼兼｣⇒｢大平義尚｣(~観応元(1350)
  年6月)
1349年4月18日-09:00|日本|  ||正平4･貞和5年4月|<交替>長門国守護｢厚東武村｣⇒｢足利直冬｣(~9月)
1349年4月18日-09:00|日本|  ||正平4･貞和5年4月|<任命>長門国守護(足利直義により)｢長井高広｣(~1351年)
1349年4月28日-09:00|日本|  ||正平4･貞和5年4月11日|<任命>中国探題｢足利直冬｣(~8月)
1349年4月30日-09:00|日本|沖縄県|元･至正9年4月13日|<死去>琉球国王｢西威｣滅亡
1349年5月18日-09:00|日本|  ||正平4･貞和5年5月|<交替>河内国守護｢高師泰｣⇒｢畠山国清｣(~観応2(1351)年7
  月)
1349年5月18日-09:00|日本|  ||正平4･貞和5年5月|<任命>伊勢･志摩国守護｢石塔頼房｣(~観応2(1351)年8月)
1349年5月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<退位>神聖ﾛｰﾏ帝国対立皇帝｢ｷﾞｭﾝﾀｰ･ﾌｫﾝ･ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ｣
1349年5月26日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Jean de Mautravers｣(~1354年
  )
1349年6月17日-09:00|日本|和歌山県有田郡有田川町|正平4･貞和5年6月1日|和歌山護念寺十六羅漢像できる
1349年6月27日-09:00|日本|京都府京都市西京区|正平4･貞和5年6月11日|<京都四条河原勧進田楽の桟敷席倒壊
  事故>京都四条橋建立の勧進(募金)のため､四条河原で田楽(中世に流行した舞踊)興行が催されたが､余りにも
  多く観客が詰めかけ､とつぜん三階建ての桟敷が将棋倒しとなり100人余の死亡者を出す
1349年7月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ6世､ﾌﾗﾝｽ南東部の｢ﾄﾞｰﾌｨﾈ侯領｣を長子｢ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ公｣ｼﾞｬﾝ(翌年ﾌﾗ
  ﾝｽ王ｼﾞｬﾝ2世となる)の子ｼｬﾙﾙ(のちのｼｬﾙﾙ5世)に贈る
1349年7月22日-09:00|日本|  ||貞和5･正平4年閏6月7日|<交替>伊豆国守護｢上杉重能｣罷免⇒｢高氏｣(~正平6･観
  応2(1351)年)
1349年7月22日-09:00|日本|  ||正平4･貞和5年閏6月7日|<交替>周防国守護｢大内長弘｣⇒｢上総左馬介｣(~正平5･
  貞和6(1350)年2月)
1349年7月30日-09:00|日本|  ||正平4･貞和5年閏6月15日|<解任>室町幕府執事｢高師直｣
1349年7月30日-09:00|日本|  ||正平4･貞和5年閏6月20日|<任命>室町幕府執事｢高師世｣(~同年8月)高師泰の息
  子､尊氏･直義の従兄弟
1349年8月11日-09:00|朝鮮|  ||高麗･至元15年7月27日|<即位>高麗王｢忠定王｣(~13511026廃位)
1349年8月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘﾝｶｰﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ(ｵﾌﾞ･ｸﾞﾛｽﾓﾝﾄ)｣4代ﾗﾝｶｽﾀｰ伯･4代ﾚｽﾀｰ伯･ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯(⇒135
  10306初代ﾗﾝｶｽﾀｰ公~13610324死去)
1349年9月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱ･ｻﾝﾄｴﾘｱで地震(M6.7)､死者2千5百人
1349年9月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ6世の長子｢ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ公｣ｼﾞｬﾝ(のちのｼﾞｬﾝ2世)の王太子妃ﾎﾞﾝﾇ･ﾄﾞ
  ･ﾘｭｸｻﾝﾌﾞｰﾙ､黒死病(ﾍﾟｽﾄの一種)で死去(1315~､34歳)
1349年9月13日-09:00|日本|  ||正平4･貞和5年8月|<交替>和泉国守護｢高師泰｣⇒｢畠山国清｣(~観応2(1351)年7
  月)
1349年9月25日-09:00|日本|京都府京都市|正平4･貞和5年8月13日|高師直が足利直義(43)襲撃を計り､直義は尊
  氏第にのがれる
1349年9月26日-09:00|日本|  ||正平4･貞和5年8月14日|高師直の要求により､足利尊氏(44)は直義(43)の政務停
  止
1349年9月27日-09:00|日本|福井県|正平4･貞和5年8月15日|幕府､上杉重能･畠山直宗を越前に配流
1349年10月3日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ｼﾞｮﾝ･ﾃﾞ･ｶﾘｭｰ卿｣(~12.19)
1349年10月3日-09:00|日本|  ||正平4･貞和5年8月21日|<再任>室町幕府執事｢高師直｣(~正平6･観応2(1351)年2
  月26日)僧疎石(74)の調停により
1349年10月6日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾅﾊﾞﾗ王･ﾓﾙﾃﾝ伯｢ﾌｱﾅ2世｣37歳
1349年10月6日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾅﾊﾞﾗ王｢ｶﾙﾛｽ2世｣ﾌｪﾘﾍﾟ3世とﾌｱﾅ2世の男子(~13870101死去54歳)
1349年10月21日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|正平4･貞和5年9月9日|<任命>鎌倉公方｢足利亀若丸｣(9,足利尊氏
  次子⇒基氏)(~貞治6(1367)年4月26日死去)/鎌倉へ下向,関東十ヶ国を支配(後に陸奥国･出羽国も管轄)
1349年10月22日-09:00|日本|  ||正平4･貞和5年9月10日|<交替>長門国守護｢足利直冬｣⇒｢厚東武村｣(~観応元･
  正平5(1350)年9月)
1349年10月22日-09:00|日本|  ||正平4･貞和5年9月10日|中国探題足利直冬､高師直方の軍勢に破れ､四国から九
  州へ西走
1349年10月25日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾏﾖﾙｶ王｢ｼﾞｬｳﾒ4世｣僭称(~13750120)
1349年11月-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｻﾞｶﾞｲﾝ王｢ﾀﾗﾋﾞｬ2世｣(~13520223)
1349年11月11日-09:00|日本|  ||正平4･貞和5年10月|<交替>能登国守護｢吉見氏頼｣⇒｢桃井盛義｣(~正平6･観応2
  (1351)年10月)
1349年11月11日-09:00|日本|  ||正平4･貞和5年10月|<交替>備後国守護｢足利直冬｣⇒｢大平義尚｣(~翌年6月)
1349年11月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ方伯･ﾏｲｾﾝ辺境伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世｣
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1349年11月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ方伯･ﾏｲｾﾝ辺境伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世｣(~1382年)､｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世｣ﾌﾘｰﾄﾞ
  ﾘﾋ2世の長男(~13810521死去);ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ方伯｢ﾊﾞﾙﾀｻﾞｰﾙ｣(~1406年)
1349年12月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱｼﾞｭﾗﾝｱﾌﾞﾙｻﾙｼﾞｬ｣(~1352年)
1349年12月2日-09:00|日本|  ||正平4･貞和5年10月22日|足利義詮が鎌倉から京へ帰る/以後､直義に代って政務
  をとる
1349年12月13日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾄﾚﾋﾞｿﾞﾝﾄﾞ帝国第17代皇帝｢ｱﾚｸｼｵｽ3世｣(~13900320)
1349年12月19日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ﾄｰﾏｽ･ﾄﾞ･ﾛｹﾋﾞｰ卿｣(1回目~13550820)
1349年12月22日-09:00|日本|茨城県|正平4･貞和5年11月12日|上杉能憲(17)､常陸に挙兵
1349年12月26日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ﾔﾝ･ｼﾞﾝﾄﾞﾘｯﾋ｣(~13751112没)
1349年12月26日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<退任>ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ｶﾚﾙ｣(~13781129死去)
1349年12月29日-09:00|日本|  ||正平4･貞和5年11月19日|<任命>筑後国守護(足利直冬方)｢詫磨宗直｣(~同年)
1350年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾝﾀﾞ･ｶﾞﾙｱ王国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Prabu Maharaja Lingga Buana/ Prabu Wangi｣(~1357
  年)
1350年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾙﾅﾃ･ｽﾙﾀﾝ｢Ngolo-ma-Kaya｣(~1357年)
1350年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾏｼﾞｬﾊﾟﾋﾄ王国国王｢ﾊﾔﾑ･ｳﾙｸ｣ﾄﾘﾌﾞｳﾞｧｰﾅの息子(1389年死去)
1350年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｱﾕﾀﾔ王朝初代国王｢ﾗｰﾏｰﾃｨﾎﾞｰﾃﾞｨｰ1世(ｳｰﾄﾝ王)｣(~1369年死去)
1350年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾍﾞｼﾞｬ国
1350年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾞﾌﾏﾝ･ｼｬｰがﾜﾗﾝｶﾞﾙに侵入
1350年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾘｬｻﾞﾝ大公｢ｵﾚｰｸﾞ2世ｲｳﾞｧﾉｳﾞｨﾁ(~1371年~1402年死去)
1350年-03:30|ｲﾗﾝ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾐﾌﾗﾊﾞﾆﾄﾞ朝ﾏﾘｰｸ｢Jalal al-Din Mahmud｣(~1352年死去)
1350年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｽﾃﾌｧﾝ｣(~1351年2月)
1350年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｶﾗﾏﾆ朝ﾍﾞｲ｢Semseddin Bey｣(~1352年死去)
1350年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢John2世｣Joan1世の2番目の夫(~1360年)
1350年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾊﾟｳﾞｧｵ･ｳｶﾞﾙ｣(~同年)⇒｢ｼｭﾃﾌｧﾝ1世ﾗｸﾌｨ｣(~1352年
  )
1350年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾌﾟﾚﾝ伯｢ﾖﾊﾝ3世｣(~1359年ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ｷｰﾙに併合)
1350年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ公｢ﾄﾞﾗｼﾞｮｴ(ｶｰﾒﾝｸﾞﾗｰﾄﾞの領主)｣
1350年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾌｽ朝ｱﾐｰﾙ｢ｲﾌﾞﾗｰﾋｰﾑ2世ｱﾙ･ﾑｽﾀｼﾙ｣(~1369年)
1350年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾌﾞﾚﾀﾞはﾜｯｾﾅｰに売却
1350年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾄﾓﾝﾄﾞ王｢ﾌﾞﾗｲｱﾝ･ﾊﾞﾝ･ｵ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣
1350年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ｵﾗﾌﾙ･ﾋﾞｬﾙﾅｰｿﾝ｣(~1354年没)
1350年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ｳｨﾘｱﾑ･ｺｰﾙﾄﾞｳｪﾙ｣(~1352年)
1350年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽﾀｯﾌｫｰﾄﾞ伯｢Ralph Stafford｣(~13720831死去)
1350年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾄﾓﾝﾄﾞ王｢ﾃﾞｨｱﾑｲﾄﾞ･ﾏｯｸ･ﾄｲﾙﾃﾞﾙﾊﾞｯﾊ･ｵｰ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣ﾄｲﾙﾃﾞﾙﾊﾞｯﾊ･ｵ･ﾌﾞﾘｱﾝの息子(~
  1360年没)
1350年 02:00|ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾉﾙｳｪｰ|  |||<就任>ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ知事｢Ivar Bardarsson｣
1350年1月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｼﾞｮﾊﾞﾝﾆ2世ｳﾞｧﾚﾝﾃ｣(~13531008)
1350年1月9日-09:00|日本|  ||正平4･貞和5年12月|<交替>但馬国守護｢今川頼貞｣⇒｢上杉朝房｣(~観応元･正平5(
  1350)年7月28日)
1350年1月14日-09:00|日本|福井県福井市|正平4･貞和5年12月6日|上杉重能､畠山直宗が配流先から百騎ばかり
  で､越前国足羽荘を攻撃
1350年1月16日-09:00|日本|  ||正平4･貞和5年12月8日|足利直義(43)出家し恵源と号す
1350年1月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ6世､18歳の｢ﾅｳﾞｧﾙ王家｣のﾌﾞﾗﾝｼｭ･ﾃﾞｳﾞﾙｰ(ﾌﾞﾗﾝｼｭ･ﾄﾞ･ﾅｳﾞｧｰﾙ)と
  再婚
1350年1月28日-09:00|日本|福井県|正平4･貞和5年12月20日|師直の命で八木光勝によって上杉重能､畠山直宗を
  越前にて殺害
1350年2月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ6世の長子で王太子(ﾄﾞｰﾌｧﾝ)の｢ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ公｣ｼﾞｬﾝ(のちのｼﾞｬﾝ2世)､｢ｵ
  ｰｳﾞｪﾙﾆｭ伯｣故ｷﾞﾖｰﾑ12世の娘ｼﾞｬﾝﾇ･ﾄﾞ･ﾌﾞｰﾛｰﾆｭ(ｼﾞｬﾝﾇ･ﾄﾞｰｳﾞｪﾙﾆｭ)と再婚
1350年2月7日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||高麗･至元16年|倭寇がこの年からにわかに活発化し高麗の沿海を侵
  す
1350年2月7日-09:00|日本|沖縄県|元･至正10年|<即位>琉球中山国王｢察度｣(~13951117(洪武28年10月5日)死去)
1350年2月8日-09:00|日本|  ||正平5;貞和6･観応元年|<任命>土佐国守護｢高定信｣(~正平6･観応2(1351)年)
1350年2月8日-09:00|日本|  ||正平5;貞和6･観応元年|<任命>肥前国守護｢一色直氏｣(~観応3･正平7(1352)年)
1350年2月10日-09:00|日本|  ||正平5;貞和6年1月3日|<任命>関東執事｢高師冬｣(~正平6･観応2(1351)年1月17日
  死去)高重茂(師直の弟)と交代/もう1人の関東執事上杉憲顕(直義派､尊氏･直義の従兄弟)
1350年2月18日-09:00|日本|兵庫県|正平5･貞和6年1月11日|<死去>播磨国守護｢赤松則村｣(範資が継ぐ~正平6･観
  応2(1351)年4月8日死去)
1350年2月22日-09:00|日本|奈良県生駒郡斑鳩町|正平5;貞和6年1月15日|大和国法隆寺の正蔵院が火災となる
1350年3月9日-09:00|日本|  ||正平5;貞和6年2月|<交替>周防国守護｢上総左馬助｣⇒｢河野通盛｣(~文和元･正平7
  (1352)年9月)
1350年3月25日-09:00|日本|  ||正平5;貞和6年2月17日|<任命>伊予国守護｢河野通盛｣(~文和3･正平9(1354)年)
1350年3月26日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾚｵﾝ国王･ｶｽﾃｨｰﾘｬ国王｢ｱﾙﾌｫﾝｿ11世正義王｣黒死病で(誕生1311年)
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1350年3月26日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｶｽﾃｨｰﾘｬ国王｢ﾍﾟﾄﾞﾛ1世残酷王｣(~13660313退位)兼ﾚｵﾝ国王(~13690323
  死去)
1350年4月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｢ｳｰﾄﾞ4世｣
1350年4月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ1世｣(~13611121死去)
1350年4月4日-09:00|日本|  ||正平5;観応元年2月27日|北朝が｢観應｣に改元
1350年5月 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾊﾞﾙｾﾛｽ公｢Pedro Afonso｣
1350年5月 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｾﾛｽ公｢Afonso Teles de Meneses｣(~13560126死去)
1350年5月7日-09:00|日本|  ||正平5;観応元年4月|<交替>丹後国守護｢山名時氏｣⇒｢上野頼兼｣(~観応2･正平6(1
  351)年9月3日死去)
1350年5月14日-09:00|日本|  ||正平5;観応元年4月8日|<死去>吉田兼好(67)(誕生:弘安6(1283))｢徒然草｣を著
  した
1350年5月27日-09:00|日本|  ||正平5;観応元年4月21日|玄恵追悼の歌集｢玄恵追悼詩歌｣を直義の勧進で完成
1350年6月7日-09:00|日本|大分県|正平5;観応元年5月2日|豊前の南朝方新田･土岐氏ら挙兵
1350年7月3日-09:00|日本|広島県東広島市|正平5;観応元年5月28日|安芸の南朝方吉岡山形ら挙兵/武田氏信が
  安芸国西条郷に南朝方の吉岡小五郎ら籠っていた城を攻める
1350年7月6日-09:00|日本|広島県安芸高田市|正平5;観応元年6月2日|武田氏信が吉田荘に籠っていた北条相模
  治部権少輔､毛利備中守親衡らをも攻めた/2人は寺原城､与谷城へ逃げて立て籠る
1350年7月12日-09:00|日本|広島県山県郡|正平5;観応元年6月8日|武田軍,山県郡道祖多尾で毛利親衡･山形為継
  らと合戦･寺原･与谷の両城を落とす
1350年7月25日-09:00|日本|  ||正平5･観応元年6月21日|<交替>石見国守護｢大平義尚｣⇒｢高師泰｣(~観応2･正平
  6(1351)年2月26日死去)
1350年7月25日-09:00|日本|  ||正平5･観応元年6月21日|<交替>長門国守護｢厚東武村｣⇒｢高師泰｣(~観応2･正平
  6(1351)年2月)
1350年7月25日-09:00|日本|  ||正平5･観応元年6月21日|<交替>備後国守護｢大平義尚｣⇒｢高師泰｣(~観応2･正平
  6(1351)年2月26日死去)
1350年8月3日-09:00|日本|岐阜県|正平5;観応元年7月|土岐周斎が美濃で挙兵､近江に迫る
1350年8月5日-09:00|日本|広島県山県郡|正平5;観応元年7月2日|石見国の直冬党,大朝新荘に打入るが,吉川実
  経･綿貫孫七らに追落される
1350年8月14日-09:00|日本|  ||正平5;観応元年7月11日|北条相模治部権少輔､毛利備中守親衡らの与党が拠っ
  ていた猿喰山城も落とされる
1350年8月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ王｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ6世｣ﾌﾗﾝｽ北部のﾄﾞﾙｰ近郊のｸｩﾛﾝﾌﾟ大修道院で(1293年~､5
  6歳)
1350年8月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｽ国王｢ｼﾞｬﾝ2世善良王｣ﾌｨﾘｯﾌﾟ6世の子(~13640408)
1350年8月31日-09:00|日本|  ||観応元･正平5年7月28日|<交替>但馬国守護｢上杉朝房｣⇒｢今川頼貞｣(~観応2･正
  平6(1351)年3月24日)
1350年9月3日-09:00|日本|  ||正平5･観応元年8月|<交替>備前国守護｢細川顕氏｣⇒｢松田信重｣(~貞治3･正平19(
  1364)年4月)
1350年9月15日-09:00|日本|島根県|正平5;観応元年8月13日|出雲の佐々木信濃五郎佐衛門尉ら､直冬に応じ挙兵
1350年9月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾌﾟﾚﾝ伯｢ｹﾞﾙﾊﾙﾄ5世｣
1350年9月22日-09:00|日本|岐阜県|正平5;観応元年8月20日|足利義詮(20)･高師直ら､美濃を平定し京都に帰る
1350年9月24日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ｸﾞﾗﾃﾞﾆｰｺﾞ｣(~13520815)
1350年9月29日-09:00|日本|京都府京都市|正平5;観応元年8月20日|土岐周済は六波羅地蔵堂焼野で処刑
1350年10月2日-09:00|日本|  ||正平5;観応元年9月|<交替>因幡国守護｢上総左馬助｣⇒｢今川頼貞｣(~文和元･正
  平7(1352)年8月)
1350年10月19日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ,ﾌｨﾘｯﾎﾟ･ﾄﾞｰﾘｱ､ﾈｸﾞﾛﾎﾟﾝﾃ島に上陸
1350年10月29日-09:00|日本|  ||正平5;観応元年9月28日|筑前･豊前･対馬守護少弐頼尚(尊氏の九州からの逆転
  を助けた)が直冬方へ/直冬が頼尚の娘婿に
1350年11月1日-09:00|日本|  ||正平5;観応元年10月|豊後守護大友氏泰が直冬方へ
1350年11月16日-09:00|日本|  ||正平5;観応元年10月16日|<観応の擾乱>足利直義の子息の足利直冬が九州で反
  高師直挙兵(~1352)
1350年11月20日-09:00|日本|富山県氷見市|正平5;観応元年10月20日|越中守護桃井直常(直義派)の軍勢蜂起､氷
  見湊を攻撃
1350年11月25日-09:00|日本|  ||正平5･観応元年10月25日|<任命>鎮守府将軍｢足利直冬｣(~不詳)
1350年11月26日-09:00|日本|奈良県奈良市|正平5;観応元年10月26日|<観応の撹乱>足利直義は不和の尊氏と決
  別し､この日京都を逃れて大和国に赴き南朝と和を結んで師直と対抗する
1350年11月28日-09:00|日本|奈良県奈良市|正平5;観応元年10月28日|<観応の擾乱(足利尊氏･直義兄弟の不和)>
  足利尊氏､足利直冬追討のため高師直らを率いて京都を発す
1350年11月30日-09:00|日本|高知県土佐市|正平5;観応元年11月|讃岐守護細川顕氏(直義派)が派遣した内嶋弥
  六が土佐守護高定信の代官佐脇太郎入道の高岡荘松風城をを攻撃
1350年11月30日-09:00|日本|広島県尾道市|正平5;観応元年11月|江見道源,東寺領因島に乱入し,押領
1350年12月2日-09:00|日本|  ||正平5･観応元年11月3日|<観応の撹乱>足利直義､師直･師泰討伐のため挙兵
1350年12月5日-09:00|日本|京都府京都市|正平5･観応元年11月6日|土岐周済の弟､右衛門蔵人が京都に潜伏して
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  いるのを､佐々木道誉配下の武将が発見して討つ
1350年12月11日-09:00|日本|茨城県稲敷郡阿見町|正平5;観応元年11月12日|室町幕府と対立する上杉能憲(17)､
  常陸信太庄で挙兵
1350年12月12日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾋﾟﾝﾔ王｢ﾁｮｳｽﾜ2世｣(~13590319)
1350年12月14日-09:00|日本|香川県|正平5;観応元年11月15日|尊氏軍に従軍していた細川顕氏(讃岐守護)､直義
  方に寝返る/分国である讃岐へ逃れた
1350年12月18日-09:00|日本|石川県|正平5;観応元年11月19日|能登国では桃井直信(直常の弟)と桃井盛義(能登
  守護:尊氏派)が激しく交戦開始
1350年12月20日-09:00|日本|滋賀県|正平5;観応元年11月21日|近江国では下賀､高山､小原一族が直義方として
  挙兵
1350年12月21日-09:00|日本|奈良県生駒市|正平5;観応元年11月22日|大和国生駒山で伊勢･志摩守護石塔頼房が
  直義方として挙兵
1350年12月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｼﾞｬﾝ2世(ﾌｨﾘｯﾌﾟ6世の子､善良王)､｢ｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭ伯領｣を寵臣ｼｬﾙﾙ･ﾃﾞｽﾊﾟｰﾆ
  ｭに与える
1350年12月25日-09:00|日本|島根県浜田市|正平5;観応元年11月26日|高師泰が石見国三隅城から安芸国に撤退
1350年12月26日-09:00|日本|滋賀県甲賀市|正平5･観応元年11月27日|上野直勝(直義派)が河内国石川城を出発
  して近江に進入､大原荘内油日城麓善応寺で挙兵


